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1 概要 

本基本仕様書は、ストレージ資源利用のための基本仕様である。本仕様策定に当たっては、「準

備段階におけるコンソーシアム」での検討を踏まえ、HPCI の整備に必要な機能を明確にし、HPCI

の基礎的な仕様をまとめたものである。開発項目は、2011 年 3 月時点で詳細仕様が決められるも

ののみとし、詳細仕様が作れない開発項目は研究開発項目としている。本基本仕様書は、ストレー

ジ共有について基本仕様を定めている。 

 

ストレージ共有 

平成 22 年度最先端研究基盤事業「e-サイエンス実現のためのシステム統合・連携ソフトウェアの

高度利用促進」により東京大学情報基盤センターおよび理化学研究所計算科学研究機構に設置

される大規模ストレージ、さらに今後各資源提供機関から提供されるストレージあるいはポータルシ

ステムや各ユーザコミュニティとの連携に必要とされるストレージの共有方法の調査検討、およびそ

れに伴うソフトウェアの整備など、ストレージ共有に関する基本仕様を検討した。また、共有ストレー

ジの運用に向けての整備計画、運用体制ならびに運用経費について検討した。 

 

本仕様書は、スーパーコンピュータ施設を有し共同利用・共同研究拠点として活動している東京

大学および SINET を運営している国立情報学研究所が主幹し、共同利用・共同研究拠点である

北海道大学、東北大学、東京工業大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、九州大学、筑波大

学、および京速コンピュータ「京」運用機関である理化学研究所計算科学研究機構と連携して、

HPCI構築に関する基本仕様について調査検討した結果に基づいて作成されている。 
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2 ストレージ共有の利用シナリオ 

東京大学情報基盤センターおよび理化学研究所計算科学研究機構に設置される大規模ストレ

ージ、各資源提供機関から提供されるストレージ、ポータルシステムやユーザコミュニティとの連携

に必要とされるストレージなど、HPCIに供出される予定のストレージはネットワーク的に広域に分散

して設置される。これらのストレージ群は広域分散ファイルシステムGfarmにより単一のファイルシス

テムのように束ねられ、複数の拠点から複数の研究者がシームレスにデータを共有して利用するス

トレージ基盤としてサービス提供を行う。 

ストレージ共有の利用シナリオは平成23年度中に整備することが可能な機能を基本仕様とし、平

成 23 年度に改めて詳細検討を行う機能は拡張仕様とした。各々の利用シナリオは、ユーザ視点、

管理者視点、資源提供視点、事務局視点、共通視点に分け、本章で説明する。 

ストレージ共有の基本仕様は 3章に、資源提供機関のストレージ仕様は 4章に説明する。 

 

2.1 共有ストレージの目的 

[ユーザ視点（管理者視点）] 

HPCIで整備する共有ストレージ（以下、「HPCストレージ」）は、HPCIの各資源提供機関に

属する国内の研究者間、研究グループ内で効率よくデータ共有することで、研究業務の効率

化や利便性の向上、ストレージ資源の有効利用を図ることを目的とする。共有ストレージ基盤

は持続的なシステム増強が図られることを念頭に、提供するサービスの目標は以下とする。 

- HPCI上のどの拠点からでも利用可能な大容量ストレージ基盤の提供 

- HPCI上のスパコン間での効率的なファイル共有機能の提供 

- 常に安定して稼働するための高い RAS性を備えた共有ファイルシステムの提供 

（高信頼、高可用、常時安定して稼働する共有ストレージの提供） 

 

2.2 HPC ストレージの位置づけ 

[ユーザ視点] 

HPC ストレージは拠点スパコンのローカルストレージとは用途の異なるファイルシステムと位

置付ける。一般的に拠点スパコンのローカルストレージは、ジョブ一時領域としての超高速/小

容量のローカルファイルシステム（第一階層）と、データ保存領域としての高速/大容量のグロ

ーバルファイルシステム（第二階層）に分かれる。サービス提供する HPC ストレージはグロー

バルファイルシステムの更に下位層にある、拠点スパコン間のデータ共有領域の位置づけ

（第三階層）とする。HPC ストレージの位置づけ（ファイル階層、ファイル特性）を図 2-1 に示

す。 

 

[管理者視点] 

複数拠点に跨る HPC ストレージの利用において、利用者や利用形態によってもデータフロ



6 

 

ー（データの生成、解析、格納、共有方法）は異なるが、Gfarmファイルシステムの特性や利点

が活きるのは拠点スパコンからデータ共有用途でアクセスされるケースであると考える。そのた

め、共有の仕組みや信頼性の確保、セキュリティ面での考慮は特に重要となる。また、多数の

利用者が利用することから、公平な容量制限や容易な利用（アクセス方法）の整備も求められ

るが、HPC ストレージに格納されるファイルの種類には特に制限を設けず、コミュニティ（グル

ープ）単位にファイル容量制限を行うことが望ましいと考える。 

平成 23 年度に提供する HPC ストレージは東西拠点に設置される大規模ストレージを中心

に整備を行うものとする。 

4

ジョブ一時領域

•性能を重視
•バックアップなし

データ共有領域

•容量、信頼性を重視
•セキュリティを重視
•公平/容易な利用
•バックアップなし、複製あり

サイト固有
(Lustre, 
Pansas,
GPFS など)

Gfarm2

データ保存領域

•容量、信頼性を重視
•バックアップあり
(Tape/Diskに退避)

自センタ内

自/他センタの
ストレージ、ネッ
トワーク、認証
局など
→広範囲

ローカル
ファイル
システム

グローバル
ファイルシス

テム

広域分散ファイル
システム

責任範囲 用途（位置づけ） ファイルシステム利用方法

•mv/cp

•mv/cp
•ステージング

HPCストレージの検討範囲

•Web I/F

遠隔地

 

図 2-1 HPC ストレージの位置づけ 

 

2.3 HPC ストレージの運用イメージ 

[ユーザ視点] 

HPCストレージで利用するGfarmファイルシステムは、分散共有ファイルシステムとして以下

の特長を有する。 

 複数の物理ノード（ストレージ）を単一のファイルシステムに束ねて運用できる。 

 複数のクライアントから同一ファイルシステムビューでアクセスできる。 

 

[管理者視点] 

HPC ストレージは東京大学情報基盤センターおよび理化学研究所計算科学研究機構に

設置される大規模ストレージを中心に、各資源提供機関から提供されるストレージ群を Gfarm

で単一のファイルシステムのように束ね、運用を行う。 
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（注記） 

以降には全てのストレージ群を 1組のメタデータサーバで束ね、HPCストレージを単一のフ

ァイルシステムとして運用することを想定しているが、この集中管理運用について、各運用機

関、資源提供機関の合意には至っていない。これまでに検討したメタデータの管理方法の違

いによる問題点、影響を表 2-6に示す。 

具体的なメタデータの管理方法は平成 23年度の検討継続課題とする。なお、シンボリックリ

ンク設定などにより、ユーザビューとしては単一のファイルシステムのように見せて運用するこ

とが可能であることは検討をしている。 

 

ユーザは各々の物理ノード（ストレージ）を意識する必要はなく、複数の拠点からシームレス

にデータ共有できる。この際のデータアクセスは、物理的にも複数のストレージに分散してアク

セスされる。HPC ストレージの運用イメージを図 2-2に示す。 

なお、単一のファイルシステムとして運用するためには、メタデータ（ファイルシステムのメタ

情報）を管理するメタデータサーバは 1 組で運用することとなる。メタデータサーバを独立して

運用する場合、メタデータサーバを追加設置することになるが、これは実質的に HPC ストレー

ジを分割することを意味する。 

gfsd
gfsd

ポータル

認証局

shib. 

IdP

シングル
サインオン

フロントエンドか
らのジョブ投入

shib. 

SP

shib. 

SP

証明書

リポジトリ

証明書発行申請HPCI

account

HPCストレージ
（各センターからアクセス可能
な広域ファイルシステム）

gfmd

基盤センターA

基盤センターBGfarmを用いたファイル共有計算科学研究機構

 

図 2-2 HPC ストレージの運用イメージ 
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2.4 利用シナリオ概要 

HPCストレージを利用する上で、各資源提供機関の既存システムにおいても最低限の環境

変更や HPC ストレージの運用に則った運用ポリシーの見直しが必要となる。ただし、それによ

って HPC ストレージの利用が阻害されることのないよう、既存システムへの影響は最小限とす

る利用シナリオを検討する。 

HPCストレージを利用する上で拠点内にHPCストレージ資源を設置し、1組のメタデータサ

ーバで管理することで、自動的にファイル複製が作成され、拠点内のローカルストレージと同

等性能でファイルアクセスが行える。すなわち、拠点内に HPC ストレージ資源を設置すること

でHPCストレージのメリットを最大限に享受できるが、試行的に利用したいケースも想定し、自

拠点にストレージ資源を配備しなくても利用可能なシナリオ（クライアント利用）についても検討

する。 

 

2.4.1 ユーザ視点での利用シナリオ概要 

ユーザ視点で HPC ストレージの利用シナリオをまとめたものを表 2-1 に示す。HPC ス

トレージのユーザ視点での利用シナリオとして 4 つのシナリオを検討した。シナリオ 1～3

はファイル共有の目的の異なる利用シナリオと言えるが、アクセス方法は共通である。 

 

シナリオ 1「データ共有」は限られた研究グループ内に閉じたファイル共有のシナリオ

である。どの拠点のログインノードからでもユーザ自身で HPC ストレージをマウントし、名

前空間も同じパス名でファイルアクセスすることを想定する。このファイルアクセスは、ロー

カルアカウント権限ではなく、HPCIアカウント権限で行われるため、どの拠点のログインノ

ードから異なるローカルアカウント/グループでログインした場合でも、HPCI アカウントで

一意にアクセスできる。ここでの限られた研究グループとは HPCI 課題グループを指す。

HPCI 資源の利用はプロジェクト課題毎に資源利用が認可されるが、HPC ストレージもこ

の課題グループのグループメンバシップによりユーザ（HPCI アカウント）の管理を行う。フ

ァイル共有、複製に関して、ユーザで意識する必要はなく、ファイルシステムレベルで最

適なファイル複製、配置が行われる（ユーザにより近いストレージにファイル複製が作成

されることで、ローカルストレージと変わらないファイルアクセスが可能となる）。 

シナリオ 2「データアーカイブ」は広く一般的なファイル共有のシナリオである。従来の

Anonymous FTP に代わるものとし、長期的に蓄積されるデータのストアを想定する。扱う

データの種類も利用人数も他のシナリオとは異なる。多拠点から利用される価値の高い

データであれば、全ての拠点にファイル複製が置かれるべきと言えるが、アクセス方法や

共有方法について、他のシナリオとの違いはない。 

シナリオ 3「セキュアストレージ」は機密性の高いデータのファイル共有のシナリオであ

る。基本仕様ではGSIによるユーザ認証、ACLによるユーザ/グループ単位のより細かな

アクセス制限（ACL）、ユーザレベルでのファイル暗号化によるデータストアを想定する。 
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シナリオ 4「ファイルカタログ」は計算ノードからHPCストレージ上のファイルカタログ（フ

ァイル所在情報）を参照するシナリオである。計算ノードから HPC ストレージ上のファイル

そのものにアクセスする機能を提供する訳ではないが、バッチジョブから HPC ストレージ

へファイルステージングしたいなどの利用シナリオと併せて検討を行う。 

 

上記で説明した利用シナリオのうち、以下の具体的な実現方法は実装を含め未検討

であるため、拡張仕様として平成 23年度の検討継続課題とする。 

- ユーザ PCのWebブラウザからファイルアクセスする。 

- ユーザ PCからWebDAV/CIFSプロトコルにより、ファイルアクセスする。 

- ログインノードでメタ情報をブリッジするような機能を提供する。 
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表 2-1ユーザ視点でのストレージ利用シナリオ概要 

№ 利用シナリオ 

 

アクセス方法 認証方法 ファイル共有、 

複製方法 

1 [データ共有] 

スパコンで解析された実行

結果ファイルのデータ共有

保管庫として利用する。

（限られた研究グループ内

でのファイル共有） 

 拠点スパコンのログイン

ノードに FUSE でマウン

トして、アクセスする。 

 ユーザ PCのWeb ブラ

ウザからファイルアクセ

スする。[拡張仕様] 

 ユーザ PCから、

WebDAV/CIFS プロトコ

ルにより、ファイルアク

セスする。[拡張仕様] 

 gsi_auth 認証を行う。ユ

ーザ認証は暗号化され

るが、データ通信は平

文で行われる。（HPCス

トレージへのアクセスは

HPCI アカウント権限で

行われる） 

 ファイルシステムレベ

ルで、自動的に異なる

ノード/拠点にファイル

複製が作成される。 

2 [データアーカイブ] 

巨大加速器の実験デー

タ、天文データ、

Bio-Mirror のゲノムデータ

など、長期的に蓄積される

データのアーカイブ領域と

して利用する。（広く一般

的なファイル共有、

Anonymous FTP の代替） 

3 [セキュアストレージ] 

取り扱いの厳しいデータ、

機密性の高いデータをコミ

ュニティ内で安全にファイ

ル共有する。 

 GSI 認証を行う。（ユー

ザ認証もデータ通信も

暗号化される。） 

 ACLにより、特定ユー

ザ/グループ単位にフ

ァイルアクセス設定を

行う。 

 ユーザ自身でファイル

を暗号化してストアす

る。（付録 3.参照） 

4 [ファイルカタログ] 

ファイル実体ではなく、ファ

イル所在を示すカタログ情

報を共有する。（計算ノー

ドからのメタデータ参照） 

 ログインノードでメタ情報をブリッジするような機能が必要だが、具体的な実現方法

は実装を含め、未検討。[拡張仕様] 

※平成 23年度以降に検討する利用シナリオ（拡張仕様）は下線で示す部分である。 
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2.4.2 管理者視点での利用シナリオ概要 

管理者視点での HPC ストレージの利用シナリオについて、それぞれの管理者の役割

や作業範囲を定義の上、管理作業シナリオを説明する。 

 

(1) 管理者の位置づけ 

HPC ストレージの管理者は、拠点管理者（メタデータ管理者、ストレージ提供機関、ク

ライアント提供機関）とする。拠点管理者のそれぞれは HPC ストレージの運用方法やメタ

データ管理ポリシーの違いにより、管理すべき資源の対象も異なり、管理作業シナリオも

変わる。運用パターン毎の HPCストレージ管理者の管理資源の違いを表 2-2に示す。 

 

運用パターン 1～3は一拠点のメタデータサーバを共同利用する方法である。 

運用パターン 1 では拠点内にメタデータサーバ/ストレージ/クライアントを設置、運用

パターン 2では拠点内にストレージ/クライアントを設置、運用パターン 3では拠点内にク

ライアントのみを設置する方法である。各々、自拠点に設置されたストレージ資源の管理

作業が必要であり、他拠点の資源については他拠点の管理者に管理を委ねることにな

る。 

運用パターン 4はメタデータを独立して運用する方法である。 

運用パターン 1と同様、拠点内にメタデータサーバ/ストレージ/クライアントが設置され

るため、これらのストレージ資源の管理作業が必要となる。また、他の運用パターンと異な

り、ファイルシステム空間は独立した運用となるため、他拠点との相互接続性を保証する

にはシンボリックリンク設定など、個別の管理が必要となる。これは実質的にHPCストレー

ジを分割することを意味し、ファイルシステムの管理負担も増えることから、本運用パター

ンの利用は推奨しない（もしくは慎重に行う必要があると考える）。 

 

表 2-2 ストレージ管理者の管理資源 

ストレージ運用による分類 運用パターン 1 運用パターン 2 運用パターン 3 運用パターン 4 

メタデータ管理ポリシー 共同利用 

（一拠点でメタデータを集中管理） 

独立 

（拠点内で管理） 

HPC ストレージの運用方法 クライアント利用 

（メタ+ストレージあ

り） 

クライアント利用 

（ストレージあり） 

クライアント利用 

（ストレージなし） 

独自利用 

管理資源 メタデータサーバ ○自拠点で管理 他拠点に管理移譲 他拠点に管理移譲 ○自拠点で管理 

 ストレージ ○自拠点で管理 ○自拠点で管理 他拠点に管理移譲 ○自拠点で管理 

 クライアント ○自拠点で管理 ○自拠点で管理 ○自拠点で管理 ○自拠点で管理 

※平成 23年度の基本シナリオでは主に運用パターン 1～3の利用を想定する。 
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(2) 管理作業シナリオ概要 

管理者視点でHPCストレージの管理作業シナリオ概要をまとめたものを表 2-3に示す。

管理作業シナリオは以下 8 つに分類し、拠点管理者（メタデータ管理者、ストレージ提供

機関、クライアント提供機関）に対応する管理作業として定義を行う。 

 

管理作業シナリオ 1: 初期設定 

管理作業シナリオ 2: ファイアウォールの設定変更 

管理作業シナリオ 3: ユーザ/グループ管理 

管理作業シナリオ 4: ファイルシステム管理 

管理作業シナリオ 5: ハードウェア管理 

管理作業シナリオ 6: 運用管理 

管理作業シナリオ 7: 運用監視 

管理作業シナリオ 8: 障害時対応 

 

ユーザ視点での利用シナリオ（データ共有、データアーカイブ、セキュアストレージ、フ

ァイルカタログ）に対する管理作業内容に大きな違いはないと考えられることから、日常

的に想定される管理作業について、各管理者の立場での管理作業シナリオを定義した。 

なお、定義した管理作業シナリオのうち、以下の具体的な実現方法は実装を含め未検

討であるため、拡張仕様として平成 23年度の検討継続課題とする。 

- メタデータ、スプールディレクトリのバックアップ（バックアップ頻度、バックアップ方

法、外部バックアップ先の決定） 

- 利用統計情報のレポーティング 

- HPC ストレージの稼働確認、稼働監視、性能監視（ツール整備）
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表 2-3 管理者視点でのストレージ管理作業シナリオ概要 

№ 管理作業シナリオ 拠点管理者 

メタデータ管理者 ストレージ提供機関 クライアント提供機関 

1 初期設定 

（拠点追加時） 

 ハード現調、OS、

Gfarm、関連ソフトウェア

のインストール 

 メタデータサーバの初

期設定 

 管理者権限、root権限

のユーザ登録 

 ファイルシステムノード

のホスト登録 

 ハード現調、OS、

Gfarm、関連ソフトウェア

のインストール 

 ファイルシステムノード

の初期設定 

 Gfarm、関連ソフトウェア

のインストール 

 クライアントの初期設定 

2 ファイアウォールの設定変

更 

 TCPポートのインバウン

ド許可設定 

 TCPポートのインバウン

ド，アウトバウンド許可、

UDPポートのインバウン

ド許可設定 

 TCPポートのアウトバウ

ンド許可、UDPポートの

アウトバウンド許可設定 

3 ユーザ/グループ管理  アカウントの登録、変更

（grid-mapfileの編集） 

 ユーザ/グループディレ

クトリの作成、変更 

 パーミッション、拡張

ACLの設定、変更 

 アカウントの登録、変更

（grid-mapfileの編集） 

- 

4 ファイルシステム管理  クォータ設定 

 グループディレクトリに

対するシンボリックリンク

設定（メタデータの分散

管理時には必要） 

 利用失効ユーザのアク

セス権変更（書き込み

禁止）、一定期間経過

後のファイル強制削除

（要検討） 

- - 

5 ハードウェア管理  メタデータサーバノード

の起動、停止 

 

 

 ファイルシステムノード

の起動、停止 

 クライアントノードの起

動、停止 
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№ 管理作業シナリオ 拠点管理者 

メタデータ管理者 ストレージ提供機関 クライアント提供機関 

 

6 運用管理  メタデータのバックアッ

プ、リストア[拡張仕様] 

 ログファイルの退避 

 利用統計情報のレポー

ティング[拡張仕様] 

 スプールディレクトリの

バックアップ[拡張仕様] 

 ログファイルの退避 

 ログファイルの退避 

7 運用監視  メタデータサーバノード

の稼働確認、監視 

 ファイルシステムノード

の稼働確認、監視 

 HPC ストレージの稼働

確認、稼働監視、性能

監視[拡張仕様] 

8 障害時対応  HPC ストレージ、メタデ

ータサーバノードの障

害切り分け、復旧対応 

 ファイルシステムノード

の障害切り分け、復旧

対応 

 クライアントノードの障

害切り分け、復旧対応 

※平成 23年度以降に提供する機能（拡張仕様）は下線で示す部分である。 

 

2.5 ユースケース 

以下 5 つのユースケースより扱うデータの種類（機密性/秘匿性、データ価値、ファイルサイ

ズ/ファイル数など）を抽出し、具体的な HPC ストレージの利用用途やユーザニーズ、利用シ

ナリオの妥当性検討を行った。 

 

1) 格子 QCD（アンサンブルデータ） 

次世代スーパーコンピュータ戦略プログラムである格子 QCD において、様々の解析に

用いられるアンサンブルデータはデータ生成に膨大な計算機資源が必要とされ、非常に貴

重なデータとされる。データサイズは 100TB 規模の大きさで、複数の研究機関の研究者が

データを共有して解析を進めたいニーズが挙げられている。 

格子 QCDにおける共有データフローを図 2-3に示す。 

格子 QCD では京コンピュータや拠点スパコンで長時間実行して得られたゲージ配位ア

ンサンブルデータを HPC ストレージに格納する。全ての QCD 計算はゲージ配位アンサン

ブルデータを入力に行われるが、研究者が各々の興味で自由に生成するにはかなりの計

算資源を要するため、研究者間で合意の元で決定されたパラメタで一通りを生成し、共有さ

れるべきデータとされる。 

HPCストレージに格納した配位データは複数拠点にデータ複製され、冗長性が確保され

る。配位データはそれぞれの拠点スパコンのローカルストレージにコピーされ、解析が進め

られる。 
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図 2-3 格子 QCDにおける共有データフロー 

 

2) ライフサイエンス（シークエンスデータ） 

ゲノムシークエンスデータは数 TB規模の大きさが想定される。また、Ｂio-Mirror.netのよ

うな DNA データバンクを利用するニーズもある。また、一時的に特定ユーザにのみデータ

アクセスを許可したい、許可したユーザからのファイルアクセスがあったことを監査したいな

ど、セキュリティの固有ニーズが挙げられている。 

ライフサイエンスにおける共有データフローの一例を図 2-4に示す。 

ライフサイエンスのシークエンスデータをそれぞれの拠点スパコンのローカルストレージ

にコピーした上で解析が進められる。扱うデータは DNA データバンクのような共有データも

あれば、取り扱いが厳しく、公開範囲が限定されるデータも含まれる。ライフサイエンスの種

類によってはアセンブリング後のデータを共有するニーズもある。 

図 2-4 ライフサイエンスにおける共有データフローの一例 
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伝搬関数 
フィット 

共有データ 

複製 

複製 
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3) スパコンでのシミュレーション解析（大規模解析データ、実験データ） 

大規模シミュレーションの解析結果のデータ保管庫としの利用ニーズがある。データサイ

ズは 1PB規模の大きさが想定される。ログインノードだけではなく、計算ノードからもファイル

アクセスしたい、どの拠点からでも同じパス名でアクセスしたいなどのニーズが挙げられてい

る。 

ログインノードでメタ情報をブリッジするような機能の提供については、拡張仕様として検

討する。 

 

4) セキュアストレージ（医学・製薬系コミュニティの個人データ） 

データの取り扱いに特に厳しいポリシーを持つ"コミュニティ"において、利用者自身で段

階的にアクセスコントロールする仕組みを設けることにより、安全かつ容易に利用可能なセ

キュアストレージの利用ニーズが挙げられている。 

ユーザ自身でファイルを暗号化してストアする方法について、付録にファイルの暗号化

方法をまとめる。より強度なセキュリティ対策として、データ通信も暗号化する GSI 認証のサ

ポートを行う。 

 

5) 拠点外からのデータアクセス 

スパコンのログインノードからだけではなく、CIFS/WebDAV などで PC からも容易にデー

タアクセスしたいニーズが挙げられている。これらアクセス方法の拡充については、拡張仕

様として検討する。 
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2.6 平成 23年度の利用シナリオ 

平成23年度のHPCストレージの利用シナリオの前提条件を、運用実績があり、新規開発を

必要としないものとする。平成 23 年度に先行して整備する HPC ストレージの利用シナリオに

ついて、ユーザ視点、管理者視点、資源提供視点、事務局視点、共通視点の観点で以下に

説明する。 

 

2.6.1 ユーザ視点での利用シナリオ 

平成 23年度のユーザ利用シナリオを以下に説明する。 

いずれのシナリオも HPCストレージへのアクセス方法やユーザ認証方法は共通である

ため、共通の利用シナリオとして説明する。 

- データ共有  （限られた研究グループ内でのファイル共有） 

- データアーカイブ （広く一般的なファイル共有、Anonymous FTPの代替） 

- セキュアストレージ （機密性の高いデータのファイル共有） 

 

なお、利用開始までの流れとして、HPCIアカウントやユーザ証明書の取得が必要であ

るが、これらの申請方法についての説明は割愛する。 
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(1) ローカルアカウントとストレージアカウントの関係 

HPC ストレージの利用者は、HPC ストレージの利用に先立ち、HPCI 事務局に対して

利用申請を行う。課題審査や本人確認に問題ない場合、HPCI 事務局から HPCI アカウ

ントが発行される。 

HPC ストレージへのアクセスはログインノードのローカルアカウント権限ではなく、HPCI

アカウント権限で行う。拠点のログインノードから HPC ストレージにアクセスする場合、同

一ユーザであっても拠点毎にユーザ名が同じとは限らないが、Gfarm ファイルシステムで

グローバルなユーザ、グループ名を管理することで、各拠点から HPCストレージ上のファ

イルにこのグローバルユーザ名で一意にアクセスする。 

ローカルアカウントと HPCI アカウントの関係を図 2-5 に示す。ユーザ A、ユーザ B は

各々のアカウント権限でローカルファイルにアクセスするが、HPC ストレージに対しては

共通のグローバルアカウント（HPCIアカウント C）でファイルにアクセスする。 

 

図 2-5 ローカルアカウントと HPCIアカウントの関係 

 

(2) 認証方法 

HPC ストレージを利用するには、HPCI アカウントでユーザ認証が必要である。HPC ス

トレージ（Gfarm ファイルシステム）のユーザ認証方式は、sharedsecret 認証、GSI（Grid 

Security Infrastructure）を用いた gsi_auth手法、gsi認証の 3種類をサポートしている。 

HPCストレージでは特に性能を重視することから、gsi_auth手法によるユーザ認証を基

本とする。gsi_auth手法はユーザ認証時に GSI認証を用い、その後のデータ通信はデー

タに対する署名や暗号化保護のない生データの転送を行うため、セキュリティ的に強固

とは言えない半面、高速なデータ転送が可能である。 

gsi_auth手法によるユーザ認証イメージを図 2-6に示す。 
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認証局 ユーザ

ストレージ管理者

HPC
ストレージ

ユーザ証明書取得

Host証明書
ユーザ証明書
サービス証明書取得

証明書登録

ファイルアクセス

ファイル管理

 

図 2-6 gsi_auth手法によるユーザ認証イメージ 

 

なお、セキュアストレージの目的であれば GSI 認証を利用することを推奨する。GSI 認

証により、ユーザ認証もデータ通信時にも暗号化通信が可能となる。どちらの認証を行う

かはクライアントノード単位の設定となるが、セキュアストレージを利用したい利用者は自

身のホームディレクトリに Gfarm 設定ファイル（~/.gfarm2rc）を作成することで、ユーザ

個々に認証方法を切り替え、利用することが可能である。 

 

(3) HPC ストレージへのアクセス方法 

HPCストレージへのアクセス方法を図 2-7に示す。 

HPCストレージはまずはログインノードからの利用を前提とする。HPCストレージにアク

セスしたい HPCI 上のスパコンのログインノードにログインし、HPC ストレージをマウントす

ることで、ローカルストレージと同様に透過的にファイルアクセスを行う。または、Gfarm が

提供するコマンドを利用し、ファイルアクセスを行う。 

何れの方法もログインノードからのアクセスであり、計算ノードから HPC ストレージに直

接アクセスはしない。HPC ストレージのマウントはユーザ自身で gfarm2fs コマンドを実行

することでマウントされる。このマウント操作はユーザ権限で行われ、システム側で予め静

的にマウントしておくことはできないが、一度マウントすれば、ユーザ PC からもログインノ

ードを介し、HPC ストレージにデータ転送できる。 

 

図 2-7HPC ストレージへのアクセス方法 

 

 

ローカルストレージ HPC ストレージ 

ファイルコピー 

ユーザ PC 

マウント 
（gfarm2fs） 

× 

ログインノード 計算ノード 
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(4) ファイル容量制限 

HPCストレージはユーザ/グループ単位にファイル数、ファイルサイズを制限することが

可能である。ファイル容量制限等を行う場合、この制限値は HPCI 利用申請時にユーザ

が申告するものとし、申告どおりの制限容量で利用できるかも含め、利用審査されること

が望ましいと考えるが、具体的な申請フローについては今後の検討課題とする。 

 

(5) ファイル共有、データアーカイブ、ファイル複製方法 

HPC ストレージ（Gfarm ファイルシステム）は複数ストレージを束ねた分散ファイルシス

テムであるため、HPCストレージ上に置かれたファイルはHPCI上のどのログインノードか

らでもファイル共有できる。実際には、どこかのファイルシステムノードにファイル複製が

作成、格納されるが、ユーザ（アプリケーション）では格納場所を意識することなく、ファイ

ル共有が可能となっている。 

データアーカイブの一例として FTP によるファイル同期が考えられる。例えば

Bio-Mirrorなどの Anonymous FTPの特定ディレクトリにあるファイルを HPCストレージに

lftpにより同期（ミラー）することで、HPCI上のスパコンからアーカイブされたデータに効率

良くアクセスできる。 

ファイル複製は拠点内の HPC ストレージ（自拠点のファイルシステムノード）が優先的

に利用されるため、ユーザは意識することなく、最適な（高速な）ファイルアクセスが行え

るが、どこにファイル複製が作成されるのか、ファイル複製の基本ルール（ロジック）はユ

ーザでも認識すべき事項のため、以下に補足する。 

- 新規ファイルを作成する場合、自拠点のファイルシステムノードに十分な空きがあ

れば書き込む。十分な空きがないと判断された場合、よりネットワーク的にアクセ

ス元に近く、負荷の低いファイルシステムノードに書き込む（自拠点にファイルシ

ステムノードが設置されていない場合も同様）。 

- 既存ファイルへアクセスする場合、ファイル複製があれば自拠点のファイルシステ

ムノードへアクセスする（アクセス元により近い）。近くのファイルシステムノードにフ

ァイル複製がない場合、ファイル複製を持つ、よりネットワーク的にアクセス元に近

く、負荷の低いファイルシステムノードへアクセスする。 

ファイル複製に関して、ユーザ自身でファイル複製を操作することも可能である。任意

ファイルの複製を、指定されたホスト群に、指定された複製の数だけ、作成することができ

る。また、このファイル複製はファイル容量制値以下になるように制限も働く。それ以外に、

ファイル複製数、どのファイルシステムノードに複製が存在するかなどを確認するコマンド

も利用できる。 

 

(6) アクセス制限 

セキュアストレージなどの機密性の高いデータについて、コミュニティ内で安全にファイ
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ル共有するためのアクセス制限機能として、アクセス制御リスト（ACL）を利用する。ACL

エントリには所有者（owner）、指定ユーザ（named user）、所有グループ（group）、指定グ

ループ（named group）、その他（other）があり、これらを組み合わせたアクセス権（rwx）を

設定することで、セキュアストレージとして利用を行う。ACL の設定変更は所有者自身で

行うものとする。 

更に取り扱いの厳しいデータについては、ユーザ自身でファイルを暗号化して HPC ス

トレージに格納するものとする。ファイル暗号化の方法は付録にまとめる。ユーザが暗号

化したファイルはパスワードや鍵が漏れない限り、管理者であっても復号化することは困

難である。 
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2.6.2 管理者視点での利用シナリオ 

平成 23年度の管理作業シナリオを以下に説明する。 

 

(1) 初期設定 

初期設定はHPCストレージの初期導入時および拠点追加時の管理作業シナリオであ

る。これは HPCストレージを構成するハードウェアの現調、OSや Gfarmファイルシステム

および関連ソフトウェアのインストール作業、メタデータサーバ/ファイルシステムノード/ク

ライアントの Gfarm初期設定作業を指す。Gfarmの管理者権限、root権限のユーザ登録、

追加されたファイルシステムノードの登録も本作業シナリオで行う。 

HPC ストレージ（Gfarm ファイルシステム）の導入にあたり、メタデータサーバ、ファイル

システムノード、クライアントのハードウェア現調、OS、Gfarm、関連ソフトウェアのインスト

―ルを行う必要がある。 

次に、メタデータサーバ、ファイルシステムノード、クライアントの Gfarm 初期設定を行う

必要がある。 

次に、メタデータサーバに対し、管理者権限、root 権限を持つユーザ登録を行う必要

がある。ここでのユーザ登録とは、Subject DNのユーザ証明書を持つユーザを Gfarm管

理者権限（gfarmadm）、root 権限（gfarmroot）のグループに登録することを指す。各管理

者には一人ではなく、複数ユーザを登録することができる。 

次に、ファイルシステムノードのホスト登録を行う必要がある。ファイルシステムノードが

追加された場合、その都度、メタデータ管理者がメタデータサーバに対して追加されたフ

ァイルシステムノードのホスト登録を行う必要がある。 

 

(2) ファイアウォール設定変更 

ファイアウォールの設定変更はメタデータサーバ、ストレージ、クライアントが導入（また

は撤去）された場合に、互いの通信ポートを許可（または禁止）する管理作業シナリオで

ある。将来的に数台のメタデータサーバ、数百台のストレージ、クライアントの相互接続性

を許可しなければならない可能性がある。その他、転送バッファサイズなどのパラメタ調

整が必要になることも考えられる。ファイアウォール設定変更は、メタデータ管理者および

拠点管理者からファイアウォール管理者に必要な設定情報を通知の上、変更を依頼しな

ければならないと考える。。 

HPCI事務局と管理者、ユーザの関係図、連絡フローを図 2-8に示す。メタデータ管理

者は HPCI 事務局から通知される変更内容を確認の上、メタデータサーバ、ストレージ提

供機関、クライアント提供機関で必要となる変更手順を確認し、変更手順を連絡する。一

般的に資源提供サイトや機器の増減があった場合、拠点 F/W 管理者に対し、ファイアウ

ォールの設定変更が必要となる。 
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図 2-8 管理者間の関係図、連絡フロー 

 

(3) ユーザ/グループ管理 

ユーザ/グループ管理はHPCストレージへのアカウント登録を行う管理作業シナリオで

ある。本作業に先立ち、登録内容はHPCI事務局からGfarmの管理者に何らかの方法で

登録情報が通知されるものと仮定する。HPC ストレージの利用認可がなされた場合、

HPCI事務局から通知されるHPCIアカウント情報（ユーザ/グループ名）に基づき、Gfarm

管理者が Gfarm 管理コマンドを用いてストレージユーザ/グループの登録、ユーザディレ

クトリの作成、作成したユーザディレクトリの所有者/パーミッションの変更、必要に応じて

拡張 ACL の設定などを行う。主なユーザ管理コマンドを表 2-4 に示す。なお、日常的に

行われるユーザ登録作業の自動化/簡易化について、新たにツール群を整備する予定

である（今後検討）。 

 

表 2-4 ユーザ管理コマンド 

管理作業 管理コマンド 

ユーザ登録 $ gfuser –c hpci_user realname /hpci/group/user gsi_dn 

FUSE ユーザ登録 # usermod –G fuse hpci_user 

グループ登録 $ gfgroup –c hpci_group hpci_user 

ユーザディレクトリ作成 $ gfmkdir /hpci/hpci_group/hpci_user 

所有者変更 $ gｆchown hpci_user:hpci_group /hpci/hpci_group/hpci_user 

grid-mapfile設定 自動生成ツールを提供予定（認証基盤） 

quota設定 $ gfquota –ｇ hpci_group –S softspc –H hardspc 

 

 

ストレージ

提供機関 

メタデータ

管理者 

HPCI 

事務局 

拠点 F/W

管理者 

クライアント

提供機関 

拠点 F/W

管理者 

変更手順 

拠点管理者 

Q&A 

 

利用者 

登録情報 
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(4) ファイルシステム管理 

ファイルシステム管理は HPCI ストレージのクォータ制限値等の変更などを行う管理作

業シナリオである。また、必要に応じて、異なるメタデータサーバ間のグループディレクトリ

に対するシンボリックリンク設定、利用失効したユーザのアクセス権変更（書き込み禁止）、

失効期限後に一定期間（今後検討）を経過したファイルの強制削除などを行う。具体的

なファイルシステム管理手順については、管理者向けマニュアルとして整備を行うものと

する。 

 

(5) ハードウェア管理 

ハードウェア管理は拠点内に設置されるノード、ストレージなどの機器の起動/停止を

行う管理作業シナリオである。機器の起動/停止は計画停電や活性保守できないハード

ウェア障害が発生した場合に対応が必要である。なお、Gfarm ファイルシステムは一部の

ファイルシステムノード（ストレージ）が停止しても他のファイルシステムノードにファイル複

製が置かれる前提であることから、運用影響は軽微で局所的なものとなる。具体的なハ

ードウェア管理手順については、管理者向けマニュアルとして整備を行うものとする。 

 

(6) 運用管理 

運用管理はメタデータやスプールディレクトリ、ログファイルの退避などを行う管理作業

シナリである。メタデータのバックアップは必須であると考える（バックアップ頻度、バック

アップ方法、外部バックアップ先などは今後検討）。スプールディレクトリのバックアップは、

他ファイルシステムノードに自動的にファイル複製が作成されることからも、バックアップ

は任意と考える（今後検討）。また、ユーザ単位、グループ単位、ストレージ全体の利用

統計情報のレポーティングについても運用管理作業（定常作業）に含まれる。利用統計

情報のレポーティングは拡張仕様とする（今後整備化を検討）。具体的な運用管理手順

については、管理者向けマニュアルとして整備を行うものとする。 

 

(7) 運用監視 

運用監視は拠点内に設置されるノード、ストレージの稼働確認、監視を行う管理作業

シナリオである。Gfarm ファイルシステムには PDS である ZABBIX の監視プラグインが整

備されていることから、ZABBIX を用いた運用監視が可能である。Gfarm の監視機能（ハ

ードウェア異常監視機能、ソフトウェア異常監視機能）はPDSの ZABBIXをベースに作成

されているため、拠点毎に HPC ストレージ監視用の ZABBIX サーバが別に必要となる。

また、メタデータサーバ、ファイルシステムノード、クライアントに監視プラグイン（ZABBIX

エージェント）のインストールも必要となる。HPC ストレージにおける ZABBIX 監視構成を

図 2-9に示す。 

また、I/O 性能に劣化はないかなど、各拠点のクライアントノード上で I/O 性能の監視
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を行う。性能監視ツールは拡張仕様とする（今後整備化を検討）。稼働監視と性能監視

は新たにツール群を整備する予定である。具体的な運用管理手順については、管理者

向けマニュアルとして整備を行うものとする。 

 

図 2-9 HPC ストレージにおける ZABBIX監視構成 

 

(8) 障害時対応 

障害時対応はHPCストレージを構成するハードウェア/ソフトウェアに何らかの障害（ハ

ード・ソフト）が発生した場合のトラブルの一時切り分けと、復旧対応（暫定対処、恒久対

処）を行うものである。トラブル対応手順は HPC ストレージの運用開始までにドキュメント

整備し、本ドキュメントに基づき、対応を行うものとする。具体性に想定されるトラブル対応

シナリオは別章で説明する。ストレージ障害は運用影響が非常に大きいため、データ分

散冗長化や耐故障性の向上を図る一方、仮にストレージ障害が発生した場合も即座に

復旧可能なよう、トラブル対応フローマニュアルとして整備を行うものとする。 
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2.6.3 資源提供視点でのシナリオ 

平成 23年度の資源提供視点でのシナリオを以下に説明する。 

 

(1) ストレージ資源提供の検討 

HPCIにストレージ資源を提供するかを検討する。 

拠点側で共有ストレージを用意することで、ファイルアクセスはローカルアクセスとなり、

拠点に共有ストレージを用意しない場合に比べ、より高速にファイル共有、複製が可能と

なる（ユーザメリット）。すぐにはストレージを整備できない場合や試行的に利用したい場

合には、自拠点にストレージを用意せず、クライアント的に利用することも可能である。 

資源提供機関が提供すべきストレージ資源を以下に示す。 

・ストレージ（自拠点に HPCストレージ用のファイルサーバを設置） 

・メタデータサーバ（自拠点でファイルシステムを管理したい場合に設置） 

 

(2) ストレージ資源管理ポリシーの検討 

メタデータサーバを共同利用するか、独立して運用するか（自拠点でファイルシステム

を管理するか）の管理ポリシーを検討する。 

メタデータサーバを独立して運用する場合、メタデータサーバを追加設置することにな

るが、これは実質的に HPC ストレージを分割することを意味する。これによりストレージ拠

点の管理負担が増え、利用効率も悪くなるため、追加は推奨しない（もしくは慎重に行う

必要があると考える）。 

 

(3) ストレージ資源の供出、管理 

HPC ストレージの性能は主にネットワーク性能に律速されるため、HPC ストレージを快

適に利用のための前提条件を提示することで高速ファイル共有を実現する。 

具体的な接続条件は以下である。 

- 拠点内スパコンのログインノードと HPC ストレージは同一ネットワーク（10Gbps 以上が

望ましい）で直接、接続すること。 

- ログインノードは HPC ストレージ専用の経路および帯域が確保できることが望ましい。 

ここでの帯域保障とは、通常のログインノードへのアクセスとは別に、ログインノードと

HPCストレージ間のアクセスを、別経路（専用アクセス経路）を用意することを指す。 

 

なお、資源提供側が供出するストレージスペック詳細は別章で説明する。資源提供側

で供出したストレージの管理は、管理者視点でのシナリオを参照のこと。 
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2.6.4 事務局視点でのシナリオ 

平成 23年度の事務局視点でのシナリオを以下に説明する。 

 

(1) アカウント発行 

HPCストレージ利用者からHPCストレージの利用申請を受け付ける。課題審査や本人

確認等を行い、申請内容に問題なければ HPC ストレージ利用者に HPCIアカウントを通

知する。HPCストレージの変更/廃止申請もHPCI事務局で受付を行い、変更/廃止内容

を HPC ストレージ利用者に通知する。 

HPC ストレージの利用に際して、申請時に必要と考えられる情報（申請書に取り込ま

れるべき情報）を表 2-5に示す。なお、利用申請情報の詳細は今後検討とする。 

 

表 2-5 HPC ストレージ利用申請情報 

項目 内容 

申請種類 □新規 □変更 □終了 

利用用途 □一般利用 □特別利用（ex. 先端ソフト共有） 

利用期間（開始～終了日） 開始日～終了日 

申請者情報（代表者） 所属、氏名、連絡先 

HPCI アカウント名  

HPCI 所属グループ名 (今後検討) 

希望ファイルパス名 (今後検討) 

希望容量（Group Quota） ●GB 単位（最大●GB） 

メイン利用拠点 □プライマリサイト □セカンダリサイト 

その他（利用機能） □ACL □User Quota（filenum） 

注意事項、免責 □データ無保証（ベストエフォートでの保障）への同意 

□利用期限終了後のデータ破棄への同意 

 

(2) アカウント変更 

利用申請、変更/廃止申請のあった HPC ストレージの利用者情報（HPCI アカウント）

について、HPCI事務局からメタデータ管理者に通知する。 
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2.6.5 共通視点でのシナリオ 

平成 23年度の共通視点でのシナリオを以下に説明する。 

 

(1) メタデータの管理 

ファイルシステムの名前空間や容量制限を行う上で、メタデータを 1 式のサーバで集

中管理する運用、拠点毎にメタデータサーバを配置して分散管理する運用が考えられる。

集中管理と分散管理の何れの管理方法においてもユーザビリティが犠牲にならないよう、

ファイルシステムの名前空間は一意とする（ファイルパスに拠点名などの文字列を含める

ことはしない）。 

メタデータの集中管理と分散管理における問題点（長所・短所）を表 2-6に示す。 

 

表 2-6 メタデータの集中管理/分散管理における問題点 

管理方法 長所 短所 

集中管理  HPCストレージ全体を１つのストレー

ジとして利用可能なため、空き領域

が有効に利用できる。 

 ユーザ登録や容量制限など、1回の

設定で済む。 

 拠点ストレージはインクリメンタルに

増設できる。 

 1 つのファイルシステムで構成する

ので、障害時の影響が全体に及ぶ

可能性あり（1つの大容量のファイル

システムを作成できる）。 

分散管理  複数のファイルシステムで構成する

ので、障害時の影響を局所化でき

る。 

 HPC ストレージを事実上複数に分

割するため、空き容量が有効に利

用できない。 

 ユーザ、グループ登録、容量制限

は、メタデータサーバを提供する全

ての拠点で設定が必要となる。 

 ストレージを提供する拠点は、メタデ

ータサーバを提供する拠点の数分

のストレージの設定が必要となる（イ

ンクリメンタルに増設できない）。 

 

両者の違いを以下に整理する。 

- メタデータを拠点毎に分散管理すると、拠点毎に管理が必要な分、HPC ストレージ全体で

管理工数は増える。 

- HPC ストレージを事実上分割して利用することとなるため、空き領域が有効に利用できな

い。 
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- 拠点ストレージが追加された場合、分散管理ではインクリメンタルに増設できない（拠点分

のストレージサーバが必要となること、各拠点のメタデータサーバ上でファイルシステムノー

ドの設定が必要となる）。 

 

(2) 名前空間と容量制限 

HPC ストレージの名前空間（パス名）は「/hpci/グループ名/ユーザ名」のファイル階層

とするのが望ましいと考える。第二階層を課題グループ名とすることから、複数の課題グ

ループに属するユーザの場合、ユーザ自身で各々の課題グループ配下にあるユーザ自

身のディレクトリを意識して使い分けることになる。これ以外にも先端基盤ソフトウェアの

OS イメージなど、HPCI 共通のファイル格納先として利用する。HPCI の共有ディレクトリ

は第二階層に HPCI 管理者が希望する名前で作成する。HPC ストレージの名前空間の

案を図 2-10に示す。 

容量制限（quota）はグループまたはユーザ単位に、ファイルサイズまたはファイル数で

制限できる。 

ユーザ名グループ名

/hpci

/Group-A

/User-A

/User-B

/Group-B

/User-B

/hpci-ae
例）先端基盤ソフトウェアの
OSイメージ格納先

グループ単位のQuota制限

 

図 2-10 HPCストレージの名前空間の案 

 

メタデータサーバを各拠点に設置し、メタデータを分散管理する運用も可能である。複

数メタデータサーバ構成で運用する場合、メタデータサーバ毎に名前空間は独立したも

のになるが、Gfarm URL のシンボリックリンク機能を利用すれば、複数メタデータサーバ

構成で運用する場合も、同一の名前空間として利用者に透過的に見せることが可能であ

る。ただし、異なる Gfarm 間でのファイル複製はできず、また同一の名前空間に見せるた

め、グループ追加の際に全拠点でシンボリックリンクの設定が必要となる。分散管理運用

時の HPC ストレージの名前空間の案を図 2-11に示す。 
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/hpci

/Group-A

/User-A

/User-B

/Group-B

/User-B

/Group-C

/hpci

/Group-A

/Group-B

/Group-C

/User-C

/User-D

拠点B

Gfarm Symbolic link
gfarm://metaserver:port/dir

拠点A

 

図 2-11 分散管理運用時の HPC ストレージ資源の名前空間の案 
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2.7 平成 24年度以降の利用シナリオ 

2.7.1 ユーザ視点での利用シナリオ 

平成 24年度以降のユーザ利用シナリオを以下に説明する。 

 

(1) Webブラウザからのファイルアクセスサポート 

ユーザ PCからWebアクセスにより、HPCストレージ上のファイルに容易にアクセスでき

る機能を提供する。また、ユーザ PC の Web ブラウザから、UNIX の一般的なファイルの

操作(cp,mv,rm等)、ファイルの表示、ファイルのアップロード/ダウンロード等の操作がより

簡単に行えるポータルサービスの提供についても検討継続とする。 

 

(2) ユーザ PCからのファイルアクセスサポート 

ユーザ PCからHPCストレージに対するファイルアクセス方法を拡充する。具体的には

WebDAV/CIFSでのファイルアクセスをサポートする。技術的課題として、Webアクセス時

のユーザ認証をどうするか、認証されたユーザ権限でどのように Gfarm ファイルシステム

にアクセスするかを検討継続とする。 

（補足）HPC ストレージへの Web アクセス（WevDAVサポート）は GSI 認証が課題であ

る。秘密鍵を用いた sharedsecret 認証であれば基本仕様としてサービス提供できるが、

GSI 認証が必要であれば新規開発が必要となる。なお、GSI 認証での Web アクセスは

Gfarm本来の機能ではないが、ユーザニーズや費用対コストも含めた実現可否の検討が

必要であると考える。 

 

(3) ファイルカタログ機能のサポート 

計算ノードから HPC ストレージ上のファイルカタログ（ファイル所在情報）を参照する機

能、計算ノード～HPC ストレージ間のファイルステージング機能、計算ノードから直接、

HPC ストレージ上のファイルにアクセスする機能、拠点スパコンと HPC ストレージ間の自

動ファイル同期機能など、多様なユーザニーズが挙げられているが、これらのユーザニ

ーズの強さ、実現可否、費用対コスト、実現する上での課題有無など、検討継続とする。 
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2.7.2 管理者視点での利用シナリオ 

平成 24年度以降の管理作業シナリオを以下に説明する。 

 

(1) Gfarmエンハンス対応 

HPC ストレージの信頼性や性能向上、拠点管理者やユーザの利便性向上を目的とし、

平成 23 年度、平成 24 年度に段階的に Gfarm ファイルシステムのエンハンスを行う予定

である。Gfarm ファイルシステムのエンハンス予定機能を表 2-7に示す。 

拠点管理者はエンハンスされた Gfarm ファイルシステムの再インストール（必要に応じ

て再設定）などの作業が必要になる。 

 

表 2-7 Gfarmファイルシステムのエンハンス予定機能 

№ 機能概要 開発予定機能 

1 メタデータサーバ冗長化 

（ホットスタンバイ） 

- スレーブメタデータサーバへの管理データ同期機能

の実装 

- 障害発生時におけるフェイルオーバ機能の実装 

2 高速ファイルコピー、複製作成機能 

（ステージング＋複製） 

 

- スパコンのファイルシステムとの間の高速コピーの実

装 

- 拠点間での高速複製作成の実装 

3 監視機能の高度化 - チケットシステムとの連携 

- メタデータサーバ異常検出時のフェイルオーバ支援 

4 メタデータサーバ冗長化の信頼性向上

（ホットスタンバイの信頼性向上） 

- Gfarm 自動ファイル複製機能の高度化 
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2.8 HPC ストレージの利用フロー 

主な HPC ストレージの利用フローを以下にまとめる。 

 

[利用者視点] 

（初回利用時） 

 HPCI利用申請 

 証明書発行申請 

（通常時） 

 拠点システムへのログイン（シングルサインオン） 

 HPC ストレージのマウント（ユーザが必要に応じてマウントする、システムで静的

にマウントしておくことはできない） 

 HPC ストレージ上のファイル、ディレクトリ操作 

 HPC ストレージ上のファイル、ディレクトリに対するパーミッションの設定、変更 

 ファイルステージング（拠点スパコンのストレージ～HPC ストレージ間） 

 HPC ストレージのアンマウント 

 HPC ストレージのファイル複製（自動再複製）、複製場所の表示 

 HPC ストレージ全体、拠点毎の稼働状況、使用量の表示 

 

[拠点管理者（メタデータ管理者）視点] 

（稼働開始前/非定形作業） 

 Gfarm メタデータサーバの初期設定 

（通常運用/定型作業） 

 Gfarm メタデータサーバノードの起動、停止 

 Gfarm メタデータサーバノードのハードウェア管理 

 Gfarm メタデータサーバノードのユーザ/グループの登録、変更 

（利用を許可するユーザを登録する、未登録のユーザは利用できないので、拠

点のメタデータサーバ毎に利用者を制限することも可能） 

 メタデータのバックアップ、リストア 

 ログファイルのバックアップ 

 ユーザ/グループディレクトリの作成、変更（メタデータの集中管理時） 

 グループディレクトリに対するシンボリックリンクの作成（メタデータの分散管理

時） 

 ユーザ/グループパーミッションの設定、変更 

 ユーザ/グループの quota設定、変更 

 メタデータサーバの稼働確認、稼働監視 

 HPC ストレージの利用統計 
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 Gfarm メタデータサーバノード障害時の調査、復旧 

 定期保守（パッチ適用） 

 セキュリティチェック、脆弱性対応 

 ウィルススキャン（要検討） 

 利用失効ユーザのアクセス権変更（書き込み禁止）、一定期間経過後のファイ

ル強制削除（要検討） 

（環境変更/非定形作業） 

 拠点ストレージの変更（増設、リプレース、撤去） 

 ネットワーク変更 

 ソフトウェアレベルアップ 

 

[拠点管理者（ストレージ提供機関）視点] 

（稼働開始前/非定形作業） 

 Gfarmファイルシステムノードの初期設定 

（通常運用/定型作業） 

 Gfarmファイルシステムノードの起動、停止 

 Gfarmファイルシステムノードのハードウェア管理 

 Gfarmファイルシステムノードのユーザ/グループの登録、変更 

（利用を許可するユーザを登録する、未登録のユーザは利用できないので、拠

点のファイルシステムノード毎に利用者を制限することは可能） 

 ログファイルのバックアップ 

 メタデータサーバの稼働確認、稼働監視 

 Gfarmファイルシステムノード障害時の調査、復旧 

 定期保守（パッチ適用） 

 セキュリティチェック、脆弱性対応 

 ウィルススキャン（要検討） 

 拠点内外の HPC ストレージに対するネットワーク疎通確認 

 拠点内のストレージに対する性能監視、調査 

 スプールディレクトリのファイルバックアップ（必要に応じて） 

（環境変更/非定形作業） 

 拠点ストレージの変更（増設、リプレース、撤去） 

 ネットワーク変更 

 ソフトウェアレベルアップ（メタデータ管理者より手順を提供） 

 拠点内のストレージ上のファイル転送（ストレージ撤去） 
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[拠点管理者（クライアント提供機関）視点] 

（稼働開始前/非定形作業） 

 FUSE、GSI ライブラリ/クライアント、Gfarm クライアントのインストール 

 Gfarmの初期設定 

 認証局の登録 

（通常運用/定型作業） 

 メタデータサーバ、ファイルシステムノードとの疎通確認 

 HPC ストレージの稼働確認、稼働監視、性能監視 

 HPC ストレージの障害時調査、復旧 

 定期保守（パッチ適用） 

 セキュリティチェック、脆弱性対応 

 

2.9 障害フロー 

[管理者視点] 

共有ストレージとして利用する Gfarm ファイルシステムは、メタデータサーバノード、ファイル

システムノード、クライアントノードから構成される。想定される障害とその運用影響、復旧対応

等を以下にまとめる。なお、具体的な障害復旧手順については管理者向けマニュアルとして

整備を行うものとする。 

 

1) メタデータサーバノード障害 

運用影響 ファイルのオープン/クローズやディレクトリ参照など、メタデータのアクセ

スを伴うファイルアクセスは不可（ファイルアクセスがブロックされる）。但

し、書き込みオープン中のファイルを除き、メタデータサーバノードの復

旧を待ち、運用継続可能。 

対応者 メタデータ管理者 

復旧対応 冗長構成（コールドスタンバイ）のため、基本的に復旧対応は不要。ホッ

トスタンバイは将来サポート予定（拡張仕様） 

 

2) ファイルシステムノード障害 

運用影響 他のファイルシステムノードにファイル複製が存在すれば、運用継続可

能。ダウンしたファイルシステムノードにしかファイルが存在しない場合、

ファイルアクセスは不可（ファイルアクセスがブロックされる）。 

対応者 メタデータ管理者、拠点管理者 

復旧対応 ノード障害の復旧が必要。 

バックアップがなく、データロストした場合、メタデータサーバ管理者でメ

タデータ複製情報の消去が必要。 
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3) ネットワーク障害 

運用影響 クライアントから、メタデータサーバノード、ファイルシステムノードへアク

セスできるかで影響範囲が異なる。上記 1)、2)を参照。 

対応者 メタデータ管理者、拠点管理者 

復旧対応 特になし、ネットワーク障害の復旧を待つ。 

 

4) 認証局障害 

運用影響 証明書が取得できない（初期登録できない）。 

対応者 メタデータ管理者 

復旧対応 特になし、認証局障害の復旧を待つ。 

 

5) Gfarm障害 

運用影響 全系ダウンなど、影響は広範囲に及ぶ可能性あり。 

対応者 メタデータ管理者 

復旧対応 調査資料採取後に再起動で復旧 

 

6) 停電対応 

運用影響 メタデータサーバとネットワーク機器は UPS 保護するため、長時間の停

電でなければ運用影響なし。ファイルシステムノードはUPS保護しないた

め、他拠点にファイル複製があれば運用継続可能だが、ファイル複製が

なければファイルアクセス不可） 

対応者 メタデータ管理者、拠点管理者 

復旧対応 特になし、復電を待つ。 

 

7) その他の不具合 

その他、以下にあげる日常的に発生すると考えられる不具合について、切り分け方法や

復旧手順について、管理者向けマニュアルとして整備を行う。 

例）ファイルにアクセスできない理由 

・証明書の有効期限切れ 

・時刻同期とれていない 
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3 基盤構築・運用基本仕様 

3.1 HPC ストレージ 

本節ではストレージ共有のための HPCストレージの基盤構築・運用の基本仕様を定義する。

HPCI コンソーシアム（ストレージサブ WG）で検討されたストレージに関する要求事項は機能

面、運用面、整備面に渡っている。これを整理し、要求が満たされるように、分散ファイルシス

テム機能として必須とする機能、将来の分散ファイルシステム機能として提供する機能、運用

体制・運用方法として提供する機能、今後の整備として必要とされるものに分類する。 

 

3.1.1 一般要求事項、付帯事項 

HPCI コンソーシアム ストレージサブ WG で検討を行った共有ストレージ（HPC ストレ

ージ）に関する一般要求事項を以下に示す。 

- 大容量のデータを格納でき、場所を気にせずにアクセスする機能を有すること。 

- 大量のデータを格納でき、コミュニティでのデータ共有、アーカイブする機能を有

すること。 

- 複製やバックアップなどによる高信頼性の保持、継続的な保守とシステム増強へ

対応可能なこと（ファイルシステム容量はスケールアウトすること）。 

 

上記の一般要求事項に対する付帯事項を以下に示す。付帯事項も一般要求事項と

同じく、基本仕様に反映する。 

- 各拠点にHPCI用の大規模ストレージを整備する上で、資源提供機関で必要な要

件、スペックをまとめること。 

- 最先端研究基盤事業で整備されたストレージの活用を検討すること。 

- 必要に応じて、基盤センターや戦略機関等のストレージの整備、増強を検討する

こと。 

 

3.1.2 HPC ストレージ基盤構築基本仕様 

平成 23年度の HPCストレージ基盤構築の基本仕様を以下に示す。なお、平成 24年

度の HPC ストレージ基盤構築作業については、次年度に作業内容を検討する。 

 

(1) 利用するストレージ資源 

基本仕様では平成 22年度最先端研究基盤事業「e-サイエンス実現のためのシステム

統合・連携ソフトウェアの高度利用促進」により、東京大学情報基盤センターおよび理化

学研究所計算科学研究機構に設置される大規模ストレージのうち、東京大学情報基盤

センターに設置される大規模ストレージの一部を HPCストレージとして整備する。理化学

研究所計算科学研究機構に設置されるストレージについては、理化学研究所計算科学
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研究機構との広域ネットワークが未整備なこと、京コンピュータの運用開始に向け、平成

24 年 1 月以降でネットワーク網も順次整備されていく計画であることから、当面は実験的

な部分利用に留め、HPCストレージ運用には組み込まない。 

東京大学情報基盤センターに設置される大規模ストレージの一部を HPC ストレージと

して利用する上で、利用可能な資源（ディスク容量）は今後の調整とする。なお、HPCスト

レージで利用するスプール領域は、ext3/ext4/xfs の何れかのファイルシステムで初期化

した上で利用する。 

 

(2) メタデータの管理方法 

メタデータサーバの設置場所はメタデータの管理方法を調整した上で決定することと

する。メタデータは2台のメタデータサーバ（冗長構成）で管理する。なお、基本仕様では

東京大学情報基盤センターに HPC ストレージ全体を管理するメタデータサーバ一式を

設置することとし、資源提供機関側でストレージを用意する場合も資源提供側にメタデー

タサーバを配置することはしない。 

 

(3) ネットワーク接続 

メタデータサーバ、ファイルシステムノード、クライアントは 10Gbpsの帯域でネットワーク

に接続できることが望ましい。サーバのハードウェア仕様は別章で定義する。 

HPC ストレージを利用する全てのクライアント（拠点スパコンのログインノード）はメタデ

ータ（どのファイルがどこに格納されているか）を参照する際、メタデータサーバに問い合

わせが必要なため、全クライアント～メタデータサーバ間でネットワーク接続が許可されて

いる必要がある。また、実際のデータ通信はクライアントとファイルシステムノード間で直

接通信を行うため、クライアント～全ファイルシステムノード間でネットワーク接続が許可さ

れている必要がある。 

一般的に拠点スパコンのログインノードは Firewall に守られた内部ネットワークに接続

され、メタデータサーバ、ファイルシステムノードも同様に東京大学の Firewall内に接続さ

れるため、拠点の Firewall で通信相手毎に通信ポートへのアクセスを許可する必要があ

る。HPC ストレージ（Gfarmファイルシステム）で利用する TCP port番号は以下のとおり。 

- メタデータサーバの port番号：600/tcp 

- ファイルシステムノードの port番号：601/tcp+udp 

 

(4) 運用開始時期 

平成 23 年度中に HPC ストレージの仮運用を開始する。なお、運用開始に先立ち、

HPCI認証基盤の整備も必要であることから運用開始時期については今後調整とする。 
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3.1.3 HPC ストレージ基本ハードウェア/ソフトウェア仕様 

HPCストレージを構成する各サーバノードの基本ハードウェア/ソフトウェア仕様を以下

に示す（●は今後検討）。 

 

(1) ハードウェア仕様 

HPCストレージ（Gfarmファイルシステム）は、メタデータサーバノード、ファイルシステム

ノード、クライアントノード、アレイディスク装置、管理用サーバ、ネットワークスイッチから

構成される。 

1) メータデータサーバは、以下の仕様を満たす同一構成のサーバ●台で構成するこ

と。 

- Intel 64bit 拡張された x86 系 CPU で、●コア以上の CPU コア（動作周波数は●

GHz以上）を●CPU以上搭載すること。 

- メモリ容量●GB(DDR● ●MHz)以上を有すること。 

- システムディスクは●GB 以上の容量を持つ内蔵 SAS/SSD ディスクを●台以上有

し、RAID1で構成すること。 

- メタデータディスク、Gfarm ジャーナルの格納ディスクは●GB 以上の容量を持つ

外部 SAS/FC/SSDディスクを RAID●で構成すること。 

- 外部ディスクとサーバ間は●Gbps の FC/SAS インターフェース、●本以上で接続

し、パス障害時にも自動的にパスを切り替えての運用継続が可能なこと。 

- IPMI2.0に対応したリモート監視およびシステム制御機能を有すること。 

- 冗長電源を有すること。 

- メタデータ応答時間短縮のため、メタデータ用データベース（PosugreSQL）の SSD

または RAMディスク格納については今後検討とする。 

 

2) ファイルシステムノードは、以下の仕様を満たす同一構成のサーバ●台で構成す

ること。 

- 上記 1)と同じ。 

 

3) アレイディスク装置は、以下の仕様を満たす同一構成のディスク装置●台で構成

すること。 

- RAID6(7D＋2P あるいは 8D+2P)構成で、物理データ領域（フォーマット後の論理

容量）は最低●PBであること。 

- 一部のワーク領域（テンポラリ領域）は RAID5(8D＋1Pあるいは 9D+2P)構成で、物

理データ領域（フォーマット後の論理容量）は最低●PB であること。 

- サーバ～アレイディスク装置間の接続パスは冗長化すること。 

- ディスクアレイ装置全体のディスクコントローラは冗長性を有し、その物理性能は
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●GB/s以上であること。 

- 冗長電源を有すること。 

- コントローラ、ディスクドライブ、電源、ファンの活性保守が可能であること。また、各

部品の予兆通知、異常通知が可能であること。 

- 各種設定ツールは日本語・英語に対応していること。 

 

4) 管理用サーバは、以下の仕様を満たす同一構成のサーバ●台で構成すること。 

- 上記 1)と同じ。 

 

5) ネットワークスイッチは、データ系と保守系のスイッチに分け、上記のサーバを接続

すること。 

- データ系スイッチは、10G インターフェースを●ポート以上有すること。 

 

(2) ソフトウェア仕様 

1) 各ノードの OSは、64ビット版 RHEL6相当であること。 

2) 各ノードは NTPで時刻同期できること。 

3) 分散ファイルシステムとして、Gfarm v2最新版をインストールすること。 

- ファイルシステムノード、クライアントノードは、運用中でも追加可能であること。 

- メタデータサーバはコールドスタンバイ構成の冗長メタデータサーバ構成であるこ

と。 

- quota 機能が利用できること。quota 機能はユーザおよびグループ毎に、ファイル

複製も考慮した容量制限が行えること。また、ユーザ自身でファイル利用量を確認

できること。（コマンドレベル） 

- システムによる自動ファイル複製、利用者によるファイル複製操作、削除ができる

こと。（コマンドレベル） 

- ACL により、ファイルアクセス権を設定できること。（コマンドレベル） 

- GSI 認証機能を有し、シングルサインオン機能を用いたシームレスなアクセスがで

きること。パスワードを打ち込むことなく、アクセスすることができること（コマンドレベ

ル）。 
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3.1.4 運用保守、ツール仕様 

平成 23年度に稼働開始する HPCストレージの運用・保守のためのツール、運用保守

支援体制、マニュアルに関する要件を以下に示す。 

 

(1) 運用・保守のためのツール 

1) Gfarm v2 ファイルシステムの運用管理機能 

- 一部のワーク領域（テンポラリ領域）上にある長期未参照のファイルに対し、ファイ

ル所有者にファイル削除を予告し、自動的にファイル削除できる機能を有するこ

と。 

- Gfarm ファイルシステムのハードウェア、ソフトウェア異常を監視する機能を有する

こと。ハードウェア異常監視機能は Gfarm v2 ファイルシステムを構成するメタデー

タサーバノード、ファイルシステムノード、クライアントノードを含むハードウェアコン

ポーネントに関して、異常を監視できること。ソフトウェア異常監視機能は Gfarm v2

ファイルシステムを構成するソフトウェアコンポーネント（メタデータサーバ、ファイ

ルシステムサーバ、クライアント）に関して、異常を監視できること。 

2) 拠点間の疎通をテストする運用ツールの作成（今後検討） 

- 全てのファイルシステムノードに任意ファイル（任意ファイル数、任意ファイルサイ

ズ）を作成、削除可能か、要した時間を含めて確認する管理者コマンドを提供する

こと。（運用ツール） 

- 各拠点（クライアント）から、定期的にファイルアクセスできることを確認、アクセスで

きない場合には通知する管理者コマンドを提供すること。（運用ツール） 

- 各拠点(クライアント)から定期的にファイルアクセス（メタ参照、ファイル作成、削

除）を行い、I/O性能を蓄積、ZABBIXでグラフ化すること。 

- ダウンノードのみに存在するファイル（現在、利用できないファイル）を確認するコ

マンドを提供すること。 

3) 稼働監視 

- Web ビューでのメタデータサーバ、ファイルシステムノードのダウン監視、システム

性能監視を行う環境を用意すること。（ZABBIXを利用） 

- ファイルシステムノードの稼働状態を確認できること。（コマンドレベル） 

4) 性能監視 

- 過負荷 I/Oツール（細粒度 I/Oや大規模ファイル作成）での試験ツールを提供す

ること。 

 

(2) 運用・保守支援体制 

- 本ストレージシステムを構成する機器に発生した自動検知可能な障害について、

自動的にリモート保守センターに異常を通知できること。異常通知後、必要に応じ
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て障害切り分け等の支援、リモート保守を行うこと。リモート保守に必要な機器等

は必要に応じ、供給者が整備すること。 

- ハードウェア及びソフトウェアの Q&A、トラブル対応について、平日（8:30～19:00）

の保守支援体制をとること。 

- 障害が発生した場合、当日または翌営業日（但し、夜間・休日の場合）に復旧作

業に着手すること。障害状況は速やかにシステム管理者に途中経過や最終報告

を行うこと。必要に応じ、発生障害の切り分け、原因究明を行い、障害部品の交換

やバグ修正の適用を行うこと。 

- 障害発生を未然に防ぐため定期保守（ソフトウェアのバージョンアップ）を実施する

こと。定期保守は原則として土曜日または日曜日に実施すること。 

- 定期的にセキュリティ脆弱性テストを実施し、結果を報告すること。 

- 運用保守に関する定期的な報告会を月 1 回開催すること。また、ストレージシステ

ムの利用方法について、導入前後に利用講習会を開催すること。 

- 1PB 以上の実容量を持つ大規模システムを有するスーパーコンピュータ(TOP500

リストに掲載されている規模)の導入及び運用実績を有すること。 

 

(3) マニュアルに関する要件 

1) メタデータ管理者用者向けに具体的な運用管理方法を記載した運用手引書、設

定パラメタ等を記載したシステム環境設定書を作成し、電子媒体で提供すること。メタデ

ータ管理者向けの運用手引書には以下の内容を記載すること。 

- 起動、停止方法 

- 稼働状況の確認、監視方法 

- 定型作業手順 

ソフトウェアアップデート方法 

拠点管理（拠点追加、拠点ストレージの増設、拠点ストレージの停止） 

ユーザ管理（ユーザ/グループの新規登録・削除、quota制限、統計情報採取） 

バックアップ（メタデータ、ログ、設定ファイル） 

- トラブル対応方法 

トラブル発生時の切り分けフロー 

発生が想定されるトラブルとその復旧手順（認証/ネットワーク/ストレージ障害） 

2) ストレージ提供機関、クライアント提供機関の管理者向けに具体的な操作方法を記

載した運用手引書を作成し、電子媒体で提供すること。ストレージ提供機関、クライアント

提供機関の管理者向けの運用手引書には以下の内容を記載すること。 

- 起動、停止方法 

- 稼働状況の確認、監視方法 

- 定型作業手順 
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- トラブル対応方法 

トラブル発生時の切り分けフロー 

発生が想定されるトラブルとその復旧手順（認証/ネットワーク/ストレージ障害） 

3) 利用者向けに具体的な利用方法を記載した手引書を作成し、電子媒体で提供す

ること。利用手引書には以下に内容を記載すること。 

- 利用申請方法 

- 利用方法 

アクセス方法（拠点スパコンへのマウント、Webアクセス） 

操作方法（一般コマンド、ファイル複製、QUOTA/ACL、並列検索） 

- 留意事項 

4) システム構成やソフトウェア環境の設定変更に伴う改版があった場合は、速やかに

運用手引書、システム環境設定書、利用手引書の修正版を提供すること。 
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4 事務局、資源提供基本仕様  

本節では、事務局および提供組織が提供しなければならない計算機環境仕様、提供資源連携

のための委員会仕様を決める。資源提供組織は、資源提供連携ネットワーク委員会（仮称）の一員

とする。 

 

4.1 ストレージ資源提供環境必須項目 

 

1) ネットワーク環境の変更 

- 東京大学、拠点側の F/W両端でポートオープン設定が必要である。 

（ポートオープン: gfsd/600、gfmd/601） 

2) クライアント利用（ログインノードの環境変更） 

- FUSE、GSI ライブラリ/クライアントのインストール、gfarm クライアントのインストール 

(具体的なバージョンは別途、基本的には最新版のインストール要) 

- ホスト証明書の取得、登録 

- 認証局の登録 

- Gfarm クライアントの初期設定 

- ログインノードは HPC ストレージ専用の経路および帯域が確保できることが望ましい。 

3) ストレージ提供機関 

- ストレージ資源提供機関が用意するメタデータサーバ、ファイルシステムノード、ストレ

ージの具体的なスペック(ノード性能、ディスク容量)は次年度検討とする。 

- 拠点内スパコンのログインノードと HPC ストレージは同一ネットワーク（10Gbps 以上が

望ましい）で直接、接続すること。 
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5 ドキュメント＆システム開発整備（発注仕様） 

5.1 共有ストレージ導入、保守作業仕様 

(1) 導入作業 

共有ストレージの以下の導入作業を実施すること。 

- 東京大学情報基盤センターに設置される大規模ストレージに Gfarm ファイルシス

テムを新規インストールし、HPCストレージとして整備すること。理化学研究所計算

科学研究機構に設置されるストレージは平成 24年 1月以降のネットワーク整備後

に実施すること。（利用可能なストレージ資源は次年度検討） 

- クライアント側は拠点スパコンの運用管理者が環境構築を行う。クライアント側で必

要な作業手順を詳細にドキュメント化し、提供すること。 

- 利用者向けマニュアル、管理者（メタデータ管理者、ストレージ提供機関、クライア

ント提供機関の管理者向け）マニュアルを作成すること。管理者向けマニュアルに

は発生が想定されるトラブルの復旧手順についても記載すること。システム構成や

ソフトウェア環境の設定変更に伴う改版があった場合は、速やかに運用手引書、

システム環境設定書、利用手引書の修正版を提供すること。 

 

(2) 保守作業 

共有ストレージの以下の保守作業を実施すること。 

- ハードウェア及びソフトウェアの Q&A、トラブル対応について、平日（8:30～19:00）

の保守支援体制をとること。 

- 障害が発生した場合、当日または翌営業日（但し、夜間・休日の場合）に復旧作

業に着手すること。障害状況は速やかにシステム管理者に途中経過や最終報告

を行うこと。必要に応じ、発生障害の切り分け、原因究明を行い、障害部品の交換

やバグ修正の適用を行うこと。 

- 障害発生を未然に防ぐため定期保守（ソフトウェアのバージョンアップ）を実施する

こと。定期保守は原則として土曜日または日曜日に実施すること。 

- 定期的にセキュリティ脆弱性テストを実施し、結果を報告すること。 

- 運用保守に関する定期的な報告会を月 1 回開催すること。また、ストレージシステ

ムの利用方法について、導入前後に利用講習会を開催すること。 
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5.2 共有ストレージ運用ツール群発注仕様 

共有ストレージの運用ツールにおいて、以下の機能を実現するソフトウェアの開発作業を

発注する。発注するソフトウェア機能、作業内容を以下に説明する。 

 

(1) 共通仕様 

本作業は以下に示す機能を実現するために必要な機能を実装するのものである。

Gfarm v2 に関する概要、インタフェース仕様、およびソースコードは以下にあるので、参

照のこと。 

http://datafarm.apgrid.org/ 

http://sf.net/projects/gfarm/ 

 

各作業における納入物件は以下とする。 

 作業報告書      一式 

 Gfarm V2 ファイルシステムソースコード    一式 

 gfarm2fs ソースコード      一式 

 修正ログ       一式 

 検査仕様書      一式 

 検査結果報告書      一式 

 

本開発作業においては、Gfarm v2 のコーディングスタイルを守り、コードの可読性、モ

ジュラリティを損なわないようにすること。また、コード中で共通部分はなるべく一ヶ所にく

くり出し、メンテナンシビリティを損なわないようにすること。リテラルはなるべくマクロを利

用するなどコード内で直接利用しないようにすること。checkpatch.plによるチェックを実施

すること。 

 

(2) Gfarm メタデータサーバ冗長化（ホットスタンバイ） 

メタデータサーバは、Gfarm ファイルシステムの管理データを管理するサーバである。

メタデータサーバは 1 サーバで動作するため、このサーバに障害が発生すると新たなフ

ァイルシステムの利用ができなくなる。そのため、メタデータサーバの予備サーバ（以降ス

レーブメタデータサーバ、予備ではないサーバをマスターメタデータサーバと呼ぶ）を準

備し、障害発生時にスレーブメタデータサーバに切り替えること（以降フェイルオーバ）に

より、ファイルシステムの利用を継続する。Gfarm バージョン 2.4.1 におけるフェイルオー

バは、スレーブメタデータサーバをマスターメタデータサーバと同一の IP アドレスで起動

するものであるが、この方式ではスレーブメタデータサーバの起動に数分～数十分かか

ることがあり、ファイルシステムを利用できない時間が長くなってしまう。本作業では、スレ

ーブメタデータサーバを、マスターメタデータサーバと常に最新の状態で同期させ、メタ
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データサーバに障害が発生したときに、スレーブメタデータサーバに即座に切り替えるこ

とにより停止時間を数秒程度にする。 

具体的には以下の項目について、設計および開発作業を行うこと。 

 

- スレーブメタデータサーバへの管理データ同期機能の実装 

スレーブメタデータサーバに対し、マスターメタデータサーバの管理データを同期

するための機能を実装する。同期とは、必要な全管理データの転送、その後更新

された管理データの転送を行い、マスターメタデータサーバと同一の管理データ

をもたせることである。同期後はいつどのような状態でも同一の管理データを保持

することを保証すること。また、同期操作によるマスターメタデータサーバの処理低

下を最小限とするよう考慮すること。 

 

- 障害発生時におけるフェイルオーバ機能の実装 

マスターメタデータサーバの障害発生時に、スレーブメタデータサーバの中の 1サ

ーバをマスターメタデータサーバに昇格させ、そちらに接続を切り替えることにより、

以降のファイルシステム操作を続行させる機能を実装する。マスターメタデータサ

ーバの選出は自動ではなくても手動でもよいが、選出後は自動的にマスターメタ

データサーバに昇格することが可能なようにすること。フェイルオーバ発生時にオ

ープン中のファイルについては、できるだけ処理の続行が可能なようにすること。

フェイルオーバは、クライアントからは透過的に実現すること。 

 

(3) 高速ファイルコピー、複製作成機能（ステージング＋複製） 

Gfarm ファイルシステムとスパコンのファイルシステムの間で多数ファイルを高速にコピ

ーするための機能、複数拠点間で多数ファイルを効率的 に共有するために Gfarm ファ

イルシステムにおける複製を高速に作成する機能を設計、実装する。Gfarm ファイルシス

テム上の多数ファイルのアクセスは、物理的に異なるファイルシステムノードに格納され

ているファイルを並列にアクセスすることにより性能をスケールアウトさせることができる。

高速化にあたり、その特性を利用し、スパコンのファイルシステムに対する高速コピー、

拠点間での高速複製作成を実現すること。 

具体的には以下の項目について、設計および開発作業を行うこと。 

 

- スパコンのファイルシステムとの間の高速コピーの実装 

スパコンのファイルシステムと Gfarm ファイルシステムの間で、多数ファイルを高速

にコピーするための機能を設計、実装する。物理的に異なるファイルシステムノー

ドに格納されているファイルについては並列にアクセスすることにより性能がスケ

ールアウトすることを利用し、まず、指定された多数ファイルの転送スケジューリン
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グを検討すること。転送スケジューリング作成にあたり、ファイル複製も考慮し、適

切なファイル複製を選択すること。決定した転送スケジューリングに従い、スパコン

のファイルシステムと Gfarm ファイルシステムの間で多数ファイルの並列コピーを

実装すること。 

 

- 拠点間での高速複製作成の実装 

複数拠点間で多数ファイルを効率的に共有するため、Gfarm ファイルシステムに

おける複製を高速に作成する機能を設計、実装する。スパコンのファイルシステム

とGfarmファイルシステム間の高速コピーと同様に、転送スケジューリングを作成し、

それに従いファイル複製を作成すること。ファイル複製作成において、空き容量の

確認を行い、容量が溢れることのないようにすること。 

 

(4) Gfarmファイルシステム監視機能の高度化 

Gfarm ファイルシステムは分散システムであり、多くのサーバ、ハードウェアにより構成

されている。Gfarm ファイルシステムは、サーバやハードウェア障害についての耐故障性

機能を有しているが、一方で障害の発生を検知するための監視機能は、障害を修復す

るためには重要である。また、Gfarm ファイルシステム的には正常に動作しているようでも、

ハードウェア的には時々断などたまに発生するの障害により、性能に問題が出る場合も

あり、監視機能を別途備えることは重要である。監視機能の高度化作業では、異常の検

出に対し、チケットシステムなどと連動し異常の管理、メール発送などを可能とする。また、

メタデータサーバの障害については必要であればシャットダウンを行うなど、スレーブメタ

データサーバへの安全なフェイルオーバを可能とする。 

具体的には以下の項目について、設計および開発作業を行うこと。 

 

- チケットシステムとの連携 

監視機能によりソフトウェア、ハードウェアに異常が検出されたとき、チケットシステ

ムに自動的に登録を行い、関係者にメール送付などを自動的に行うシステムを構

築する。チケットシステムを含めパッケージ化を行い、導入作業を容易にすること。 

 

- メタデータサーバ異常検出時のフェイルオーバ支援 

マスターメタデータサーバ、スレーブメタデータサーバに障害が発生した場合、障

害をチケットシステムに登録するとともに、マスターメタデータサーバの障害に対し

ては安全にフェイルオーバができるよう、スレーブメタデータサーバの障害に対し

ては、必要な冗長性が保たれるよう支援を自動的に行う。具体的には、障害を起

こしたマスターメタデータサーバのネットワークインターフェースを落とす、プロセス

を安全に落とすなど、フェイルオーバが安全にできるよう支援する。スレーブメタデ
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ータサーバの障害に対しては、予備のスレーブメタデータサーバを立ち上げるな

ど、必要な冗長性を保つよう支援する。 

 

(5) Gfarm メタデータサーバ冗長化の信頼性向上（ホットスタンバイの信頼性向上） 

フェイルオーバ発生時にオープン中のファイルについて、書き込みアクセスについて

も該当ファイルシステムノードに障害が発生しない限りは処理の続行を可能とする。さま

ざまなマスターメタデータサーバの障害に対しフェイルオーバを行えるよう負荷試験を行

い、品質向上を図る。マスターメタデータサーバの障害時、スレーブメタデータサーバの

中からマスターメタデータサーバに昇格するサーバを選出する必要あるが、その選出の

自動化を行う。マスター選出の自動化を行うことにより、フェイルオーバの際の新しく書き

込みアクセスを行うプロセスのブロック時間の短縮を図る。 

具体的には以下の項目について、設計および開発作業を行うこと。 

 

- Gfarm自動ファイル複製機能の高度化 

Gfarm バージョン 2.4.1 における自動ファイル複製作成では、作成先のファイルシ

ステムノードに障害が発生した時などは、自動ファイル複製作成をあきらめ、必要

な数のファイル複製が作成されない。また、自動ファイル複製作成先のノードにつ

いて、何も指定することはできず、どこに作成されるか分からない。また、ファイル

システムノードに障害が発生した場合など、そのノードに格納されているファイル

複製は失われるため、必要な数のファイル複製がない状態となってしまう。これら

の問題を解決するための設計と実装を行い、自動ファイル複製機能の高度化を行

う。 

 

(6) その他の運用ツール 

上記以外に整備検討が必要な利用者ツール、インターオペラビリティをテストする運用

ツールを以下に示す。これらのツールについては次年度以降に実現可否を含め、再検

討を行う。 

 

- 利用者の Web ブラウザから、UNIX の一般的なファイル操作(cp,mv,rm 等)、ファイ

ルの表示、ファイルのアップロード/ダウンロード等の操作が容易に行えること。ま

た、これらの処理はユーザアカウント権限で実行できること。 

- ファイル監査機能（ファイルごとのアクセス件数の取得、アクセス履歴の取得） 

- 一クライアントからの一定量のアクセス要求に対し、全系スローダウンしない仕組

みの検討（キーワード：アクセス量制限[QoS]、フローコントロール） 

- ユーザ操作ミスで削除したファイルの復旧（アーカイブ、スナップショット） 
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6 整備計画 

平成 23年度、平成 24年度の HPC ストレージ整備計画を表 6-1に示す。 

平成 23 年度は試験評価期間（仮運用期間）と考え、まずは東京大学の大規模ストレージを中心

に HPC ストレージの整備、運用ドキュメント類の充足化を図る。 

平成 24 年度は仮運用期間の課題フィードバックと必要に応じて是正処理を施した上、平成 24 年

11月のHPCストレージ本運用までにGfarmファイルシステムの機能エンハンスを行う。各基盤セン

タ（資源提供サイト）からのストレージ資源提供も順次受け付け、HPC ストレージを拡張していく計

画である。 

表 6-1 HPC ストレージ整備計画 

 H23/1Q 2Q 3Q 4Q H24/1Q 2Q 3Q 4Q 

マイルストーン         

        

        

        

基本仕様         

        

        

拡張仕様         

        

        

        

 

 

--------------▽基盤整備 

-------▽仕様検討 

----------------------------------▽仮運用 

△本運用 

-------▽基本設計 

-------▽東大整備（インフラ、マニュアル） 

 

----------------------▽Gfarmエンハンス 

-----------------▽運用ツール整備 

拠点追加 --▽▽▽▽▽▽ 

段階的に追加 

-------------▽評価、調整 

▽ホットスタンバイサポート 
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7 必要経費 

HPC ストレージのドキュメント整備、運用・保守に関する経費について、参考見積もりをベースに

以下に記載する。 

 

7.1 導入、保守作業費用 

(1) 平成 23年度 

平成 23年度の HPC ストレージの導入、保守作業費用を以下に示す。 

HPC ストレージ構築では東京大学の大規模ストレージを中心とした HPC ストレージの

構築作業を行う。また、ここでのマニュアル整備はHPCストレージを構築する前提での費

用見積りとなる。HPC トレージの構築作業とは別にマニュアル整備などのドキュメント作成

のみを対応することは難しいため、発注仕様では構築作業とマニュアル整備を一式で発

注する必要があると考える。 

平成 23年度（小計） \9,685,000 

 

(2) 平成 24年度 

平成 24年度の HPC ストレージの導入、保守作業費用を以下に示す。 

HPC ストレージ再構築には平成 23年度～平成 24年度に実施する Gfarmエンハンス

版の再インストールと、各基盤センタ（資源提供サイト）からのストレージ資源提供の伴う

HPCストレージの拡張作業が含まれる。 

平成 24年度（小計） \16,800,000 

 

作業項目 期間 費用 備考 

HPCストレージ構築 2011/8～2011/10 \5,534,000 一括 

マニュアル整備 2011/8～2011/10 \1,845,000 一括 

運用保守 2011/11～2012/3 \2,306,000 一括 

作業項目 期間 費用 備考 

HPCストレージ再構築 2012/8～2012/10 \7,200,000 一括 

マニュアル改版 2012/8～2012/10 \2,400,000 一括 

運用保守 2012/4～2013/3 \600,000 月額 
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7.2 運用ツール群の開発 

運用ツール群として、平成 23 年度と平成 24 年度に段階的に Gfarm ファイルシステムのエ

ンハンスを予定している。以下に開発を予定する機能、費用を示す。 

作業項目 期間 費用 備考 

メタデータサーバ冗長化 

（ホットスタンバイ） 

平成 23 年度 \13,835,000 スレーブメタデータサーバへの

管理データ同期、障害発生時の

自動フェールオーバ 

高速ファイルコピー、複製作成

機能（ステージング＋複製） 

 

平成 24 年度 \10,000,000 スパコンのファイルシステム間と

の高速ファイルコピー、拠点間

での高速複製作成 

監視機能の高度化 \10,000,000 チケットシステムとの連携、メタデ

ータサーバ異常検出時のフェー

ルオーバ支援 

性能評価ツール一式 \10,000,000  

ホットスタンバイの信頼性向上 \15,000,000  

自動ファイル複製機能の高度化 \15,000,000 自動ファイル複製の作成先ポリ

シー追加、FS 障害時の複製デ

ータを自動配布 

平成 23年度（小計） \13,835,000 

平成 24年度（小計） \60,000,000 
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[付録] 

 

1 用語集 

 

[1] HPCI事務局 

HPCI利用の課題審査を行う組織 

[2] HPCIアカウント IdP運用機関 

HPCI 環境に（シングル）サインオンするためのアカウントを発行・管理する組織（例：情報基盤

センター，国研，商用プロバイダ） 

[3] 資源提供機関 

HPCI のユーザに対して計算機やストレージ等の資源を提供する組織（例：情報基盤センター，

国研） 

[4] 認証ポータル運用機関 

HPCI 環境に（シングル）サインオンするための認証ポータルを運用する組織（例：情報基盤セ

ンター，国研） 

[5] 認証局運用機関 

HPCI環境上で利用される電子証明書を発行する組織 

[6] HPCI ID 

HPCI利用者に配布されるユニークな ID番号。HPCI上の資源を利用するためのアカウントで

はない。HPCI を利用するユーザ毎に発行されるユニークな ID。所属組織が変わっても HPCI 

IDは変わらない． 

[7] HPCIアカウント 

HPCI環境に（シングル）サインオンするためのアカウント（OpenIDや Shibbolethなど） 

[8] ローカルアカウント 

資源提供機関の資源を利用するためのローカルアカウント（UNIXアカウント） 

[9] クライアント証明書 

ユーザ毎に認証局から発行される証明書（GSI認証を行う場合に必要）NAREGI-CA 

[10] HPCストレージ 

HPCIで整備する共有ストレージ（分散ファイルシステム）を指す 

[11] ログインノード 

各拠点スパコンにユーザがログインするノード（会話処理部）を指す。 
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2 利用 TCPポート、UDPポート 

HPCストレージ（Gfarmファイルシステム）で利用する TCP/UDPポートを以下に示す。 

ポート番号 用途 備考 

600/tcp gfmd（Gfarm メタデータデーモン） 拠点 F/W間での通信 

601/tcp 

601/udp 

gfsd（Gfarmファイルシステムデーモン） 拠点 F/W間での通信 

 

各拠点に設置される共有ストレージ群（Gfarm メタデータサーバノード、ファイルシステムノード、ク

ライアント）は、各々の拠点リソースにアクセス可能な広域ネットワーク網（SINET4)に接続しなけれ

ばならない。また、全てのログインノード（Gfarmクライアント）と、メタデータベースサーバノード、ファ

イルシステムノード間でファイル共有のための通信が行われるため、他拠点の共有ストレージ群と

の通信用に、自拠点のファイアウォール設定変更が必要となる。 
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3 ファイル暗号化 

ファイルを暗号化する方法を以下に紹介する。HPCストレージ上のファイルの暗号化は、ログイン

ノード上で実行されることから、以下のコマンド実行は拠点ログインノードの環境に準ずる。 

№ コマンド 暗号化 復号化 

1 zip 

パスワード設定 

○パスワード設定 

$ zip -m -e secret.txt.zip secret.txt 

○パスワード設定解除 

$ unzip secret.txt.zip 

2 openssl 

共通鍵暗号 

○AES暗号化 

$ openssl enc -e -aes256 -in secret.txt -out 

secret.enc 

○復号 

$ openssl enc -d -aes256 -out secret.txt -in 

secret.enc 

3 openssl 

公開鍵暗号 

 

○秘密鍵の作成 

$ openssl genrsa -out private.key 

○公開鍵の作成 

$ openssl rsa -in private.key -pubout -out 

public.key 

○公開鍵で暗号化 

$ openssl rsautl -pubin -inkey public.key -in 

secret.txt -encrypt -out secret.rsa.txt 

○秘密鍵で復号 

$ openssl rsautl -inkey private.key -in 

secret.rsa.txt -decrypt -out secret.txt 

※ 

4 gpg（GnuPG） 

公開鍵暗号 

○秘密鍵の作成 

$ gpg --gen-key 

○鍵のリスト表示 

$ gpg --list-key 

○公開鍵の作成 

$ gpg -a -o yyoshi_public.key --export yyoshi 

○公開鍵の信用証明の作成 

$ gpg --export-ownertrust > yyoshi_trust 

○公開鍵のインポート 

$ gpg --import yyoshi_public.key 

○公開鍵の信用証書のインポート 

$ gpg --import-ownertrust yyoshi_trust 

○ファイル暗号化 

$ gpg -e -a -r yyoshi@jp.fujitsu.com 

secret.txt 

→暗号化されたファイル（secret.txt.asc）が作

成される。 

○ファイルを復号化 

gpg secret.txt.asc 

 

※ファイルサイズが大きいと、キーサイズ大き

すぎると言われ、暗号化できない。 

回避策が不明。 

RSA operation error 

3740:error:0406D06E:rsa 

routines:RSA_padding_add_PKCS1_type_2:data 

too large for key size:rsa_pk1.c:151: 
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1 概要 

本基本仕様書は，計算・ストレージ資源利用のための基本仕様である。本策定に当たっ

ては，「準備段階におけるコンソーシアム」での検討を踏まえ，HPCI の整備に必要な機能

を明確にし，HPCI の基礎的な仕様をまとめたものである。開発項目は，2011 年 3 月時点で

詳細仕様が決められるもののみとし，詳細仕様が作れない開発項目は研究開発項目として

いる。本基本仕様書は，ストレージ共有，ユーザ管理支援，先端ソフトウェア運用基盤，

認証基盤の 4 項目のうち，ユーザ管理支援について基本仕様を定めている。他の 3 項目に

ついては，それぞれ別の文書としてまとめられている。 

 

- ストレージ共有 

平成 22 年度最先端研究基盤事業として「e-サイエンス実現のためのシステム統合・

連携ソフトウェアの高度利用促進」で，東京大学情報基盤センターおよび理化学研究

所計算科学研究機構に設置される大規模ストレージ，さらに今後各資源提供機関から

提供されるストレージあるいはポータルシステムとの連携に必要とされる共通システ

ムソフトウェア基本仕様を決め，運用に向けての整備計画，運用体制ならびに運用経

費について検討した。 

 

- ユーザ管理支援 

計算資源群の利用認可に必要となる事務手続きフロー，アカウンティング，障害対

応などのユーザ利用管理支援に必要となるソフトウェア整備および運用に関して調査

検討した。本仕様書を策定するにあたって，既にテスト運用されているグリッド連携

の経験を元に事務手続きフロー策定手順およびスケジュール，さらに運用に必要とさ

れる費用を検討した。また，各資源のアカウンティング情報集約機構や迅速な障害発

見対応に帰するソフトウェアの必要性について検討し，運用に向けての整備計画，運

用体制ならびに運用経費について検討した。 

 

- 先端ソフトウェア運用基盤 

計算資源群が共通先端ソフトウェアを共有して運用できる基盤に必要となるソフト

ウェア整備および運用に関して調査検討した。平成 24 年度の本格運用時までに成熟し

ていないミドルウェアに関しては，開発のための環境が必要になると予想される。

VM(Virtual Machine)技術を利用して実運用環境と隔離した実験環境を提供する環境を

基本仕様とした。また，平成 24 年度以降の本格運用後にも適時新しい先端ソフトウェ

アを各計算資源群で利用できるようにソフトウェアの配布機構も必要である。これら

環境の詳細設計計画，整備計画，運用体制ならびに運用経費について検討した。 

 

- 認証基盤 
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HPCI上の資源を利用するユーザの認証および認可を実現するための認証基盤の利用

シナリオ，システム整備および運用について調査検討した。HPCI を利用するコミュニ

ティは多岐にわたることが予想されるため，複数の利用シナリオを想定し，これらの

実現に必要なシステムや運用体制を検討した。次にこれらの検討結果より，平成 23 年

度に運用開始可能な利用シナリオを決定し，これを実現するための認証基盤として

Shibboleth および GSI 認証（※用語集参照）を用いた認証基盤アーキテクチャのシステ

ム整備および運用体制について検討した。 

 

本仕様書は，スーパーコンピュータ施設を有し共同利用・共同研究拠点として活動して

いる東京大学および SINET を運営している国立情報学研究所が主幹し，共同利用・共同研

究拠点である北海道大学，東北大学，東京工業大学，名古屋大学，京都大学，大阪大学，

九州大学，筑波大学，および京速コンピュータ「京」運用機関である理化学研究所計算科

学研究機構と連携して，HPCI 構築に関する基本仕様について調査検討した結果に基づいて

作成されている。 
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2 利用シナリオ 

 

2.1 HPCI 利用の概要 

ここでは利用者が HPCI 環境を利用する際の手続きの概要について述べる。まず，予備知

識として HPCI 環境における各種のアカウント，利用課題および各機関の役割の概要につい

て述べ，次いで HPCI-ID の取得，利用課題申請から利用終了までの HPCI 利用の流れについ

て示す。 

2.1.1 HPCI-ID と各種アカウント 

まず以降の議論を正しく理解するために必要な HPCI-ID (利用者に対して一意に割り当て

られる識別番号)，HPCI アカウント (HPCI 環境にサインオンするためのアカウント)，ロー

カルアカウント (HPCI に提供された資源にアクセスするための UNIX アカウント)，証明書

の概念と，相互の関係を整理する(図 2.1)。 

 

 

 

【共通視点】 

- 一人の HPCI 利用者(ユーザ)に対して一個の HPCI-ID が割り当てられ，その HPCI-ID

にひも付けられた証明書が認証局から発行される。 

- ユーザは Shibbolethや OpenIDなど異なる認証方式ごとに HPCIアカウントを取得するこ

とができ，それらの HPCIアカウントはユーザの HPCI-IDにひも付けられて管理される。 

- 資源提供機関の資源を利用するためのローカルアカウントは HPCIアカウントにひも付け

られるが，一人のユーザが複数の HPCIアカウントを所持しているとき，それぞれの HPCI

HPCI

アカウ
ント

ローカ
ルアカ
ウント

ローカ
ルアカ
ウント

アカウント 発行元 ユーザ毎の取得数 備考

HPCI ID HPCI事務局 1個／1ユーザ HPCI事務局から1個取得．

HPCIアカウント HPCIアカウントIdP運用機関 m個／1ユーザ
HPCIアカウントの種別（Shibboleth，OpenID

等）毎に取得，HPCI IDにひも付けられる．

ローカルアカウント 資源提供機関 n個／1ユーザ
資源提供機関毎に取得，HPCIアカウントにひも
付けられる．

証明書 認証局運用機関 1個／1ユーザ 認証局から1個取得．HPCI IDにひも付けられる．

HPCI

ID

HPCI

アカウ
ント

ローカ
ルアカ
ウント

証明書

1対1

1対1

1対1

1対m 1対n

m: HPCアカウントの種別数
（Shibboleth, OpenID等）

n: 利用する資源提
供機関数

ユーザ

GSI認証を行う場合

図 2.1: HPCI-ID，HPCIアカウント，ローカルアカウント，証明書の相互の関係 
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アカウントにより利用可能となる資源は異なっているものとし，同じ資源を異なる認証方式

でサインオンして利用することは想定しない。 

- ユーザが複数の HPCI 利用課題に属している場合，どのようにローカルアカウントを割り

当てるかについては，各資源提供機関におけるグループ管理方式を踏まえてさらに検

討する必要がある。 

 

平成 23年度検討事項 

 HPCI-ID が一人の利用者にただひとつ割り当てられることを保証するための詳細な業務手順

を決定する必要がある。この業務を簡素化するためには，HPCI-ID の交付申請にあたって，

個人の識別が可能な番号を援用することが考えられる。本文書では e-Rad 研究者番号を用

いることを想定しているが，詳細に関しては引き続き検討を行う。また，そのような個人識別番

号をまだ取得していない者・雇用条件などにより取得が制限される者に対しては代替の個人

識別番号が利用できるようにするなどの配慮も必要である。 

 HPCI 利用資格の有無を確認する方法，および HPCI-ID の申請時に登録した個人識別番号

が確かに申請者の所有するものであることを確認する方法についてもさらに検討が必要であ

る。 

 e-Rad研究者番号の取得が制限される者が，その代替個人識別番号を用いて HPCI-ID を取

得し，その後 e-Rad研究者番号を取得した場合，あるいは e-Rad研究者番号を所有している

ときに HPCI-IDを取得し，その後 e-Rad研究者番号を失効させ，代替個人識別番号を用いる

場合の取り扱いに関しても検討が必要である。 

 HPCI の提供する資源を利用する資格を失った者や，HPCI を利用しなくなったまま長期間経

過したため当該 HPCI-ID を存続させることが適切かどうかの判断が困難となった者などに対

する失効処理の手続きも，決定する必要がある。 

 本文書では HPCI-IDを取得した者が，有効期間(10年を想定)が経過した後も継続して HPCI

環境を利用するには HPCI-IDの更新を行うものと想定している。また，HPCI-ID取得時に登録

した属性に変更が生じた時には，HPCI-ID を取得した本人が適切に属性変更の手続きを行う

ものと想定している。これらのような HPCI-ID を取得した者の責務に関しても検討が必要であ

る。 

 HPCI-IDの具体的な形式や生成規則なども平成 23年度に検討を行う。 

 HPCI-IDに関するこれらの検討内容は後述する HPCI-ID運用規定(案)に反映されるものとす

る。 

 

2.1.2 HPCI 利用課題 

HPCI 環境を利用するには，課題審査委員会により利用を承認された HPCI 利用課題のい

ずれかに，課題実施者として登録されている必要がある。ここでは HPCI において公募され

る利用課題の概要を述べる。 
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【共通視点】 

- HPCI事務局が行う利用課題公募の要項に従ってHPCI利用課題申請を行う。表 2.1に

申請の種別を示す。 

 

表 2.1 HPCI利用課題の代表者が行う申請の種別 

区分 内容 時期 

新規課題申請 HPCI が提供する資源を用いて行う研究開

発を実施するための初回の申請（通常の

利用期間は当該年度末まで） 

HPCI 事務局が利用課題の公

募を行う期間 

継続課題申請 すでに採択され利用していた課題を利用

期間の終了後（通常は翌年度）も継続する

ための申請 

HPCI 事務局が利用課題の公

募を行う期間 

課題変更申請 その課題に所属する課題実施者の変更を

行うための申請 

採択された利用課題による利

用が終了する前まで 

 

- 本文書では，利用課題申請に当たりあらかじめ代表者，副代表者(少なくとも 1 名)，連絡

責任者の選出を行い(副代表者，連絡責任者は代表者が兼務しても良い)，代表者が申

請を行うことを想定している。 

- 新規・継続申請の場合，HPCI 事務局（あるいはそれが諮問する課題審査委員会）による

審査の結果，利用が承認される。 

- 利用が承認された場合に，各資源が利用できる期間は，当該年度末（ただし，資源の提

供機関が別途期限を定めたときはその期限）までとする。 

- HPCI で公募される利用課題の区分は運営規則等で別途定められることになる。本文書

では，表 2.2 に示すような区分を想定し，その処理に必要となる申請・審査・利用登録等

の業務について記述する。 

 

表 2.2 本文書で想定する HPCI利用課題の区分 

区分 利用負担金 備考 

無償型 全額免除 従量制利用負担金を採用している資源提供機関に

おける利用の場合には上限額が定められることがあ

る。また，HPCI 事務局（あるいはそれが諮問する課

題審査委員会）による審査の結果，下に述べる利

用負担金減免型あるいは全額有償型での利用を条

件とした採択と判定されることがある。 

利用負担金減免型 一部免除 免除されない金額もしくは授与された利用枠を超過
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して利用した場合の利用負担金は，課題の代表者

が負担するものとする。ただし，HPCI 事務局（あるい

はそれが諮問する課題審査委員会）による審査の

結果，次に述べる全額有償型での利用を条件とし

た採択と判定されることがある。 

全額有償型 すべて代表者が負担  

 

- 利用を承認された場合でも，課題区分に関する審査結果が受け入れられない場合に利

用申請を取り下げることもできる。 

- 一人の利用者が同時に複数の利用課題に所属することがあってもよい。 

 

 

2.1.3 HPCI 環境の運用に関わる各機関の役割 

ここでは，HPCI 環境の運用に関わる機関のうち HPCI 事務局，資源提供機関，プライマ

リセンター，資源提供連携ネットワーク委員会についてそれぞれの役割の概要を示す。こ

の他に認証局運用機関や認証ポータル運用機関などがあるが，それらについては巻末の用

語集および HPCI 基本仕様書「認証基盤編」を参照すること。 

 

2.1.3.1 HPCI 事務局の役割 

【共通視点】 

- HPCI事務局は，以下の役割を果たさなければならない。 

 HPCI-IDの発行・管理 

 別途定められる失効の要件に基づく HPCI-IDの失効処理と，関係先への通知 

 HPCI利用課題申請の公募 

 HPCI利用課題の審査（利用負担金減免の審査を含む） 

 申請者に対する，採否・利用の可否・利用負担金減免の可否の通知 

 採択された各課題に関する情報の認証局運用機関・資源提供機関への通知 

 各利用課題の代表者が提出する利用報告書の取りまとめと情報公開 

 HPCIの活動のために必要な広報活動 

 ヘルプデスク業務 

 情報共有 CMSの運用 

 

2.1.3.2 資源提供機関の役割 

【共通視点】 

- 資源提供機関は，以下の役割を果たさなければならない。 

 提供する資源の決定と HPCI事務局への通知 
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 採択された利用課題の利用者に対するローカルアカウントの発行と，資源の提供 

 利用統計情報の採取と HPCI事務局への報告 

 HPCI 利用者に対する支援活動（利用の手引きの整備，利用に関する問い合わせ

への対応など） 

 

2.1.3.3 プライマリセンターの役割 

【共通視点】 

- 平成 23 年度は，Shibboleth 認証連携を用いたシングルサインオン環境が提供される。こ

の認証連携方式においては，個々の利用課題ごとに，資源提供機関のいずれかが

HPCI アカウント IdP 運用機関と認証ポータル運用機関の役割も果たす。ただし，これは

当該利用課題に資源を提供する機関でなくともよい。この機関を当該利用課題のプライ

マリセンターと呼ぶ。プライマリセンターは，その利用課題とその利用者に関し，以下の

役割を果たさなければならない。 

 HPCI アカウント IdP 運用機関として，当該課題の利用者に対する電子証明書発行

のための本人確認。本人確認の手続きに関しては後述する(2.3.1節)。 

 HPCI アカウント IdP 運用機関として，当該課題の利用者に対する HPCI アカウント

の発行 

 認証ポータル運用機関として，認証ポータルの運用 

 

2.1.3.4 資源提供連携ネットワーク委員会 

【共通視点】 

- 資源提供連携ネットワーク委員会は以下の役割を果たす。 

 HPCIに提供する資源の運営責任を持つ。 

 各資源提供機関が提供する提供資源リストを管理する。 

- 詳細に関しては平成 23年度に検討する。 

 

2.1.3.5 その他 

【共通視点】 

- HPCI環境の運用に参画する各機関は以下の役割を果たす 

 インシデント・レスポンス・チーム担当者を割り当て，HPCI 全体としてのセキュリティ・

インシデントの対応を行う。 

- 以下の役割を果たす機関に関しては，平成 23年度に検討する。 

 開発チームの組織・運営 
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2.1.4 HPCI 利用の流れ 

初めて HPCI 環境を利用しようとする者が実際に HPCI 環境の資源を利用可能となるため

に必要な手続きの概要を図 2.2 に示す。 

 

 

アカウント発行に関する諸手続きについては，2.1.4.1，2.2 および 2.3 節で，サインオン

の詳細に関しては HPCI 基本仕様書「認証基盤編」を参照すること。 

 

2.1.4.1 利用課題申請から利用終了までの流れ 

【共通視点】 

- HPCI環境の利用を希望する者が，申請に先立って HPCI-IDを準備し，HPCI利用課題

申請を行い，提供される資源を利用し，その利用を終了するまでの流れの概要を，図 

2.3に示す。  

 

2

HPCI事務局HPCIアカウントIdP運用機関

①HPCI ID発行

ユーザ

② HPCI
アカウント発行

③ローカル
アカウント発行

認証ポータル運用機関

①サインオン

③ログイン

ユーザ

資源提供機関

資源提供機関

認証処理

認可処理

資源利用許可（ローカルアカ
ウントへのマッピング）

認証局運用機関

④証明書発行

アカウント発行

サインオン

※GSI認証を行う場合に必要

HPCIアカウントIdP運用機関

アカウント
DB

②代理証明書
ダウンロード

※GSI認証を行う
場合に必要

図 2.2 HPCI利用に必要な手続きの概要 
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- 図 2.3における申請準備・登録・運用・年度末の４つのフェーズは，この順序で直列に進

行する。 

- 登録フェーズ内で行われる処理は，図 2.3に示した順序で直列に進行する。この詳細は，

2.3節で述べる。2.1.2節の表 2.1に示した申請区分のうち，新規課題申請・継続課題申

請はこのフェーズにおいて受理され処理される。  

- 運用フェーズ内で行われる処理は，それぞれが並列に進行する。この詳細は 2.4節で述

べる。図 2.3 のそれぞれのシナリオは，2.4.1 節から 2.4.6 節に対応している。2.1.2 節の

表 2.1に示した申請区分のうち，課題変更申請はこの運用フェーズにおいて受理され処

理される。 

- 年度末フェーズ内で行われる処理は，図 2.3に示した順序で直列に進行する。この詳細

は，2.5節で述べる。 

  

登録フェーズ
（2.3節）

運用フェーズ
（2.4節）

年度末フェーズ
（2.5節）

•HPCI利用課題申請受付

•利用資格審査

•課題審査

•採否通知

•HPCIアカウント発行

•ローカルアカウント作成

•ライセンスID発行と証明書登録

•grid-mapfile設定

•利用可能通知

課題変更申請

計算資源利用シナリオ

ストレージ利用シナリオ

計算資源＆ストレージ利用シナリオ

先端ソフトウェア利用シナリオ

障害フロー

ヘルプフロー

•利用報告書提出

•成果評価

•成果公開

申請準備フェーズ
（2.2節）

•HPCI ID取得/更新

HPCI ID管理

図 2.3利用課題申請から利用終了までの大まかな流れ 
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2.2 申請準備フェーズ 

HPCI で提供される計算機資源・ストレージ資源を利用しようとする者は，利用課題申請

に先立って，申請する利用期間の終了まで有効な HPCI-ID を所有している必要がある。こ

れらの処理はそれぞれの利用者が個人単位で行う。申請により発行された HPCI-ID と申請

者の属性情報は HPCI-ID 管理簿により管理される。 

申請準備フェーズでの処理の流れを図 2.4 に示す。図中の各ステップについての詳細は

2.2.1 および 2.2.3.2 節で説明する。 

 

 

 

また，HPCI 事務局の作業量を軽減するために，HPCI-ID の申請処理を自動化する方式案

の検討も行った。この案では HPCI-ID の新規発行や有効期間の更新は Web ポータル(HPCI

ポータル)を介して行い，HPCI-ID 管理簿との照合作業などを自動化する。詳細に関しては

平成 23 年度に引き続き検討を行う。図 2.5 に Web ポータルによる申請処理の省力化案での

処理の流れを示す。 

 

 

 

2.2.1 HPCI-ID の新規登録申請 

【利用者視点】 

- 申請に必要な e-Rad研究者番号あるいはその代替個人認識番号を準備する。 

利用者 HPCI事務局

HPCI ID 取得・更新
HPCI ID 交付申請 資格審査およびHPCI ID 交付状況確認

HPCI ID 交付HPCI ID

（未交付の場合）
HPCI ID
管理簿

申請書と管
理簿の人手
による照合

利用者 HPCI事務局

HPCI ID取得・更新

HPCI ID 交付申請 HPCI ID

管理簿

HPCIポータル仮IDによるアクセス

申請フォーム一時URL

メールアドレス登録

資格審査およびHPCI ID 交付状況確認

HPCI ID 交付HPCI ID

（未交付の場合）

（照合作業の省力化）

図 2.4 申請準備フェーズの処理の流れ 

図 2.5 Webポータルによる申請処理の省力化案 
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- 申請用Webフォームの URLにアクセスし，HPCI-ID新規発行申請処理を実行する。 

 

【HPCI事務局視点】 

- 入力された内容をチェックし，必須入力項目に未入力または形式エラーを検出したら，エ

ラー表示を行い，再実行を促す 

- 入力された内容をチェックし，e-Rad 研究者番号あるいはその代替個人認識番号に未入

力あるいは形式エラーを検出したら，エラー表示を行い，再実行を促す 

- HPCI-ID 管理簿を参照し，入力された e-Rad研究者番号あるいはその代替個人認識番

号の重複を検出したら，重複先の HPCI-IDを含めて検証を行う 

- 入力内容に問題がなければ，資格審査および HPCI-ID 交付状況の確認を行い，未交

付の場合は新しい HPCI-IDの発行を行い，申請者に通知する。 

 

2.2.2 HPCI-ID の属性変更・更新申請 

【利用者視点】 

- 所有する HPCI-ID の有効期限を延長する，あるいは HPCI-ID 取得時に登録した所属・

連絡先などの属性が変更になった場合，HPCI-IDの変更申請を行う。 

- 申請用Webフォームの URLにアクセスし，HPCI-ID変更申請処理を実行する。 

 

【HPCI事務局視点】 

- 入力された内容をチェックし，必須入力項目に未入力または形式エラーを検出したら，エ

ラー表示を行い，再実行を促す 

- 入力された内容をチェックし，e-Rad 研究者番号あるいはその代替個人認識番号に未入

力あるいは形式エラーを検出したら，エラー表示を行い，再実行を促す 

- 入力された HPCI-ID と e-Rad 研究者番号あるいはその代替個人認識番号が HPCI-ID

管理簿に登録されている情報との不一致を検出したら，入力された HPCI-ID，e-Rad 研

究者番号あるいは代替個人識別番号を含めて検証を行う 

- 入力内容に問題がなければ HPCI-ID管理簿の内容を入力値で更新する 

- 更新した結果を申請者に通知する 

 

【共通視点】 

- 属性変更申請の場合に，本人による申請であることを確認する方法についてはさらに検

討が必要である。 

 

2.2.3 Web ポータルによる自動化案 

Web ポータルを用いた自動化案における HPCI-ID の新規申請および変更・更新申請は以

下の通りとなる。 
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2.2.3.1 HPCI-ID の新規登録申請 

【利用者視点】 

- 利用者は HPCI 事務局が HPCI ポータルへのサインオンに使用することを認めた認証プ

ロバイダのアカウントを必要に応じて取得する。ここで使用できるアカウントとしては，情報

基盤センターの全国共同利用アカウントや学認連携アカウントなどの Shibboleth IdPのア

カウント，あるいは HPCI 事務局より認定された商用の OpenID IdP のアカウントを想定し

ている。 

 

- 上記のアカウントを用いて HPCI事務局が提供する HPCIポータルにサインオンし，申請

用 Web フォームの一時 URL の送付先メールアドレスを当該アカウントの属性として登録

する 

 

【HPCI事務局視点】 

- 申請者が入力した IdP，当該 IdP でのアカウント，メールアドレスを HPCI-ID 管理簿に登

録する 

- 申請用Web フォームの一時 URLを生成し，その URLが記載されたメールを入力された

メールアドレスに送付する 

 

【利用者視点】 

- 受信したメールに記載された申請用Webフォームの一時URLにアクセスし，HPCI-ID新

規発行申請処理を実行する。 

 

【HPCI事務局視点】 

- 入力された内容をチェックし，必須入力項目に未入力または形式エラーを検出したら，エ

ラー表示を行い，再実行を促す 

- 入力された内容をチェックし，e-Rad 研究者番号あるいはその代替個人認識番号に未入

力あるいは形式エラーを検出したら，エラー表示を行い，再実行を促す 

- HPCI-ID 管理簿を参照し，入力された e-Rad研究者番号あるいはその代替個人認識番

号の重複を検出したら，重複先の HPCI-IDを含めて検証を行う 

- 入力内容に問題がなければ新しい HPCI-ID および照合コード(利用課題申請時の

HPCI-ID入力を補助するために使用する)の発行を行い，Web表示とともに，連絡先メー

ルアドレスに HPCI-IDおよび照合コードが記載されたメール送信を行う。 

- 一時 URL を生成後，一定時間が経過したら当該 URLを無効化する 
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2.2.3.2 HPCI-ID の属性変更・更新申請 

【利用者視点】 

- 所有する HPCI-ID の有効期限を延長する，あるいは HPCI-ID 取得時に登録した所属・

連絡先などの属性が変更になった場合，HPCI-IDの変更申請を行う。 

- 利用者は有効なHPCIアカウントを所有している場合はHPCIアカウントによりHPCIポー

タルへサインオンする。有効な HPCI アカウントを所有していない場合，HPCI 事務局が

HPCI ポータルへのサインオンに使用することを認めた認証プロバイダのアカウントを必

要に応じて取得する。ここで使用できるアカウントとしては，HPCI-ID 新規発行申請時と

同様に，情報基盤センターの全国共同利用アカウントや学認連携アカウントなどの

Shibboleth IdPのアカウント，あるいは HPCI事務局により認定された商用の OpenID IdP

のアカウントを想定している。 

- 上記のアカウントを用いて HPCI事務局が提供する HPCIポータルにアクセスし，申請用

Webフォームの一時 URLの送付先メールアドレスを登録する 

 

【HPCI事務局視点】 

- 申請者が入力した IdP，当該 IdP でのアカウント，メールアドレスを HPCI-ID 管理簿に登

録する 

- 申請用Web フォームの一時 URLを生成し，その URLが記載されたメールを入力された

メールアドレスに送付する 

 

【利用者視点】 

- 受信したメールに記載された申請用Webフォームの一時URLにアクセスし，HPCI-ID変

更申請処理を実行する。 

 

【HPCI事務局視点】 

- 入力された内容をチェックし，必須入力項目に未入力または形式エラーを検出したら，エ

ラー表示を行い，再実行を促す 

- 入力された内容をチェックし，e-Rad 研究者番号あるいはその代替個人認識番号に未入

力あるいは形式エラーを検出したら，エラー表示を行い，再実行を促す 

- 入力された HPCI-ID と e-Rad 研究者番号あるいはその代替個人認識番号の不一致を

検出したら，入力されたHPCI-ID，e-Rad研究者番号あるいは代替個人認識番号を含め

て検証を行う 

- 入力内容に問題がなければ HPCI-ID管理簿の内容を入力値で更新する 

- 一時 URL を生成後，一定時間が経過したら当該 URLを無効化する 

 

【共通視点】 
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- 属性変更申請の場合に，本人による申請であることを確認する方法についてはさらに検

討が必要である。 
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2.3 登録フェーズ 

登録フェーズでの処理の流れを図 2.6 に示す。図中の 1: HPCI 利用課題申請受付から，9: 

利用可能通知までの各ステップについての詳細は 2.3.1 節で説明する。 

 

 

 

利用者 HPCI事務局

1: HPCI 利用課題申請受付

申請 HPCIポータル 申請

2: 利用資格審査

利用資格確認

（郵送を併用）

3: 課題審査

課題審査委員会

採否審査

減免審査 （無償型・減免型のみ）4: 採否通知

採否・減免率通知

採否通知
（無償型承認課題，全額有償型課
題の場合）

（申請通りの減免が認められな
かった課題の場合）

申請取り下げ

（その課題での利用を希望しない場合）

処理終了

（その課題での利用を希望する場合）

5: HPCI アカウント発行

プライマリセンター 外部のIdP運用機関

HPCI アカウント発行依頼 HPCI アカウント取得状況確認

HPCI アカウント取得依頼

HPCIアカウント

HPCI  アカウント発行

HPCI アカウント自己取得

（その他の資源提供機関を利用
する場合） （OpenIDなどを想定）

HPCI アカウント発行

認証局運用機関 資源提供機関

本人確認

認証ポータル運用機関

6: ローカルアカウント作成

7: ライセンスID発行と証明書登録

8:grid-mapfile 設定

9:利用可能通知

HPCI ID

管理簿

HPCI アカウント情報受領

採択課題情報・利用者
情報通知

ローカルアカウント確
認と作成（なければ）

グループ設定

証明書登録処理
依頼

証明書管理

システム

マッピング
情報

HPCI アカウント＋パス
ワード入力

（ライセンスID受領）
ユーザ
証明書

grid-mapfile設定

SSO 準備完了通知

ローカルアカウント
作成完了通知

利用課題
管理簿

HPCI ID

管理簿

（情報基盤センター群を利用する場合）

HPCIアカウント

利用課題
管理簿

HPCI ID

管理簿

ローカルアカウント

ライセンスID + パスフ
レーズ入力

（定期的に繰り返し実行）

認証ポータル

認証局システ

ム（RA）

ライセン

スID管理
DB

ライセンス
ID通知処理

証明書発行
処理

図 2.6登録フェーズの処理の流れ 
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図中の 5: HPCI アカウント発行と 6: ローカルアカウント作成に関しては以下に示すよう

な，資源ごとの HPCI アカウントおよびローカルアカウントの状況を考慮することとする。 

 

【共通視点】 

- HPCI 利用課題申請に先立ち，すべての課題実施者は，それぞれ事前に申請する利用

期間を通して有効な HPCI-ID を保有していなければならない。申請時点でのそれぞれ

の課題実施者の HPCI アカウントおよびローカルアカウントについては，利用を希望する

資源ごとに表 2.3のような状況を想定する。 

 

表 2.3 資源ごとの HPCIアカウント，ローカルアカウントの状況 

 有効な HPCI アカウント

を有している 

有効な HPCI アカウントを

有していない 

有効なローカルアカウントを

有している 

以前に採択された利用課

題の課題実施者として当

該資源を利用しており，

そのアカウントがまだ存

続している。 

当該資源を HPCI とは関係

なく直接利用申請を行っ

て利用しており，そのアカ

ウントがまだ存続してい

る。 

有効なローカルアカウントを

有していない 

以前に採択された利用課

題の課題実施者である

が，当該資源を利用して

いない。 

当該資源を利用していな

い。 

 

 

2.3.1 新規課題申請の処理 

新規課題申請の処理は，以下の 1～9 の順序で進行する。申請された利用課題に関する情

報は HPCI 利用課題管理簿により管理される。 

1. HPCI利用課題申請受付 

【共通視点】 

- 利用者は，HPCI事務局が公表した公募要項に従って，利用課題申請書を提出する。申

請書には以下の情報が含まれる。 

 公募区分（無償型／負担金減免型／全額有償型の区別） 

 申請区分（新規／継続の区別） 

 課題代表者の氏名と HPCI-ID 

 課題副代表者の氏名と HPCI-ID (最低 1名) 

 連絡責任者の氏名と HPCI-ID，連絡先 

(住所，電子メールアドレス，電話およびファックス番号) 
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 課題実施者の氏名と HPCI-ID，役割・担当分野 

外国籍の実施者が含まれる場合は，国籍と現居住地と勤務年数（1 年未満の場合

は月数）を補記 

 研究課題名 

 概要（研究目的，研究計画，これまでの業績・成果，準備状況など） 

 利用を希望する資源提供機関（複数選択可），および，その機関が複数の資源を提

供する場合には利用を希望する資源 

 採択された場合のプライマリセンター（Shibboleth 認証を行う資源提供機関を利用し

ない場合は不要） 

 利用負担金の一部もしくは全額を代表者が負担する場合の，経理手続きに必要な

情報 

 募集要項と記載内容への誓約確認 

 課題実施者の本人確認情報 

- Web ポータル上での申請処理自動化案では HPCI-ID は照合コードを用いて申請時に

入力が正しいことを確認し，誤った HPCI-IDで申請が行われないようにする。 

 

【利用者視点】 

- 代表者は課題実施者全員の HPCI-ID を入手する。Web ポータル上での申請処理自動

化案ではさらに，課題実施者全員の照合コードも入手する。 

- 申請にあたっては，Web ポータルの課題申請ページ（重要事項の入力と所定の書式に

従って作成した PDF ファイルの添付を併用する）を用いて申請書類のアップロードを行う

とともに，押印したハードコピーを HPCI事務局に送付する。 

【HPCI事務局視点】 

- 利用者がアップロードしたデータと郵送された書類の照合を行い，次の利用資格審査お

よび課題審査の処理に必要な準備を行う。 

 

2. 利用資格審査 

【HPCI事務局視点】 

- 当該申請課題のすべての課題実施者が利用資格を満たしていることを，HPCI-ID 管理

簿によってチェックする。 

 この段階でのチェックは当該利用者の身分等を形式的に確認するものとなる。 

 HPCI-ID 管理簿に登録されている情報が正しいものであることは，本人性確認のた

めの書類を提出できることにより判断できることとする。本人性確認のための書類に

は利用資格の有無を判定するための情報も含まれることとする。書類に不備があれ

ば申請者に差し戻す。必要書類の詳細は平成 23年度に検討する。 

 Web ポータル上での申請処理自動化案では HPCI-ID は申請時に照合コードによ
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って正しく入力されているものとみなす。 

 

 

3. 課題審査 

【HPCI事務局視点】 

- 受理されて利用資格審査を経た利用課題申請を集約し，それらの審査を課題審査委員

会に付議する。 

- 課題審査委員会は，各利用課題の評点や順位などを判定し，採否を決定する。審査に

ついては別途運営規則等で定められるものとし，本文書では，以下のような判定が行わ

れるものと想定する。 

 無償型／利用負担金減免型の申請課題については，負担金減免の可否，および，

申請通りの減免を認めない場合の利用者の負担割合または支払い金額も合わせて

決定する。 

 全額有償型課題については，採否の判定のみ。 

 

4. 採否通知 

【HPCI事務局視点】 

- 課題審査の結果を，代表者に通知する。 

 無償型／利用負担金減免型の申請課題について，その希望が申請通りに認めら

れなかった場合には，課題審査によって決定された利用者負担を受け入れるかどう

かの意思を合わせて照会する。利用しない旨の回答があった課題は取り消しとして

扱い，これ以降の処理は行わない。 

 無償型または利用負担金減免型で申請通り承認された課題については，採否の通

知のみ。 

 全額有償型で承認された課題については，採否の通知のみ。 

【利用者視点】 

- 申請した公募区分のうちの無償型／利用負担金減免型がその申請通りに承認されなか

った場合，代表者は，HPCI 事務局からの照会に対して，想定される利用負担金の支払

いを行って利用する意思の有無を回答する。 

【事務局視点】 

- 課題審査の結果および申請者の利用意思の回答に基づき，利用課題管理簿を更新す

る。採択された課題に関しては，付与された統一グループ名，利用を承認された資源提

供機関および資源の一覧を登録する。 

 

5. HPCIアカウント発行 

【HPCI事務局視点】 
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- 当該課題が Shibboleth 認証を行う資源提供機関を利用する場合は，その課題のプライ

マリセンターに HPCI アカウントの発行処理を依頼すると同時に，課題連絡責任者にプ

ライマリセンターにおいて本人確認の手続（後述）をするように連絡する。 

- 当該課題が OpenID などを認証に用いる資源提供機関を利用する場合は，利用者に

HPCI アカウントの自己取得を依頼する。 

【プライマリセンター視点】（Shibboleth 認証の場合） 

- 当該利用者の HPCIアカウント取得状況を HPCI事務局から通知された情報に基づいて

確認し，必要な処理を行う。 

 本人確認の手続きとしては，身分証と利用資格を有することが確認できる書類（身

分証で確認できる場合は身分証のみで良い）の複写を提示することを要件とする。 

 有効な HPCIアカウントを保有している場合は，本人確認の手続きのみ行う。 

 有効な HPCI アカウントを保有していない場合は，HPCI アカウントの発行と本人確

認の手続きを行う。 

 新規に発行した HPCIアカウントの情報を当該利用者に通知する。 

 HPCI ア カ ウ ン ト IdP と し て 提 供 す る 情 報 ( 英 字 氏 名 ， HPCI-ID ，

eduPersonPrincipalNameなど)を更新する。 

- 各利用者の HPCI-ID と HPCIアカウントを，HPCI事務局に通知する。 

【利用者視点】（OpenID などを用いる場合） 

- HPCI 事務局からの依頼に応じて，外部の IdP 運用機関が発行する ID（アカウント）を用

意する。すでに取得済みであれば，それを利用してよい。 

- 自分の HPCI-ID と，取得した ID (当該利用者の HPCIアカウントとなる)を HPCI事務局

に報告する。 

- OpenID などを用いる場合の利用資格を確認する手順については，さらに検討が必要で

ある。 

【HPCI事務局視点】 

- HPCIアカウントを HPCI-ID管理簿に登録する。 

【共通視点】 

- 同一の利用者が複数の課題の新規メンバーとして同時に HPCI アカウントの発行を受け

る場合，各課題のプライマリセンターが異なっていると，当該利用者に複数の HPCI アカ

ウントが交付される可能性がある。このような場合でも証明書は１通しか交付されないよう

な認証基盤を構築する必要がある。 

 

6. ローカルアカウント作成 

【HPCI事務局視点】 

- 各採択課題について，当該課題で利用する資源提供機関に，必要な情報を通知する。 

 その課題に付与された統一グループ名 
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 その課題が利用を承認された資源提供機関およびその資源の一覧 

 参加している全利用者の一覧(HPCI-ID, HPCIアカウント含む) 

【資源提供機関視点】 

- HPCI 事務局から送付された情報に基づき，各利用者に必要なローカルアカウントを用

意する。 

 当該利用者が，すでに有効なローカルアカウントを保持している場合には，それを

流用してもよい。 

 ただし，その利用者が当該利用課題の経費負担によってその資源を利用できるよう，

必要なグループ設定等を行う。 

- ローカルアカウントが用意できたら，その旨を HPCI 事務局および課題連絡責任者に連

絡する。 

- ローカルアカウントと利用者の HPCI-IDの対応付けを行い，管理する。 

 

 

7. ライセンス ID発行と証明書登録 

【HPCI事務局視点】 

- HPCI-ID と HPCIアカウント情報を認証局運用機関に通知する。 

【認証局運用機関視点】 

- 各利用者の HPCIアカウントに基づき，証明書の発行に必要な処理を行う。  

- 証明書発行準備ができたら，HPCI事務局にその旨を通知する。 

【HPCI事務局視点】 

- 利用者に対し，認証ポータルにアクセスして証明書発行の手続きを実行するように通知

する。 

【利用者視点】 

- HPCI 事務局からの通知に従い，認証ポータルにアクセスして，HPCI アカウントとパスワ

ードを入力する。 

- ライセンス IDがオンラインで通知されるので，認証ポータルにアクセスして証明書発行依

頼手続きを実行する。 

【認証局運用機関視点】 

- HPCIアカウント IdPより，入力されたHPCIアカウントに関する属性情報を取得し，ユーザ

証明書を発行し，grid-mapfile 生成のためのマッピング情報とともに証明書管理システム

に登録する。 

 

8. grid-mapfile設定 

【資源提供機関視点】 

- 認証局運用機関が生成した grid-mapfile 作成に必要なマッピング情報を取得し，自らが
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管理する HPCI-ID とローカルアカウントの対応づけとあわせて，grid-mapfile を生成する

処理を定期的に実行し，各提供資源の grid-mapfileを自動更新する。 

 

9. 利用可能通知 

【HPCI事務局視点】 

- 各利用者について，対象となる資源提供機関からのローカルアカウント作成完了通知を

集約し，すべてがそろった時点で，利用を承認された資源の利用が可能となったことを

通知する。 

【利用者視点】 

- 利用可能通知を受け取ったら，資源提供機関における grid-mapfile 更新サイクルを見計

らってシングルサインオンによる資源利用が可能となったことを確認する。 

 

2.3.2 継続課題申請の処理 

継続課題申請の処理は，2.3.1 節の新規課題申請の処理と同様である。ただし，当該利用

課題の各メンバーに対し，前年度に交付された証明書を失効させた後に翌年度の証明書が

交付されるような仕組みを構築する必要がある。 
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2.4 運用フェーズ 

2.4.1 課題変更申請の処理 

課題変更申請の処理は，以下の各ステップからなる。 

1. 申請受付 

【共通視点】 

課題変更申請には，以下の情報が含まれる。 

- すでに利用を承認された課題実施者の情報の修正・変更を行う場合には，その内容 

- 新たな課題実施者を追加する場合には，当該課題実施者の氏名，HPCI-ID，役割，担

当分野 

【利用者視点】 

- 申請にあたっては，Web ポータルの課題変更申請ページ（重要事項の入力と所定の書

式に従って作成した PDF ファイルの添付を併用する）を用いて申請書類のアップロード

を行うとともに，押印したハードコピーを HPCI事務局に送付する。 

【HPCI事務局視点】 

- 利用者がアップロードしたデータと郵送された書類の照合を行う。すでに利用を承認され

た課題実施者の情報の修正・変更のみの場合には，利用課題管理簿等の修正を行い，

変更申請の処理を終了する。 

- 新たな課題実施者を追加する場合には，次の利用資格審査の処理に必要な準備を行

う。 

2. 利用資格審査 

【HPCI事務局視点】 

- 当該メンバーの HPCI-ID が正当なものであるかを，HPCI-ID 管理簿を参照し，チェック

する 

- HPCI-IDを保有することが確認できないメンバーの場合は，申請者に差し戻す。 

3. 新規課題申請の処理のステップ 5に進む。 

 

2.4.2 HPCI-ID の変更申請（変更） 

2.2.3.2 HPCI-ID の属性変更・更新と同様の処理を実行する 

 

2.4.3 HPCI-ID の廃止申請 

【利用者視点】 

- 申請用Webフォームの URLにアクセスし，HPCI-ID廃止申請処理を実行する。 

 

【HPCI事務局視点】 

- 入力された内容をチェックし，必須入力項目に未入力または形式エラーを検出したら，エ

ラー表示を行い，再実行を促す 
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- 入力された内容をチェックし，e-Rad 研究者番号あるいはその代替個人認識番号に未入

力あるいは形式エラーを検出したら，エラー表示を行い，再実行を促す 

- HPCI-ID管理簿を参照し，入力された HPCI-ID と e-Rad 研究者番号あるいはその代替

個人認識番号の不一致を検出したら，入力された HPCI-ID と e-Rad 研究者番号あるい

は代替個人識別番号を含めて検証を行う 

- 入力内容に問題がなければ廃止処理を実行し HPCI-ID管理簿の内容を更新する 

- 廃止されたHPCI-IDは一定の保持期間（3年間を想定）経過後，完全にデータを削除す

る 

 

【共通視点】 

- 廃止申請が本人による申請であることを確認する手順についてはさらに検討が必要であ

る。 

 

2.4.3.1 Web ポータルによる自動化案の場合 

 

【利用者視点】 

- 利用者は有効なHPCIアカウントを所有している場合はHPCIアカウントによりHPCIポー

タルへサインオンする。有効な HPCI アカウントを所有していない場合，HPCI 事務局が

HPCI ポータルへのサインオンに使用することを認めた認証プロバイダのアカウントを必

要に応じて取得する。ここで使用できるアカウントとしては，情報基盤センターの全国共

同利用アカウントや学認連携アカウントなどの Shibboleth IdPのアカウント，あるいは商用

の OpenID IdPのアカウントを想定している。 

- 上記のアカウントを用いて HPCI事務局が提供する HPCIポータルにアクセスし，申請用

Webフォームの一時 URLの送付先メールアドレスを登録する 

 

【HPCI事務局視点】 

- 申請者が入力した IdP，当該 IdP でのアカウント，メールアドレスを HPCI-ID 管理簿に登

録する 

- 申請用Web フォームの一時 URLを生成し，その URLが記載されたメールを入力された

メールアドレスに送付する 

 

【利用者視点】 

- 受信したメールに記載された申請用Webフォームの一時URLにアクセスし，HPCI-ID廃

止申請処理を実行する。 

 

【HPCI事務局視点】 
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- 入力された内容をチェックし，必須入力項目に未入力または形式エラーを検出したら，エ

ラー表示を行い，再実行を促す 

- 入力された内容をチェックし，e-Rad 研究者番号あるいはその代替個人認識番号に未入

力あるいは形式エラーを検出したら，エラー表示を行い，再実行を促す 

- 入力内容に問題がなければ廃止処理を実行し HPCI-ID管理簿の内容を更新する 

- 一時 URL を生成後，一定時間が経過したら当該 URLを無効化する 

- 廃止されたHPCI-IDは一定の保持期間（3年間を想定）経過後，完全にデータを削除す

る 

 

【共通視点】 

- 廃止申請が本人による申請であることを確認する手順についてはさらに検討が必要であ

る。 

 

 

2.4.4 HPCI-ID の緊急時対応 

ここでは，ユーザが HPCI-ID を忘れてしまった時の対処方法として検討した内容につい

て述べる。詳細については引き続き検討する必要がある。 

 

【利用者視点】 

- ヘルプデスクの問い合わせフォームに e-Rad 研究者番号あるいはその代替個人識別番

号とともに，HPCI-IDの送付を依頼する 

 

【HPCI事務局視点】 

- HPCI-ID管理簿を参照し，入力された e-Rad研究者号あるいは代替個人識別番号に対

応する HPCI-IDを，その HPCI-IDの属性として登録されている連絡先に連絡する 

 

Web ポータルによる申請処理の省力化案により HPCI-ID 管理を行う場合には，HPCI-ID

申請時に登録した IdP のアカウントおよびパスワードにより当該 Web ポータル(HPCI ポー

タル)にサインオンすることにより，HPCI-ID の確認が可能となる。 

【利用者視点】 

- HPCI-ID申請時に登録した IdPのアカウントおよびパスワードで HPCIポータルにサイン

オンする。 

- HPCI-ID管理画面にアクセスすることにより，HPCI-IDを確認することができる 
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上記で，HPCI-ID 申請時に用いた IdP のアカウントおよびパスワードも忘れてしまった場

合や，当該アカウントが失効している場合などにより HPCI ポータルにサインオンできない

場合は，ヘルプデスクに問い合わせて対応を依頼する。 

【利用者視点】 

- ヘルプデスクの問い合わせフォームに e-Rad 研究者番号あるいはその代替個人識別番

号とともに，HPCI-IDを確認するための手続きを依頼する 

 

【HPCI事務局視点】 

- HPCI-ID 管理簿を参照し，入力された e-Rad研究者番号あるいはその代替個人識別番

号に該当する HPCI-IDを検索する 

- 検索された HPCI-ID の属性として登録されている連絡先メールアドレスに HPCI ポータ

ルの一時 URLを送付する 

 

【利用者視点】 

- 送付された一時 URLにアクセスし，IdPの再登録と HPCI-IDの確認を行う 

- 一時 URL が記載されたメールが届かない場合，連絡先として登録されているメールアド

レスが不達になっている可能性があるので，ヘルプデスク経由で HPCI 事務局に対応を

依頼する 

 

【HPCI事務局視点】 

- 一定時間経過した後，一時 URLを無効化する 

- 一時 URL を記載したメールが不達であった場合などは，個別に対応する。但し，この場

合にどのように本人確認を行うかなどの検討が必要である。 
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2.4.5 障害フロー 

ここでは，HPCI 環境において障害が発生した場合にどのように対処が行なわれるかに関

して記す。 

 

障害対応フローとしては，以下のシナリオを考える。 

1. 接続できない，資源が使えない 

HPCI 環境に参加する各機関の運用管理者の対応が必要になる案件の処理フロー 

2. バグ報告 

開発者の対応が必要になる案件の処理フロー 

3. パスワードを忘れた 

ユーザレベルのインパクトがある案件の処理フロー 

4. システムの脆弱性を発見した 

システムレベルのインパクトがある案件の処理フロー 

 

1. シナリオ１ 

このシナリオでは利用者が HPCI 環境を使用する際に必要となる認証ポータル，ログ

インノードなどに接続できない，あるいは HPCI 環境に提供されている資源が使えない

などの各資源の運用管理者の対応が必要になる事象が発生した場合を想定している。 

シナリオ１に対する処理は以下の各ステップからなる。 

 

【HPCI事務局視点】 

- ヘルプデスクを設置し，運用する。 

- HPCI環境に参加する各機関の運用状況を一覧することができるWebページ(HPCI運用

情報ページ)を設置し，運用する。 

 

【資源提供機関視点】 

- 資源提供機関は HPCI に提供している資源に関して，予め周知しておくべき運用情報

（計画停止スケジュールなど）を HPCI運用情報ページに登録する。 

 

【利用者視点】 

- 利用者は HPCI 環境を利用していて資源に接続できない，あるいは資源が使えないなど

の事象に遭遇したときに，まず HPCI運用情報ページを参照して当該事象に関連する運

用情報（計画停止スケジュール，障害情報など）を確認する。 

- 該当する情報が確認できなければ，ヘルプデスクのチケット一覧ページを参照し，同様

な事象が報告されていないか確認する。 

- 同様な事象が報告されていなければ，ヘルプデスクに遭遇した事象を登録する。 



31 

 

 

【HPCI事務局視点】 

- ヘルプデスクから新規案件が登録された旨の通知を受けたら，ヘルプデスク担当者は速

やかに案件の内容を確認し，障害報告の場合は全ての利用者が参照できるように処理

を行なう。 

- ヘルプデスク担当者は必要に応じて登録者に問い合わせを行い，障害発生部位の切り

分けを行なう。 

 

【利用者視点】 

- 案件を登録した利用者はヘルプデスク担当者からの問い合わせがあれば，速やかに回

答する。 

 

【HPCI事務局視点】 

- 障害発生部位の切り分けにより，登録された案件に関する対応依頼先機関を決定し，当

該機関の HPCI対応窓口に対してチケットの担当を割り当てる。 

- ヘルプデスク担当者はチケットの進捗管理を行い，処理が滞留しないようにする。 

 

【共通視点】 

- チケットの担当を割り当てられた HPCI 対応窓口の担当者は，チケットの内容を確認して

自機関における対応を行なう。 

- 自機関における障害の場合は HPCI運用情報ページに状況を登録し，適宜更新する。 

- 対応が終了したら，HPCI事務局に対してチケットを返却する。 

 

【HPCI事務局】 

- ヘルプデスク担当者は返却されたチケットの内容を確認し，担当を割り当てた機関の対

応によって案件が解決したかどうかを判定する。 

- 案件が解決していなければ，再度対応依頼先機関を決定し，当該機関の HPCI 対応窓

口に対してチケットの担当を割り当てる。 

- 案件が解決していれば，案件の登録者に対して遭遇した事象が解決したか問い合わせ

る。 

 

【利用者視点】 

- 案件を登録した利用者は遭遇した事象が解決したかどうかを確認し，回答する。 

 

【HPCI事務局】 

- 事象が解決したことが確認されたら，チケットのクローズを行なう。 
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- 事象が解決していなければ，再度対応依頼先機関を決定し，当該機関の HPCI 対応窓

口に対してチケットの担当を割り当てる。 

 

 

2. シナリオ２ 

このシナリオでは利用者が HPCI 環境を使用する際に，利用の手引き等に示されてい

るものと異なる結果が得られるなど，HPCI が提供するソフトウェアの不具合が疑われ

る事象に遭遇した場合を想定している。 

シナリオ２に対する処理は以下の各ステップからなる。 

 

【共通視点】 

- HPCI が提供するソフトウェアはそれぞれ保守を担当する開発チームが組織されていて，

HPCI事務局からの作業依頼に対応可能な体制が整えられていること。 

 

【HPCI事務局視点】 

- ヘルプデスクを設置し，運用する。 

 

【利用者視点】 

- HPCI 環境を使用中に想定外の動作や結果が得られる事象に遭遇したら，ヘルプデスク

に遭遇した事象を登録する。 

 

【HPCI事務局視点】 

- ヘルプデスクから新規案件が登録された旨の通知を受けたら，ヘルプデスク担当者は速

やかに案件の内容を確認し，HPCI が提供するソフトウェアの不具合が疑われる場合は

必要に応じて登録者に問い合わせを行い，事象の発生原因であると疑われる部位の特

定を行なう。 

 

【利用者視点】 

- 案件を登録した利用者はヘルプデスク担当者からの問い合わせがあれば，速やかに回

答する。 

 

【HPCI事務局視点】 

- 事象の発生原因であると疑われる部位が特定できたら，当該部位を担当する開発チー

ムにチケットの担当を割り当て，調査を依頼する。 

- ヘルプデスク担当者はチケットの進捗管理を行い，処理が滞留しないようにする。 
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【開発チーム視点】 

- 割り当てられたチケットに対応し，事象の発生原因を調査する。 

- 必要に応じて登録者に調査のための情報採取などを依頼する。 

 

【利用者視点】 

- 調査のための情報採取の依頼に対し，回答する。 

 

【開発チーム視点】 

- 必要に応じて調査用環境の使用を HPCI事務局に依頼する。 

 

【HPCI事務局視点】 

- 調査用環境提供のための調整を行ない，開発チームに回答する。 

 

【開発チーム視点】 

- 調査状況を適宜ヘルプデスクに登録する。 

- 調査が終了したら，調査結果とともに，チケットを HPCI 事務局に返却する。調査結果に

は原因が特定できたか否か。原因が特定できた場合にはその発生原因，対処方法（暫

定的・恒久的）が含まれる。 

 

【HPCI事務局視点】 

- 返却されたチケットの内容を確認し，原因が特定された場合にはその内容を確認し，暫

定的対処方法を登録者に回答する。 

- 原因が特定できない場合には，調査担当者を再割り当てし調査を継続する。 

- 開発を伴う対処方法を採用するかどうかを検討し，採用する場合は当該チケットに関連

づけられた開発案件を起案し，開発チームにチケット担当を割り当てる。 

 

【利用者視点】 

- 暫定的対処方法により，事象の発生が回避できることを確認し回答する。 

 

【HPCI事務局視点】 

- 情報共有 CMSに当該事象とその暫定対策について登録する。 

- 不具合の報告に関するチケットはクローズ処理を行なう。 
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3. シナリオ３ 

このシナリオでは利用者が HPCI アカウントのパスワードを忘れてしまった，証明書

のパスフレーズを忘れてしまった，などユーザレベルのインパクトが発生する場合を

想定している。 

シナリオ３に対する処理は以下の各ステップからなる。 

 

【HPCI事務局視点】 

- セキュリティ専用のヘルプデスクを設置し，運用する。 

 

【利用者視点】 

- HPCI アカウントのパスワードあるいはユーザ証明書のパスフレーズを忘れてしまった場

合には，セキュリティ専用のヘルプデスクに報告する。 

 

【HPCI事務局視点】 

- 利用者が HPCI アカウントのパスワードを忘れた場合には，当該利用者のプライマリセン

ターである IdP運用機関に対し，対応を依頼する。 

- 利用者がユーザ証明書のパスフレーズを忘れてしまった場合には，新たな証明書を発

行する手順を利用者に回答し，当該処理の終了とする。 

 

【IdP 運用機関視点】 

- 当該利用者に対し，パスワード再発行処理を実施する。 

- 処理が完了したことを HPCI事務局に連絡する。 

 

【HPCI事務局視点】 

- IdP 運用機関から処理が完了した旨の連絡を受けたことをもって，当該処理の終了とす

る。 

 

 

4. シナリオ４ 

このシナリオではシステムの脆弱性を発見した，などシステムレベルのインパクト

が発生する場合を想定している。 

シナリオ４に対する処理は以下の各ステップからなる。 

 

【共通視点】 

- HPCI 環境に参加する各機関は HPCI 向けのセキュリティ・インシデント・レスポンス・チー

ムを組織している。 
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【HPCI事務局視点】 

- セキュリティ専用のヘルプデスクを設置し，運用する。 

 

【共通視点】 

- システムの脆弱性を発見した場合，速やかにセキュリティ専用のヘルプデスクに報告す

る。 

 

【HPCI事務局視点】 

- インシデント・レスポンス・チームに対応を依頼する。 

 

【インシデント・レスポンス・チーム】 

- 各 HPCI環境参加機関の自組織におけるインシデントの場合，自組織内のインシデント・

レスポンスを実施すると共に，HPCI 事務局および他組織に当該インシデントを報告す

る。 

- 自組織内のインシデント・レスポンスの結果を HPCI事務局および他組織に報告する。 

- 各 HPCI環境参加機関の他組織におけるインシデントの場合，当該組織の資源を切り離

し，フォレンジックを実施，解除待機する。 

- 全てのインシデント・レスポンスが完了したことを HPCI事務局に報告する。 

 

【HPCI事務局視点】 

- インシデント・レスポンス・チームからの報告をもって当該処理の終了とする。 
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2.4.6 ヘルプフロー 

ここでは，HPCI 事務局が設置するヘルプデスクについて，どのように処理が行なわれる

かに関して記す。ヘルプデスクの運用を支援するためのソフトウェアとしてチケット管理

システムを採用することを想定している。チケット管理システムを用いることで HPCI 環境

における様々な問い合わせに対する対応状況を追跡し管理することが容易になる。 

 

チケット管理システムによるヘルプデスクの業務フローの概要を以下に示す。 

1. 案件の登録 

2. チケットの新規発行 

3. チケットのオープン 

4. チケットの担当割り当て 

5. チケットの処理と処理内容の記録 

6. チケットのステータス変更(必要に応じて) 

7. チケットの担当再割り当て 

（処理が完了するまで 5.～7.を繰り返し） 

8. チケットの完了承認 

9. チケットのクローズ 

 

これらの業務フローの各ステップの処理の詳細に関しては，平成 23 年度に検討し決定す

ることとするが，現段階で想定しているシナリオは以下の通りである。 

 

【HPCI事務局視点】 

- ヘルプデスクを設置し，チケット発管理システムにより案件管理を行なう。 

- ヘルプデスクは問い合わせの内容別に案件の管理ができる。 

 

【利用者視点】 

- Web インターフェース経由あるいはメール経由でヘルプデスクに対する問い合わせ案件

を登録する。 

- Web インターフェース経由で案件を登録する場合にはユーザ認証が必要となる。 

 

【HPCI事務局視点】 

- 登録された問い合わせに対して，チケットを新規発行する。 

- チケットをオープンし，担当者を割り当てる。 

 

【共通視点】 

- チケットを割り当てられた担当者は，チケットの内容を確認し適切に対応する。 
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- チケットに対する対応内容を登録する。 

- 自分に割り当てられたチケットの処理が完了したら，HPCI事務局に担当を戻す。 

 

【利用者視点】 

- チケット発行システムに対しサインオンし，自分が登録した案件に対する対応内容を確認

する。あるいは処理内容（の一部）をメールで受け取る。 

 

【HPCI事務局視点】 

- HPCI 事務局はチケットに対する対応内容を確認し，必要ならば担当者を再割り当てす

る。 

- チケットに対する対応が完了したと判断した場合には，案件登録者に問い合わせた内容

が解決したかどうか確認する。 

 

【利用者視点】 

- 案件が解決したかどうかの問い合わせに回答する。 

 

【HPCI事務局視点】 

- 案件が解決していれば，チケットのクローズ処理を行なう。 

- 案件が解決していなければ，チケットの担当者を再割り当てする。 

 

また，利用方法に関する問い合わせなど，同じような問い合わせが繰り返される場合に

はその内容を FAQ として公開することも想定している。 

 

【HPCI事務局視点】 

- 繰り返しヘルプデスクに登録される案件に対して，FAQ管理を行なう。 

 

【利用者視点】 

- 利用方法などについてヘルプデスクに問い合わせる前に，FAQ に自分の問い合わせた

い内容が登録されていないか確認する。 
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2.5 年度末フェーズ 

採択された HPCI 利用課題の代表者の，利用報告書提出義務の有無・報告書の内容・成果

評価の有無・成果公開の有無・公開の形態については，運営規則等で別途定められること

になる。本文書では，各課題の代表者に一定の報告が求められ，無償型・利用負担金減免

型の課題には成果評価が行われるものと仮定して，年度末に行われる業務を以下のように

まとめる。 

 

【共通視点】 

1. 利用報告書提出 

 HPCI事務局からの請求に基づき，各利用課題の代表者は，当該利用期間のHPCI

利用にかかる報告書を提出する。 

2. 成果評価 

 無償型・利用負担金減免型の課題については，HPCI 事務局（あるいはそれが諮問

する課題審査委員会）において，成果の評価を行う。 

3. 成果公開 

 HPCI事務局は，運営規則等の定めるところにより，成果公開の業務を行う。 
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3 基盤構築・運用基本仕様 

3.1 ユーザ管理支援 

3.1.1 マニュアル体系 

HPCI 事務局は以下のマニュアルを整備・保守し，Web で公開する。特に，資源提供機関

ごとの使い方に関しては，記述レベルや内容にバラつきがない様に，統一したフォーマッ

トでまとめられていること。 

3.1.1.1 ユーザ向け 

(1) クイックスタートガイド 

(2) 各種ユーザマニュアル 

 HPCIポータルユーザマニュアル 

 認証局ユーザマニュアル 

 認証ポータルユーザマニュアル 

 Proxy証明書リポジトリユーザマニュアル 

 ヘルプデスクユーザマニュアル（一般ユーザ向け） 

 情報 CMSユーザマニュアル（一般ユーザ向け） 

 GSI-SSHシステムユーザマニュアル 

 資源提供機関ごとのユーザマニュアル 

 先端ソフトウェア運用基盤ユーザマニュアル 

 緊急時対応ユーザマニュアル 

 

3.1.1.2 運用管理者向け 

3.1.1.2.1 資源提供機関向け 

(1) 管理者マニュアル 

 GSI-SSHシステム管理マニュアル 

 ヘルプデスクユーザマニュアル（管理者向け） 

 障害対応マニュアル 

 HPCI向けネットワーク・セキュリティ監査基準 

 

(2) セキュリティ・インシデント対応マニュアル 

 

3.1.1.2.2 HPCI 事務局向け 

(1) 管理者マニュアル 

 HPCIポータルシステム管理マニュアル 

 ヘルプデスクシステム管理マニュアル 

 情報共有 CMS管理マニュアル 
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(2) ヘルプデスク対応マニュアル 

 障害対応マニュアル 

 バグ報告対応マニュアル 

 セキュリティ報告対応マニュアル 

 その他の問い合わせ対応 

 

(3) セキュリティ・インシデント対応マニュアル 

 

(4) ユーザマニュアル 

 HPCIポータルシステムユーザマニュアル（管理者向け） 

 ヘルプデスクユーザマニュアル（管理者向け） 

 情報共有 CMSユーザマニュアル（管理者向け） 

 

3.1.1.2.3 認証局運用機関向け 

(1) 管理者マニュアル 

 認証局システム管理者マニュアル 

 証明書管理システム管理者マニュアル(UMS，MyProxy) 

 Shibbeoleth DS管理者マニュアル 

 

3.1.1.2.4 認証ポータル運用機関向け 

(1) 管理者マニュアル 

 認証ポータル管理者マニュアル 

 Proxy証明書リポジトリ管理者マニュアル 

 

(2) 障害対応マニュアル 

 

3.1.1.2.5 HPCI アカウント IdP 運用機関向け 

(1) 管理者マニュアル 

 HPCIアカウント IdP管理者マニュアル 

 

(2) 障害対応マニュアル 
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3.1.2 セキュリティ・ポリシー 

 

- HPCI としてのセキュリティ・ポリシーに関しては，基本的には HPCI 環境に参加する各機

関のセキュリティ・ポリシーに従うこととする。 

- 各資源提供機関内で発生したセキュリティ・インシデントについては各機関が責任を持っ

て対処しなければならない。 

- 各資源提供機関のセキュリティ・ドメインは独立しており，以下の要件を満たしているもの

とする。 

 セキュリティ・ポリシーやインシデント・レスポンスは各機関の内規に従う。 

 管理者権限（rootパスワード）は複数機関に跨って共有しない。 

 HPCI利用者は有効期限の制約されたクレデンシャルで各資源提供機関の資源

を利用するものとし，個人情報漏洩につながる操作（パスワード入力など）は行

わない。 

 同一グループに属さないユーザからの情報アクセスを制限できる。 

- HPCI全体としてのセキュリティ・インシデント対応のため，HPCI事務局，資源提供機関，

認証局運用機関など HPCI 環境の運用に参画するすべての機関は，それぞれ主担当・

副担当・事務補佐を選出して，インシデント・レスポンス・チームを組織する。 

- セキュリティ・インシデントが発生したときの情報伝達や対応の手順は別途定めることとす

る。 

- 全ての資源提供機関において，パブリック・ネットワークに接続されるサーバに対して適

用される，HPCI としてのネットワーク・セキュリティ監査基準を平成 23 年度に検討し策定

する。ネットワーク・セキュリティ監査基準に含まれる内容としては以下に示すものを想定

している。 

 設定すべき ACL(公開ポートや通信ホスト制限，およびそれらの組み合わせ) 

 不正アクセス検知システムの設置基準 

 セキュリティ・モニタ（マルウェア検出）の設置基準 

 監査すべきログとその保全基準および監査内容と頻度 
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3.1.3 課題およびアカウント区分 

3.1.3.1 利用課題について 

 

利用者が HPCI で提供される計算機資源・ストレージ資源を利用する者は利用を承認

された HPCI 利用課題のいずれかに課題従事者として属している必要がある。 

2.1.2 節で述べたように，本文書では利用課題は表 2.2 に示したような資源利用にか

かる負担金の支払い条件により３種類に区分されるものと想定し，利用課題の区分の

詳細については運営規則等で別途定められるものとする。 

 

HPCI 事務局は，利用課題を識別し管理するため，それぞれの利用課題には一意に決

まる HPCI 利用課題 ID を付与する。HPCI 利用課題 ID の付与に関する規則は平成 23

年度に検討し定めるものとする。 

 

また，利用課題は資源利用にかかる経費負担の集計単位でもあるため，各資源提供

機関は利用者がどの利用課題の経費負担によって資源を使ったかについて記録し，集

計できる必要がある。 

 

3.1.3.2 グループ名について 

GSI 認証を前提とする平成 23 年度の利用シナリオにおいては，ユーザが複数の利用

課題に含まれる場合でも，ユーザの証明書に対応付けられるローカルアカウントは 1

個に限られるため，GSI-SSH によるログインではユーザは証明書に対応づけられたロ

ーカルアカウントおよびそのデフォルトグループでログインすることとなる。この制

約の下での利用方法として，ユーザが資源を利用する際にどの利用課題の従事者とし

て利用するのかを，上述した HPCI 利用課題 ID に対応付けられた何らかの識別番号に

より明示的に指定してジョブ投入を行うなどが考えられる。この識別番号として，Unix

のグループ名を対応づけることを想定しているが，このグループ名が資源提供機関ご

とに不統一となった場合には，ユーザに煩雑な記憶を強いることになるため，統一グ

ループ名の可能性を検討するためのアンケート調査を行った（調査結果は付録に示す）。

このアンケート調査の結果に基づき，グループ名に関する検討を平成 23 年度に実施す

る。 

 

3.1.3.3 アカウント区分について 

2.1.1 節に示したように，HPCI を利用するために以下のような各種アカウント

(HPCI-ID を含む)を取得する 

- 一人の HPCI 利用者(ユーザ)に対して一個の HPCI-ID が割り当てられ，その HPCI-ID

にひも付けられた証明書が認証局から発行される。 
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- ユーザは Shibbolethや OpenIDなど異なる認証方式ごとに HPCIアカウントを取得するこ

とができ，それらの HPCIアカウントはユーザの HPCI-IDにひも付けられて管理される。 

- 資源提供機関の資源を利用するためのローカルアカウントは HPCIアカウントにひも付け

られる。 

- ユーザが複数の HPCI 利用課題に属している場合，どのようにローカルアカウントを割り

当てるかについては，各資源提供機関におけるグループ管理方式を踏まえてさらに検

討する必要がある。 
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3.1.4 HPCI-ID 運用規約 (案) 

HPCI-ID の運用に関する規約(案)を示す。引き続き検討し，平成 23 年度に決定する。 

 

3.1.4.1 (定義)  

- 「HPCI-ID」は，「HPCI 利用課題申請」に先立ち，「HPCI-ID 登録申請」に係る手続きに

則って HPCI-ID取得有資格者に発行される一意的な IDである。 

 

3.1.4.2 (資格)  

- e-Radにおける研究者番号を取得可能なものを HPCI-ID取得の有資格者とする。 

- e-Rad における研究者番号を取得できないもののうち，HPCI 利用資格を有するものは

HPCI-ID 取得の有資格者とする。HPCI 利用資格は別途定められているものとする。

e-Rad 研究者番号を代替する識別番号として何を用いるかなど，その取り扱いは平成 23

年度に検討する。 

 

3.1.4.3 (一意性と重複の排除)  

- 「HPCI-ID 登録申請 (交付)」においては，申請者を識別可能な個人識別番号 (e-Rad

研究者番号およびその代替個人識別番号) によって重複発行を抑止する。 

- 重複した HPCI-ID を保持していることが判明した場合は，速やかに「HPCI-ID 登録申請 

(廃止)」が行われるものとする。 

- 「HPCI 利用課題申請」に際して，重複した HPCI-ID を保持している課題実施者)が含ま

れている場合は，当該申請を受理しない。 

 

3.1.4.4 (利用者の識別と用途の限定)  

- 「HPCI-ID 登録申請 (変更，更新，廃止)」や緊急時対応の申込にあたっては，HPCI-ID

によって利用者を識別する。 

- 申請時に記載される「英文氏名」と HPCI-ID を電子証明書発行時に CN (Common 

Name) として電子証明書に記載し，GSI (Grid Security Infrastructure) 認証によるサイン

オン時にローカルアカウント名との対応付けに用いる。 

- ローカルアカウント名そのものに用いてよいか，などの詳細については HPCI-ID のフォ

ーマットとともに平成 23年度に検討する。 

- 上記以外の用途に HPCI-IDを用いない。 

 

3.1.4.5 (有効期間)  

- HPCI-ID の有効期間は発行から 10 年間経過した日からその当日を含む最初の年度末

とする。ここで，パスポートと同様な 10 年の有効期間が妥当であるかなどは引き続き検討

する。 
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- 「HPCI 利用課題申請」に際して，課題従事者のすべてが課題実施期間内で有効な

HPCI-IDを取得しているものとする。 

- 課題実施期間内に HPCI-IDの有効期間が終了する場合は，申請に先立って「HPCI-ID

登録申請 (更新)」が行われるものとする。 

 

3.1.4.6 (変更登録と登録情報の一貫性の維持)  

- HPCI-ID 登録時に申請した情報が変更された場合は，速やかに「HPCI 登録申請 (変

更)」が行われるものとする。 

- 「HPCI利用課題申請」に際して，申請代表者および副代表者は課題従事者の本人性確

認を身分証明書と照らして行い，その記録として身分証明書類の複製を提出することが

要請される。提出される証明書類の複製に記載されている情報が登録されている情報と

一致しない場合は，HPCI-IDの失効処置を行う。また，当該申請は受理しない。 

 

3.1.4.7 (失効と利用停止) 

- HPCI-IDは一時的な失効処理と失効からの復帰が可能である。 

- HPCI-ID が失効すると，HPCI-ID に対応づけられたローカルアカウントの利用が翌営業

日までに停止される。 

- HPCI-ID が失効から復帰すると，HPCI-ID に対応づけられたローカルアカウントの利用

が翌営業日までに再開される。 

- HPCI-IDは有効期間を過ぎても更新申請が行われていない場合は，即時失効処置を行

ない，猶予期間内に「HPCI-ID 登録申請 (更新)」あるいは「HPCI-ID 登録申請 (廃止)」

を行なうよう，HPCI-ID保持者に書面で通知する。 

- 「HPCI 利用課題申請」時に，HPCI-ID 取得資格を失っていることが判明した場合は，

HPCI-ID の失効処置を行う。その際は，当該課題従事者が含まれる利用課題申請は受

理せず，その旨をHPCI-IDの保持者とHPCI利用課題代表者および連絡責任者に書面

で通知する。 

- 資源提供機関がローカルアカウントを発行する際に，課題実施者が HPCI利用資格を有

していないことが判明した場合は，HPCI-IDの失効処置を行う。既に採択されている他の

利用課題に当該課題従事者が含まれる場合は，HPCI-ID が失効された翌営業日までに

すべてのローカルアカウントの利用停止措置をおこない，それらの処置を行った旨を

HPCI-IDの保持者とHPCI利用課題代表者および連絡責任者に電子メールおよび書面

で通知する。HPCI-IDの失効処理において他の課題に含まれて 

- 課題代表者のHPCI-IDが失効した場合は，課題副代表者に業務を代行させ，すみやか

に体制の復帰を促す。課題副代表者および連絡責任者のHPCI-IDが失効した場合は，

すみやかに体制の復帰を促す。1 ヶ月以内に体制が整わない場合は，利用課題実施の

実施停止措置を行う。 
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3.1.4.8 (廃止) 

- HPCI-IDは恒久的な廃止処理が可能である。 

- HPCI-IDが廃止されると，当該 HPCI-IDに対応づけられた電子証明書は失効される。 

- HPCI-IDを保持しているものがHPCI-ID取得資格を失った場合は，速やかに「HPCI-ID

登録申請 (廃止)」が行われるものとする。 

- HPCI-ID は有効期間を過ぎても更新申請が行われず，さらに猶予期間内に更新申請が

行われない場合は，即時廃止処置を行ない，HPCI-ID保持者に書面で通知する。 

- HPCI-IDが廃止された場合，再発行時は異なる HPCI-IDを発行する。 

 

3.1.4.9 (照合コード) 

- 「HPCI利用課題申請」のWebポータル上での自動申請処理案では入力フォームにおい

て，課題従事者の HPCI-ID を入力する際に，誤入力を防止するための照合コード(4 桁

数字を想定)を発行する。当該フォームにおいて，HPCI-ID と照合コードを入力すること

によって英文氏名(displayName)を呼び出すことができる。 

- それ以外の用途に照合コードを用いない。 

- HPCI 利用課題申請に先立って，課題に従事する HPCI-ID 保持者が課題申請を行う課

題代表者に照合コードを伝達する。 

- 照合コードは，HPCI-ID 保持者が随時更新することが出来る。また，公募期間ごとに自

動的に更新される。 

- 同じ英文氏名を持つ複数の HPCI-ID 保持者に対しては，異なる照合コードが発行され

ることを保証する。 
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3.1.5 HPCI-ID に関わる申請窓口業務 

HPCI 事務局は，随時，「HPCI-ID 取得有資格者」からの「HPCI-ID 登録申請」を受け付け，

HPCI-ID の交付，変更，更新および廃止処置を行う。HPCI 運用に際して，HPCI-ID の一時

的な失効が必要となった際は，失効処置を行ない，その旨を関係者に通知する。 

 

3.1.5.1 HPCI-ID 運用規約 

 

- HPCIコンソーシアムが定める「HPCI-ID運用規約」に則って「HPCI-ID登録申請」に係る

運用業務を行う。 

 

3.1.5.2 HPCI-ID 登録申請 

- 「HPCI-ID登録申請」は，Webポータルで随時受け付ける。 

 

3.1.5.2.1 交付申請 

 次の属性情報を記載可能な「HPCI-ID登録申請（新規）」用Web入力フォームを作

成し，「HPCI-ID管理簿」と連動させること。 

 氏名 (和文，英文) 

英文氏名は，電子証明書発行時に CN (Common Name) として参照する 

 申請時の属性情報 

所属，職名・身分，連絡先 (住所，電子メールアドレス，電話およびファックス

番号) 

 所属組織が変わっても個人を識別可能な番号: e-Radの研究者番号 

なお，一部の利用有資格者は，e-Rad の研究者番号を取得できないことが想

定される。その場合に代替となる個人識別番号を記載できること。 

 その他，プライマリセンターの指定をどこで行うかなどの画面設計の詳細は平成

23年度に検討する。 

 

 HPCI-ID登録申請用Webフォームの画面案を図 3.1に示す。この画面案では，登

録，変更，廃止のそれぞれの申請を同一画面上で行うようになっている。 
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 入力フォームは必要に応じて改版すること。その場合は「HPCI-ID 管理簿」と連動を

維持すること。 

 次の場合，HPCI-IDは発行されない: 

 必須入力項目 (和文氏名，英文氏名，所属，職名・身分，連絡先 (住所) が

未入力または形式エラー 

 e-Rad 研究者番号あるいはその代替となる個人識別番号が未入力または形式

エラー 

 e-Rad研究者番号あるいはその代替となる個人識別番号の重複 

 e-Rad 研究者番号あるいはその代替となる個人識別番号の重複が検出された場合

は，重複先の HPCI-IDを含めて検証を行う。 

 HPCI-ID の発行段階では，HPCI-ID 取得者が HPCI 利用有資格者か否かの確認

は行わない。 

 e-Rad 研究者番号による当該研究者の属性情報の参照はできない(本人確認

など)ため，利用有資格者か否かの確認は「HPCI 利用課題申請」時に身分証

明書類の複写が添付されるのでその時点で照合することとする。また，採択さ

れた「HPCI 利用課請」に対し，資源提供機関においてローカルアカウントを登

録処理する際に各資源提供機関の登録窓口により確認されることとする。その

照合・確認方法などについての詳細は平成 23年度に検討を行う。 

HPCI-IDの管理

① HPCI-ID登録・変更・廃止申請

氏 名
英 文

和 文

所 属

身 分

連 絡 先

郵 便 番 号

住 所

電 話 番 号

F A X 番 号

電 子 メ ー ル

e - R a d 研 究 者 番 号

郵 便 番 号 か ら 住 所
検 索

-

必 須

必 須

必 須

必 須

必 須

姓 名

登 録 ・ 変
更

廃 止

必 須

任 意

任 意

必 須

送 信 確 認

必 須

外国在住の場合?

e-Rad研究者番号を取得でき

ない利用有資格者の場合?

図 3.1 HPCI-ID登録申請用 Webフォーム画面(案) 
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 利用資格の確認処理において不適正と判断された HPCI-IDは失効する。 

 本人からの申請であることを確認する方法に関してはを引き続き検討する必要があ

る。 

 

3.1.5.2.2 属性変更申請 

 次の属性情報を記載可能な「HPCI登録申込書 (変更)」Web入力フォームを作成し，

「HPCI-ID管理簿」と連動させること。 

 HPCI-ID 

 氏名 (和文，英文) 

英文氏名は，電子証明書発行時に CN (Common Name) として参照する 

 変更する属性情報 

所属，職名・身分，連絡先 (住所，電子メールアドレス，電話およびファックス

番号) 

 次の場合，属性変更処理は行わない: 

 必須入力項目 (和文氏名，英文氏名，所属，職名・身分，連絡先 (住所) が

未入力または形式エラー 

 e-Rad 研究者番号あるいはその代替となる個人識別番号が未入力または形式

エラー 

 e-Rad 研究者番号あるいはその代替となる個人識別番号が HPCI-ID 管理簿に

登録されている情報と一致しない 

 e-Rad研究者番号あるいはその代替となる個人識別番号の HPCI-ID管理簿との不

一致が検出された場合は，入力された e-Rad研究者番号あるいは代替個人識別番

号，HPCI-IDを含めて検証を行う。 

 本人からの申請であることを確認する方法に関してはを引き続き検討する必要があ

る。 

 

3.1.5.2.3 更新申請 

 次の属性情報を記載可能な「HPCI登録申込書 (更新)」Web入力フォームを作成し，

「HPCI-ID管理簿」と連動させること。 

 HPCI-ID 

 氏名 (和文，英文) 

英文氏名は，電子証明書発行時に CN (Common Name) として参照する 

 次の場合，更新処理は行わない: 

 必須入力項目 (和文氏名，英文氏名，所属，職名・身分，連絡先 (住所) が

未入力または形式エラー 
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 e-Rad 研究者番号あるいはその代替となる個人識別番号が未入力または形式

エラー 

 e-Rad 研究者番号あるいはその代替となる個人識別番号が HPCI-ID 管理簿に

登録されている情報と一致しない 

 e-Rad研究者番号あるいはその代替となる個人識別番号の HPCI-ID管理簿との不

一致が検出された場合は，入力された e-Rad研究者番号あるいは代替個人識別番

号，HPCI-IDを含めて検証を行う。 

 本人からの申請であることを確認する方法に関してはを引き続き検討する必要があ

る。 

 

3.1.5.2.4 廃止申請 

 次の属性情報を記載可能な「HPCI登録申込書 (廃止)」Web入力フォームを作成し，

「HPCI-ID管理簿」と連動させること。 

 HPCI-ID 

 氏名 (和文，英文) 

英文氏名は，電子証明書発行時に CN (Common Name) として参照する 

 次の場合，廃止変更処理は行わない: 

 必須入力項目 (和文氏名，英文氏名，所属，職名・身分，連絡先 (住所) が

未入力または形式エラー 

 e-Rad 研究者番号あるいはその代替となる個人識別番号が未入力または形式

エラー 

 e-Rad 研究者番号あるいはその代替となる個人識別番号が HPCI-ID 管理簿に

登録されている情報と一致しない 

 e-Rad研究者番号あるいはその代替となる個人識別番号の HPCI-ID管理簿との不

一致が検出された場合は，入力された e-Rad研究者番号あるいは代替個人識別番

号，HPCI-IDを含めて検証を行う。 

 本人からの申請であることを確認する方法に関してはを引き続き検討する必要があ

る。 

 

3.1.5.3 緊急時対応 

- HPCI-IDを忘れた場合の他，どのようなケースを想定すべきか，引き続き検討が必要。 

 

3.1.5.4 Web ポータル上での各種申請処理の自動化(案) 

Web ポータル上での各種申請の処理を自動化し，HPCI 事務局の作業コストを削減す

るための方式として以下に示す案を検討した。 

- 有効な HPCI アカウントを持たない利用者は，HPCI 事務局によって承認された IdP のア
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カウントによってWebポータルの初回認証を行うことで，HPCI-IDの交付申請や変更・更

新・廃止申請を行うことができる。 

 Webポータルは，次の二段階の操作で申請者からの各種申請を受け付ける: 

 第一段階として，既存の IdP (情報基盤センターが提供する Shibboleth IdP

や，認定された商用 OpenID プロバイダ) に認証を移譲し，電子メールアドレス

の登録と IdP毎の ID識別子(Shibbolethの場合は IdPから提供される ePPN: 

eduPersonPrincipalName，OpenID の場合は個人識別用 URL) の対応付けを

行う(図 3.2)。 

 この対応付けは複数可能とし，特に，HPCIアカウントが Shibboleth IdP運用機

関に登録された場合は，その ePPNでも認可されるよう自動登録する。 

 第二段階として，登録された電子メールアドレスに対して申請用 Webフォームの

一時 URLを送付し，申請情報の登録を受け付ける。一時 URLは，libuuidによ

って自動生成された uuidを含み，1時間で無効化する。 

 HPCI-ID交付申請においては，3.1.5.2.1節に示した形式的なエラーがなけれ

ば自動的に HPCI-IDを発行する。 

 

 
 

 

- 有効な HPCI アカウントを持つ利用者は直接 Web ポータルにサインオンすることで自分

の HPCI-IDに関する変更・更新・廃止申請を行うことができる。 

- HPCIアカウントでサインオンした場合と非HPCIアカウントでサインオンした場合では，図 

非HPCIアカウントによる

ポータルへのアクセス

① HPCIアカウント発行前には、

HPCIアカウントによる認証が行えないため、

既存IdPによる仮認証を受ける

1-1) Shibboleth IdP

•情報基盤センターの全国共同利用アカウント

•「学認」連携アカウント

1-2) OpenID

• Google ID (Gmailなどと共通)

• Yahoo! ID

②電子メールアドレスの入力を受け付け、

“ID@IdP” との紐付けを行う

③入力フォームの一時URLを電子メールで送信し、

HPCI-ID登録申請を受け付ける

②電子メールアドレスを入力

電子メールアドレスと
IDと IdPの対応を登録

③入力フォームの一時URLを電子メールで送信

電子メールアドレス: 

https://hpcilogon.jp/hpci-id-enroll/

ACB51458-CA13-40B8-BFBE-AB3CEB47B431.html

Shibboleth IdPで認証 OpenID IdPで認証

HPCI-ID管理簿

Webポータルの初回認証
①既存IdPによる認証

図 3.2 Webポータルの初回認証 
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3.3 に示すようにポータル上で利用できる機能に差がある（この図では後述するようにポ

ータル上からHPCI利用課題の申請，HPCIアカウントの管理も行うことを想定している）。

すべての機能を利用するためには HPCIアカウントでサインオンしなければならない。 

 

 

 

- 利用課題申請 Web フォームなどで HPCI-ID の入力する際に，入力ミスを事前に防止す

る機能があると，HPCI 事務局が HPCI-ID の正当性を確認するための労力を削減するこ

とができる。そのための仕組みとして HPCI-ID 照合コードを用いる方法を検討した。図 

3.4に示すように，Webフォームに入力したHPCI-IDが正しいことを照合コードにより照会

して確認することが可能となる。 

 

 

 

非HPCIアカウント HPCIアカウント

HPCI-IDの管理

登録・変更・廃止 ○ ○

照合コードの参照と再生成 ○ ○

IdPの追加と削除 ○ ○

HPCI利用課題の申請
新規 ○ ○

変更・継続 × ○ (代表者のみ)

HPCIアカウントの管理

アカウント発行状況の確認 ○ ○

電子証明書の発行と更新 × ○

代理証明書のダウンロード × ○

HPCI-IDの管理

② HPCI-IDおよびHPCI-ID照合コードの照会と照合コードの再生成

HPCI-ID 照合コード 再 生 成

HPCI-ID照合コード (仮称) によるHPCI-IDの入力補助

HPCI利用課題申請入力フォーム

HPCI-IDと
「照合コード」を照合し、

英文氏名と
HPCIアカウント発行状況を返す

HPCI-ID管理簿

HPCI利用課題申請入力フォーム

HPCI利用課題申請入力フォーム

正

誤

Click!

2011A0001 1234

2011A0001 1234

2011A0001 1234

Manabu Higashida 発行済

照合できませんでした

公募期間前に自動的に再生成

図 3.3 HPCIアカウント/非 HPCIアカウントによる認証と認可 

図 3.4 HPCI-ID照合コード 
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- 本案については平成 23年度に引き続き検討を行うこととする。 

 

3.1.5.5 HPCI-ID 管理簿の操作 

3.1.5.5.1 登録処理 

 

 HPCI-IDは，「HPCI-ID管理簿」に「HPCI-ID登録申請」Web入力フォームから属

性情報とともに登録され，HPCI-ID の有効期間(10 年間を想定)満了後，一定

の保持期間 (3年間を想定) 保持する。 

 e-Rad研究者番号または代替個人識別番号によって重複登録を抑止する。 

 更新履歴を残し，遡って閲覧が可能であること。 

 「HPCI 利用課題管理簿」から HPCI-ID をキーとして属性情報を参照することが

可能であること。 

 Shibboleth IdP 運用機関に対して，HPCI-ID をキーとして英文氏名を提供可

能であること。 

 HPCI-ID が登録された場合は，翌営業日までにローカルアカウントへの対応付

けが開始されること。 

 

3.1.5.5.2 失効処理と失効からの復帰処理 

 

 一時的な失効処理と失効からの復帰処理が可能であること。 

 失効・復帰処理を行った場合に，「HPCI 利用課題管理簿」と「HPCI 提供資源管

理簿」から関連する「HPCI 利用課題 ID」と「HPCI 提供資源名」を抽出できるこ

と。 

 HPCI-ID が失効した場合は，翌営業日までにローカルアカウントへの対応付け

を停止できること。 

 HPCI-ID が失効から復帰した場合は，翌営業日までにローカルアカウントへの

対応付けを再開できること。 

 

3.1.5.5.3 廃止処理 

 

 恒久的な廃止処理が可能であること。 

 HPCI-IDが廃止された場合は，証明書の失効処理を行うこと。 

 HPCI-ID が廃止された場合は，一定の保持期間 (3 年間を想定) 経過後，完

全にデータが削除されること。 
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3.1.6 提供資源管理業務 

HPCI 事務局は，課題審査委員会，資源提供連携ネットワーク委員会(仮称)および個々の

資源提供機関の業務窓口と連絡し，資源提供連携ネットワーク委員会(仮称)が取りまとめる

提供資源リストを管理する。資源リストの更新頻度と更新時期に関しては別途運営規定等

で定められるものとするが，ここでは年 2 回を想定する。課題審査委員会は提供資源リス

トから資源割り当てを行う。資源割り当ての頻度と時期は別途運営規定等で定められるも

のとするがここでは年 2 回を想定する。HPCI 事務局は，割り当てられた資源を資源提供連

携ネットワーク委員会(仮称)に通知すると同時に，個々の資源提供機関との連携用データベ

ースを更新する。提供資源管理業務に関しては平成 23 年度に引き続き検討する。 

 

3.1.6.1 HPCI 提供資源管理簿 

- 資源提供連携ネットワーク委員会 (仮称) が年2回 (1月末，6月末) に作成する提供資

源リストを「HPCI 提供資源管理簿」で管理すること。提供資源リストは，各資源提供機関

から提供される以下の情報を含む。「HPCI 提供資源管理簿」は，これらの情報を格納可

能であること。 

 提供資源名 

 ハードウェアおよびソフトウェア仕様 

 AUP/SLA 

 割当て単位と割当て可能量  

 提供可能期間 

 

- 「HPCI 提供資源管理簿」は，提供資源の割当て単位ごとに割当て可能量と提供可能期

間を予約管理できること。課題審査委員会で資源割当ての検討できるようにオンラインで

予約マップを表示し，予約割当てが可能であること。 

 

- 「HPCI提供資源管理簿」を元に，HPCI利用課題募集要項とHPCI利用課題申込書を更

新し，年 2回 (2月，7月の 1 ヶ月間を想定)，HPCI利用課題公募を行うこと。 

 

- 「HPCI提供資源管理簿」を元に，課題審査委員会に対して，割当て可能な提供資源リス

トを提出すること。 

 

- 課題審査委員会が各利用課題に割り当てた資源量と課題実施期間を「HPCI 提供資源

管理簿」に反映し，資源提供連携ネットワーク委員会 (仮称) に通知すると同時に，個々

の資源提供機関との「連携用データベース」(後述)を更新すること。 

 

- 課題審査委員会によって利用課題に対して資源の割り当てが行われた後に，未割当て
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になっている資源の取り扱いに関しては，資源提供機関が回収し一般利用に組み込む

などが検討されたが，HPCストレージの扱いなども含め平成 23年度に引き続き検討を行

う。  

 

3.1.6.2 連携用データベース 

- 「連携用データベース」は，資源提供機関 / 提供資源 / 利用課題 (HPCI 利用課題

ID = グループ・ニックネーム)という階層で情報を保持すること。 

 

- 利用課題に対して次の属性情報を保持できること 

 割当てられた資源量 

 課題実施期間 

 課題実施者の HPCI-IDのリスト 

 HPCI-ID と英文氏名の対応リスト (IdP運用機関のみ) 

 

- 資源提供機関毎にホストベースのアクセス制限を設定し，公開鍵による認証と，通信を暗

号化して閲覧が可能であること。 

 

- 履歴管理が可能であること。 

 

- 資源提供機関が自動的なスクリプト処理によって定期的に grid-mapfile を自動生成可能

なように配慮されていること。 

 

3.1.6.3 Web ポータル上での各種処理の自動化(案) 

 資源提供機関に対し，Webポータル上から提供資源の登録が行えるよううなイン

ターフェースを提供する(図 3.5)。 

 詳細に関しては平成 23年度に検討する。 
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HPCI提供資源の管理

① HPCI提供資源の管理

提供資源 (計算資源):

資源提供機関 提供資源 提供単位 口数

削 除

追 加

提供資源 (ストレージ資源):

資源提供機関 提供資源 提供単位 口数

削 除

追 加

図 3.5 提供資源の登録インターフェース(案) 
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3.1.7 アカウント申請および作成手続き 

ここでは，2.2節および 2.3節の利用シナリオにもとづいて，アカウント申請および作成手続きに

関する以下の処理フェーズごとに HPCIに参加する各機関に対する基本仕様をまとめる。 

 

想定する処理： 

1. HPCI利用申請受付 

2. 利用資格審査 

3. 課題審査 

4. 審査結果通知 

5. HPCIアカウント発行 

6. ローカルアカウント作成 

7. クライアント証明書（ユーザ証明書）発行 

8. grid-mapfile設定 

9. 利用可能通知 

10. HPCI利用課題管理簿の操作 

 

3.1.7.1 HPCI 利用申請受付 

HPCI 事務局は，別途運営規定等で定められる HPCI 課題公募期間に，HPCI 利用有資

格者からの HPCI 利用申請を受け付ける。 

(1) 前提条件 

 HPCIの利用資格は別途定められていることとする。 

 利用課題公募に関する規約が別途定められていること。規約には公募スケジュ

ールなどが定められているものとする。 

 「HPCI 利用課題申請」は，課題名と概要，課題代表者と副代表者，連絡責任者

および課題実施者，利用を希望する資源を記載し，所属機関長の職印を伴っ

て HPCI事務局へ電子メールおよび郵送で申請する。 

 

(2) HPCI 事務局に対する要件 

 利用課題公募に関する規約に基き，利用課題公募の要項を作成し，公表する

こと。 

 利用課題申請に関する情報を管理するため，「HPCI 利用課題管理簿」を作成・

保守すること。 

 「HPCI利用課題申請」は，課題公募期間ごとに受け付けを行う。 

 次の属性情報を記載可能な「HPCI 利用課題申請」用 Web フォームを作成し，

「HPCI利用課題管理簿」と連動させること。 

 課題代表者の氏名と HPCI-ID 
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 課題副代表者の氏名と HPCI-ID (最低 1名) 

 連絡責任者の氏名と HPCI-ID，連絡先 (住所，電子メールアドレス，電話

およびファックス番号) 

 課題実施者の氏名と HPCI-ID，役割・担当分野 

 外国籍の実施者が含まれる場合は，国籍と現居住地と勤務年数 (1 年未

満の場合は月数) を補記 

 課題名 

 概要 (目的・意義・必要性，利用計画，これまでの業績・成果) 

 希望する資源と割当量，それらの利用計画 

 所属機関長の職・氏名と職印 

 募集要項と記載内容への誓約確認 

 課題実施者の本人性確認情報 

 

 利用課題申請用 Web フォームの画面案を図 3.6～図 3.9に示す。図中の「照

合コード」は 3.1.5.4 節で述べた Web ポータル上での申請処理を自動化案で

導入される，HPCI-IDの入力を支援するためのものである。 

 

 

HPCI利用課題の管理

① HPCI利用課題の新規申請 (1 of 4)

課題代表者:

HPCI-ID 照合コード 英文氏名
HPCIアカウント

発行状況
本人性
確認

照 合

課題副代表者:

削 除

追 加

HPCI-ID 照合コード 英文氏名
HPCIアカウント

発行状況
本人性
確認

照 合 ✔

HPCI-ID 照合コード 英文氏名
HPCIアカウント

発行状況
本人性
確認

照 合 削 除

追 加

課題実施者:

プライマリセンターに対して身

分証明書の複写の提出が必要か

否か?

図 3.6 利用課題申請用 Webフォーム画面(案) 1/4 
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HPCI利用課題の管理

① HPCI利用課題の新規申請 (2 of 4)

別紙に
記載

課 題 名

概 要

目 的 ・ 意 義 ・
必 要 性

利 用 計 画

こ れ ま で の
業 績 ・ 成 果

必 須

別 紙
可

別 紙
可

別 紙
可

添 付
フ ァ イ ル の 参

照 …

文面をグループワークする場合

を想定して、別紙のアップロー

ドに替えることも可

HPCI利用課題の管理

① HPCI利用課題の新規申請 (3 of 4)

利用希望資源 (計算資源):

資源提供機関 提供資源 提供単位 口数

削 除

追 加

利用希望資源 (ストレージ資源):

資源提供機関 提供資源 提供単位 口数

削 除

追 加

図 3.7 利用課題申請用 Webフォーム画面(案) 2/4 

図 3.8 利用課題申請用 Webフォーム画面(案) 3/4 



60 

 

 

 

 

 入力フォームは必要に応じて改版すること。その場合は「HPCI利用管理簿」と連

動を維持すること。 

 電子申請システムは重要事項を入力するための Webフォーム，入力された情報

から所定の書式に従った申請書の PDFファイルを作成し，それを申請者が保存

できる機能を提供すること。 

 HPCI利用課題管理簿で管理される情報には Webフォームで入力された申請情

報，申請者から郵送される押印された申請書，本人性確認情報が含まれる。 

 HPCI利用課題管理簿に登録された Web フォームで入力された情報，申請者か

ら郵送された情報を照合し，内容が一致しない課題については，申請者に差し

戻す。差し戻した申請の取り扱いについては別途定める必要がある。 

 

(3) Web ポータル上での申請処理の自動化(案) 

HPCI利用課題申請に関しても，Web ポータル上での申請処理の自動化案を採用す

ることを検討した。 

 3.1.5.4節と同様に，有効な HPCIアカウントを持たない利用者は，HPCI事務局

によって承認された IdPのアカウントによって Webポータルの初回認証を行うこ

とで，HPCI利用課題新規を行うことができる(図 3.3参照)。 

 「HPCI利用課題申請」Web入力フォームに HPCI-IDを入力する際は，セキュリテ

ィコードと照合することで HPCI-ID 保持者の英字氏名 (displayName) を表示

HPCI利用課題の管理

① HPCI利用課題の新規申請 (4 of 4)

連 絡 先

郵 便 番 号

住 所

組 織 ・ 部 門

電 話 番 号

F A X 番 号

電 子 メ ー ル

住 所 検 索-必 須

必 須

必 須

必 須

必 須

連絡責任者:

HPCI-ID 照合コード 英文氏名
HPCIアカウント

発行状況
本人性
確認

照 合

必 須 送 信 確 認

連絡責任者が事務方ならHPCI-ID

はいらない?

一 時 保 存
申 請 ・ 印

刷
削 除

所属機関長の職・氏名 職印

申込書を印刷し、所属機関長の

職印を押し郵送する

図 3.9利用課題申請用 Webフォーム画面(案) 4/4 
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し，誤入力を防止する。課題登録時に，課題従事者すべてに課題名を電子メ

ールで通知する事で，HPCI-ID が参照され，課題に従事者として含まれたこと

を通知する。 

 概要などの長文は Word文書の添付でフォーム入力に替えることができる。その

場合は，添付文書に記載されていることをチェックボックスで確認できるように

配慮する。 

 詳細は平成 23年度に設計することとする。 

 

 

3.1.7.2 利用資格審査 

HPCI 事務局は，受け付けた利用課題のすべての課題従事者が HPCI 利用資格を満た

していることを確認する。 

(1) 前提条件 

 この段階での利用資格の確認は，形式的なものとなる。 

 本人性確認情報として提出される書類に，HPCI 利用資格を確認することができ

るものが含まれているものとする。 

 HPCI 利用資格を確認するための書類としてどのようなものを採用するかなどの

詳細については平成 23年度に検討する。 

 

(2) HPCI 事務局に対する要件 

 申請を受け付けた利用課題のすべての課題従事者に対し，本人性確認のため

の書類として指定されたものが提出されていることを確認する。 

 利用資格を確認できないメンバーが含まれる課題については，申請者に差し戻

す。差し戻した申請の取り扱いについては別途定める必要がある。 

 

 

3.1.7.3 課題審査 

HPCI 事務局は，利用資格審査を経た利用課題申請を集約し，それらの審査を課題審

査委員会に付議する。 

(1) 前提条件 

 課題審査委員会の設置・運営について別途定められていることとする。 

 課題審査委員会に関する HPCI事務局の役割についても規定されることとする。

ここでは，課題審査委員会における審査のために必要な書類の準備と配布を

行うものと想定する。 
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(2) HPCI 事務局に対する要件 

 課題審査委員会における審査のために必要な書類の準備と審査委員への配

布を行う。 

 

(3) Web ポータル上での申請処理の自動化(案) 

 課題審査委員会の各委員に対し，審査に必要な書類を Web ポータル上から取

得することができるようなインターフェースを提供する(図 3.10)。 

 詳細に関しては平成 23年度に検討する。 

 

 

 

 

 

3.1.7.4 採否通知 

HPCI 事務局は課題審査委員会の審査結果を利用課題の連絡責任者に連絡する。申請

通りの負担金減免が認められなかった課題については，審査結果を受け入れるかどう

かの意思を確認する。 

(1) HPCI 事務局に対する要件 

 課題審査委員会の審査結果を利用課題の連絡責任者に通知する。 

 無償型・利用負担金減免型の申請課題について，申請時の希望通りに採択さ

利用課題審査委員会視点: 
HPCI利用課題の審査

HPCI-ID管理簿 HPCI利用課題管理簿 HPCI提供資源管理簿

利用者 HPCI事務局 課題審査委員会 資源提供機関

提供資源の割当てを検討す

るための情報を多面的に提

供

図 3.10 Webポータルからの審査書類の配付(案) 
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れなかった場合には課題審査によって決定された利用者負担を受け入れるか

どうかを回答するよう連絡責任者に依頼する。審査結果を受け入れない場合に

は申請を却下する。 

 課題審査委員会の審査結果および利用意思の回答に基づき，それぞれの課

題に対して HPCI利用課題 ID を発行し(HPCI利用課題 IDの発行規約は別途

運営規則等で定められるものとする)，利用を許可された資源に関する情報とと

もに，利用課題管理簿に登録する。 

 

 

3.1.7.5 HPCI アカウント発行 

HPCI 事務局は，課題審査委員会の審査結果および申請者による利用意思の回答結果

に基づき，HPCI アカウントの発行処理を依頼する。 

(1) 前提条件 

 HPCIアカウントの発行依頼は利用課題ごとに行なう。 

 資源提供機関として，Shibboleth 認証を行う機関と OpenID などを認証に用い

る機関を想定する。 

 Shibboleth 認証を用いる資源提供機関を利用する場合，HPCI アカウント発行

時に，プライマリセンターにおいて，利用課題の課題従事者の本人性確認およ

び利用資格の確認を行う。本人性確認の手続きとしては，当該課題従事者の

身分証と利用資格を有することが確認できる書類の複写を提示することを要件

とする。本人確認手続きの詳細についてはさらに検討を行う。 

 OpenIDなどを認証に用いる資源提供機関のみを利用する利用課題の場合に，

HPCI 利用資格を確認する手順については平成 23 年度に検討を行うものとす

る。 

 同一の利用者が複数の課題の新規メンバーとして同時に HPCI アカウントの発

行を受ける場合，各課題のプライマリセンターが異なっていると，当該利用者に

複数の HPCI アカウントが交付される可能性がある。このような場合でも証明書

は 1通しか交付されないような認証基盤を構築する必要がある。 

 HPCI-ID管理簿には，当該 HPCI-ID を所有する利用者の HPCI アカウント取得

状況に関する情報も含まれているものとする。 

 

(2) HPCI 事務局に対する要件 

 当該利用課題が Shibboleth 認証を行なう資源提供機関を利用する場合は，

その課題のプライマリセンターに課題従事者の HPCIアカウントの発行処理およ

びその結果の連絡を依頼する。依頼時には課題従事者の HPCI-ID および

HPCI アカウント取得状況情報を添付する。同時に，利用課題の連絡責任者に，
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プライマリセンターにおいて課題従事者の本人確認手続きを行うよう連絡する。 

 プライマリセンターから当該利用課題の課題従事者に関する HPCI アカウント発

行結果の連絡を受けたら，その内容で HPCI-ID管理簿を更新する。 

 当該利用課題が OpenID などを認証に用いる資源提供機関を利用する場合は，

利用課題の連絡責任者に課題従事者がHPCIアカウントの自己取得を行い，そ

の結果を HPCI事務局に通知するよう依頼する。 

 OpenIDなどを認証に用いる場合のHPCIアカウント取得結果の連絡を受けたら，

その内容で HPCI-ID管理簿を更新する。 

 

(3) プライマリセンターに対する要件 

 当該利用課題のすべての課題従事者の HPCI アカウント取得情報を確認し，有

効な HPCI アカウントを保有していない場合には，HPCI アカウントの発行手続き

を行なう。 

 当該利用課題のすべての課題従事者の本人確認手続きを行ない，HPCI-ID と

HPCI アカウント取得情報を HPCI 事務局に，発行した HPCI アカウントに関する

情報を利用課題の連絡責任者にそれぞれ通知する。 

 

 

3.1.7.6 ローカルアカウント作成 

(1) 前提 

 利用課題ごとに統一グループ名が付与されているものとする。 

 統一グループ名に関する議論については，3.1.3.2節を参照のこと。 

 

(2) HPCI 事務局に対する要件 

 各採択課題について，HPCI アカウントの作成完了の通知を受けたあと，当該課

題で利用する資源提供機関に，以下の情報を通知する。 

 課題に付与された統一グループ名 

 課題が利用を承認された資源提供機関およびその資源の一覧 

 課題に参加している全利用者の一覧(HPCI-ID，HPCIアカウントを含む) 

 

(3) 資源提供機関に対する要件 

 HPCI 事務局から送付された情報に基づき，各利用者に必要なローカルアカウ

ントを用意する。 

 当該利用者がすでに有効なローカルアカウントを保持している場合には，それ

を流用してもよい。但し，その利用者が当該利用課題の経費負担によってその

資源を利用できるよう必要なグループ設定等を行なう。 
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 ローカルアカウントが用意できたら，その旨を利用課題の連絡責任者および

HPCI事務局に通知する。 

 

 

3.1.7.7 クライアント証明書（ユーザ証明書）発行 

(1) HPCI 事務局に対する要件 

 HPCI-IDとHPCIアカウント情報を認証局運用機関に通知し，証明書発行のため

の準備を依頼する。 

 利用課題の連絡責任者に対し，認証ポータルにアクセスして証明書発行のた

めの手続きを実施するように通知する。 

 

 

3.1.7.8 grid-mapfile 作成 

(1) HPCI 事務局に対する要件 

 資源提供機関が自動的なスクリプト処理によって定期的に grid-mapfile を自

動生成可能なように，連携用データベースに必要な情報を保持すること。 

 連携用データベースについては 3.1.6.2節を参照すること。 

 

(2) 資源提供機関に対する要件 

 HPCI 事務局が管理する利用課題管理簿より，grid-mapfile 生成に必要な情

報を取得する。 

 認証局運用機関の証明書管理システムより，grid-mapfile 生成に必要なマッ

ピング情報を取得する。 

 自らが管理する利用者の HPCI-ID とローカルアカウントのマッピング情報とあわ

せて，grid-mapfile を生成する処理を定期的に実行し，各提供資源の

grid-mapfileを更新する。 

 

 

3.1.7.9 利用可能通知 

(1) HPCI 事務局に対する要件 

 各利用課題について，利用する資源提供機関からのローカルアカウント作成完

了通知を集約し，すべてがそろった時点で，その旨を利用課題の連絡責任者

に通知する。 
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3.1.7.10 HPCI 利用課題管理簿の操作 

 

HPCI 事務局は，応募された HPCI 利用課題に対して「HPCI 利用課題 ID」を発行し

管理する。HPCI 利用課題 ID は，資源提供機関においてグループ名として参照される

ことを想定している。HPCI 利用課題 ID として用いることができる文字数や文字種の

制約に関しては調査・検討を要する。 

 

- 申請を受け付けた HPCI利用課題を，HPCI利用課題管理簿に登録し，採択課題に関し

ては，課題実施期間終了後一定期間保持する。この保持期間は 10 年間を想定する。ま

た，不採択課題に関しても一定期間保持するが，この保持期間は 3 年間を想定する。そ

れぞれの保持期間については別途運営規則等で定められることとする。 

- 「HPCI利用課題管理簿」は次の仕様を満たして管理されること。 

 HPCI利用課題 IDに対して「HPCI利用課題申込書」に記載される情報を新規登

録および更新登録が可能であること。 

 更新登録では，利用課題の継続，変更 (課題実施者) が行えること。 

 割当て資源の変更は「HPCI提供資源管理簿」で行う。HPCI利用課題 IDから割

当て資源を参照する機能を有すること。 

 連絡責任者に対する課題の採否の通知，利用の意志確認などの業務フローの

追跡管理が可能であること。 

 HPCI利用課題 IDと課題実施者の HPCI-IDの対応表を，HPCI提供資源管理簿

と連動して資源提供機関に通知すること。この通知に連動して，資源提供機関

のローカルアカウントの利用開始・停止措置が可能であること。 

 HPCI-ID が失効した課題従事者が含まれる利用課題を随時抽出し警告表示が

できること。 

 

  



67 

 

3.1.8 ヘルプデスク基本仕様 

HPCI 環境における各種の問い合わせに対応するために HPCI 事務局はヘルプデスクを設

けることとする。また，各資源提供機関はヘルプデスクの業務を遂行するために必要な協

力体制を整えることとする。 

ヘルプデスクは，以下の要件を満たしていなければならない。 

 

- Web インターフェースにより HPCI 環境に関する利用方法の問い合わせや障害報告，バ

グ報告が可能であること。 

- メールによっても Web インターフェース経由と同様の問い合わせおよび報告が可能であ

ること。 

- セキュリティに関する問い合わせ・報告とその他の問い合わせ・報告はそれぞれ別々の

受付窓口により受け付けられること。 

- セキュリティに関する問い合わせや報告とその回答に関しては必要な関係者以外への閲

覧を制限できること。 

- セキュリティに関する問い合わせや報告以外では，問い合わせ内容やその回答が必要

に応じて他の利用者に対しても公開されること。 

- Web やメールによって受け付けられた問い合わせや報告はチケットとしてヘルプデスク

に登録され，適切に処理が行われるよう管理されること。 

- 問い合わせや報告の内容に応じて，それぞれの案件を処理する業務フローが明確にな

っていること。また，業務フローにおける各業務を処理する担当者の役割や権限が明確

になっていること。 

- HPCI環境で用いられている各種ソフトウェア（ユーザアプリケーションは除く）のそれぞれ

に対して，報告された不具合に関する調査依頼先が明確になっていること。 

- プログラム開発・修正が必要と判断された場合に，開発チームに作業依頼ができること。 

 

HPCI 環境に参加する各機関は以下の要件を満たしていなければならない。 

 

- ヘルプデスクを運用するために，HPCI環境に参加する各機関（HPCI事務局，各資源提

供機関）は必要に応じて連携して作業を行なうこと。また，そのための体制を整えること。 
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3.1.9 情報共有 CMS 基本仕様 

HPCI 事務局は HPCI 環境における情報共有のための CMS を設置し運用管理する。情報共

有 CMS は以下に挙げる目的別に設置する。 

 運用管理者向け 

 研究者向け 

 開発者向け 

 利用者向け 

 

- HPCI 事務局は情報共有 CMS を運用管理するための運用管理マニュアルを整備するこ

と。 

 

- 運用管理者向け，および研究者向けにはHTMLなどの知識がなくても容易にWebペー

ジを作成・管理できる CMSを提供すること。 

 

- 開発者向け CMS はヘルプデスクに報告された不具合に対して開発チームが修正作業

を行う場合などに利用するため，開発チームが利用可能なバージョン管理システムを運

用し開発者向け CMS と連携させること。 

 

- 利用者向け CMS では HPCI 環境の各資源の計画停止スケジュールや障害状況などの

運用情報が参照できること。また，各資源提供機関の提供資源に関する情報を参照でき

ること。 

 

- 資源提供機関は提供する資源の保守や点検などの計画停止スケジュールを HPCI 事務

局に通知し，情報提供 CMSにより利用者に周知すること。 

 

- 認証局運用機関は提供する資源の保守や点検などの計画停止スケジュールを HPCI 事

務局に通知し，情報提供 CMSにより利用者に周知すること。 

 

- 認証ポータル運用機関は提供する資源の保守や点検などの計画停止スケジュールを

HPCI事務局に通知し，情報提供 CMSにより利用者に周知すること。 

 

- HPCI アカウント IdP 運用機関は提供する資源の保守や点検などの計画停止スケジュー

ルを HPCI事務局に通知し，情報提供 CMSにより利用者に周知すること。 

 

 書き込み操作を許可するために利用者の認証を必要とすること。 
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 運用管理者向けのページはあらかじめ登録されたユーザのみが書き込み権限を持

つようにアクセス制限を行うこと。 
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3.1.10 広報活動業務 

3.1.10.1 申込書式の作成と配布 

HPCI 事務局は，「HPCI-ID 登録申込」書式と「HPCI 利用課題申込」書式を作成し，

Web サイトから電子的に公開する。 

 

(1) 申込書式の作成と改版 

 申請書式の作成にあたっては，「学際大規模情報基盤共同利用・共同研究拠

点」事業および「先端的大規模計算利用サービス」事業の申込書式を参考に

すること。 

 課題申込書は様式番号と日付による版管理が行われること。 

 版毎の改訂を管理簿 (データベース) と連動できるように配慮すること。 

 

(2) 募集要項の作成と配布 

 HPCI事務局は，募集要項と申込書記入要項を作成し，申込書と共に，Webサイ

トから電子的に配布を行うこと。 

 HPCI コンソーシアムが開催する公募説明会を支援すること。 
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3.1.11 障害対応フロー 

HPCI 環境において障害が発生したときに，その障害対応に関して HPCI 事務局および各

資源提供機関が果たすべき役割や実施すべき業務フローの詳細について平成 23 年度に検討

を行う。そのための前提となる要件は以下のとおりである。 

 

3.1.11.1 HPCI 事務局 

- HPCI 事務局はヘルプデスクに登録された障害報告に対し，障害対応マニュアルに従っ

てチケットの処理を開始するものとする。 

- そのために必要な障害対応マニュアルを整備すること。 

- 障害対応マニュアルは以下の内容を含むこと。 

 マニュアル障害対応マニュアルにはチケットのオープンからクローズまでのライフサ

イクルの各段階での処理の進め方や，それぞれの段階における HPCI 事務局およ

び資源提供機関の役割が明記されていること。 

 障害対応マニュアルにはセキュリティ専用ヘルプデスクに登録すべき内容が登録さ

れた場合の対応についても明記されていること。 

 その他の詳細な記載内容については発注者と協議の上，決定すること 

- HPCI事務局は依頼したチケットの処理が滞留しないように，進捗管理を行うこと。 

- HPCI 事務局は障害発生部位の切り分けの結果に基づき，チケットの処理を担当する機

関を割り当て，処理を依頼すること。また，必要に応じてチケットの処理を担当する機関

の再割り当てを行うこと。 

 

- HPCI事務局は実際に障害が発生していることが確認されたのちに，情報共有CMSに障

害状況を登録し，HPCI利用者に対して周知すること。また，チケット処理の進捗に応じて

情報共有 CMSに登録した障害状況を更新すること。 

- HPCI事務局は当該チケットの処理が完了したのち，障害対応マニュアルに従って，チケ

ットのクローズ処理を行う。 

 

- HPCI 事務局はヘルプデスクに登録されたバグ報告に対し，バグ報告対応マニュアルに

従ってチケットの処理を開始するものとする。そのために必要なバグ報告対応マニュアル

を整備すること。バグ報告対応マニュアルにはチケットのオープンからクローズまでのライ

フサイクルの各段階での処理の進め方や，それぞれの段階における HPCI 事務局およ

び開発チームの役割が明記されていること。開発チームの作業に必要な環境の準備方

法についてもバグ報告対応マニュアルに明記すること。 

 

- HPCI事務局は開発チームの組織についての規約を策定すること。 
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- HPCI 事務局はセキュリティ専用ヘルプデスクに登録されたセキュリティに関する報告・問

い合わせに対し，セキュリティ報告対応マニュアルに従ってチケットの処理を開始するも

のとする。また，登録されたセキュリティに関する報告が重大なセキュリティ・インシデント

であると判断した場合には，インシデント・レスポンス・チームへ対応を依頼する。そのた

めに必要なセキュリティ報告対応マニュアルを整備すること。セキュリティ報告対応マニュ

アルにはチケットのオープンからクローズまでのライフサイクルの各段階での処理の進め

方や，それぞれの段階における HPCI 事務局およびその他の HPCI 参加機関の役割が

明記されていること。 

 

3.1.11.2 資源提供機関 

- 資源提供機関は HPCI 事務局から依頼された障害対応に関するチケットの処理を障害

対応マニュアルに従って実施すること。そのために必要な体制を整備すること。 

- 資源提供機関は提供資源における障害発生を HPCI 事務局に報告するとともに，情報

共有 CMSにより利用者に周知すること。障害対応・復旧後にも HPCI事務局に報告する

とともに，情報共有CMSにより利用者に周知すること。そのための障害対応マニュアルを

整備すること。 

- 資源提供機関は HPCI 事務局から依頼されたセキュリティ報告対応に関するチケットの

処理をセキュリティ報告対応マニュアルに従って実施すること。そのために必要な体制を

整備すること。 

- 資源提供機関は，自組織においてセキュリティ・インシデントが発生したとき，HPCI 向け

セキュリティ・インシデント対応マニュアルに従って対応すること。 

 

3.1.11.3 認証局運用機関 

- 認証局運用機関は HPCI 事務局から依頼された障害対応に関するチケットの処理を障

害対応マニュアルに従って実施すること。そのために必要な体制を整備すること。 

- 認証局運用機関は提供資源における障害発生を HPCI 事務局に報告するとともに，情

報共有CMSにより利用者に周知すること。障害対応・復旧後にもHPCI事務局に報告す

るとともに，情報共有 CMSにより利用者に周知すること。 

- 認証局運用機関は HPCI 事務局から依頼されたセキュリティ報告対応に関するチケット

の処理をセキュリティ報告対応マニュアルに従って実施すること。そのために必要な体制

を整備すること。 

 

3.1.11.4 認証ポータル運用機関 

- 認証ポータル運用機関はHPCI事務局から依頼された障害対応に関するチケットの処理

を障害対応マニュアルに従って実施すること。そのために必要な体制を整備すること。 

- 認証ポータル運用機関は提供資源における障害発生を HPCI 事務局に報告するととも
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に，情報共有 CMS により利用者に周知すること。障害対応・復旧後にも HPCI 事務局に

報告するとともに，情報共有 CMS により利用者に周知すること。そのための障害対応マ

ニュアルを整備すること。 

- 認証ポータル運用機関は HPCI 事務局から依頼されたセキュリティ報告対応に関するチ

ケットの処理をセキュリティ報告対応マニュアルに従って実施すること。そのために必要

な体制を整備すること。 

 

3.1.11.5 HPCI アカウント IdP 運用機関 

- HPCIアカウント IdP 運用機関は HPCI事務局から依頼された障害対応に関するチケット

の処理を障害対応マニュアルに従って実施すること。そのために必要な体制を整備する

こと。 

- HPCIアカウント IdP運用機関は提供資源における障害発生を HPCI事務局に報告する

とともに，情報共有 CMSにより利用者に周知すること。障害対応・復旧後にも HPCI事務

局に報告するとともに，情報共有 CMS により利用者に周知すること。そのための障害対

応マニュアルを整備すること。 

- HPCI アカウント IdP 運用機関は HPCI 事務局から依頼されたセキュリティ報告対応に関

するチケットの処理をセキュリティ報告対応マニュアルに従って実施すること。そのために

必要な体制を整備すること。 
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3.1.12 ツール群 

3.1.12.1 HPCI ポータルシステム 

HPCI ポータルシステムは， 2.2～2.4 節および 3.1.5～3.1.7 節において HPCI 事務局

の作業工数を軽減するための案として示した，Web ポータル上での処理の自動化を実

現する。利用者，HPCI 事務局，資源提供機関，認証局運用機関を含む業務フローの各

ステップの遷移がなるべく人手を介さずに行われるような機能も含め，詳細に関して

は平成 23 年度に検討を行う。 
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3.1.12.2 アカウンティング集計ソフトウェア 

HPCI 環境に資源を提供する各機関において，それぞれ独自にアカウンティング情報を収

集しているものと考えられる。それらの情報をHPCI環境内で共通の意味と形式を持つHPCI

アカウンティング情報として収集および集計するために以下の各項目を平成 23 年度に実施

する。 

 

(1) HPCI 事務局において実施するもの 

 

 平成 23年度において資源提供機関として想定される各情報基盤センターにおいて

収集・集計しているアカウンティング情報について調査し，HPCI 環境内で共通に用

いるための用語とその概念，および情報の表現形式を定義すること。 

 

 HPCI アカウンティング情報としては，以下に例としてあげる各項目が考えられるが，

各資源提供機関が HPCI 向けに提供可能なアカウンティング情報を調査し，HPCI

アカウンティング情報として収集・集計する項目を決定すること。 

 セッションに関する情報 

 利用時間，実行コマンド 

 計算資源に関する情報 

 CPU使用量，メモリ使用量 

 実行コマンド単位，ジョブ単位 

 ストレージ資源に関する情報 

 ストレージ使用量 

 収集する単位 

 アカウント毎，グループ毎 

 

 HPCIアカウンティング情報を収集・集計・参照するための方式を検討し，必要なソフ

トウェアの仕様を決定すること。その際，アカウンティング情報がインターネット経由

で受け渡しされることを想定し，セキュリティに関して考慮すること。 

 

 HPCIアカウンティング情報を管理するために必要な機器の仕様を決定すること。 

 

 HPCI アカウンティング情報として収集・集計する際に，それぞれの資源提供機関に

おけるローカルアカウントやグループ毎に収集・修正されている情報をHPCIにおけ

る HPCIアカウントや HPCI課題グループに関連付けることが望ましい。各資源提供

機関において収集・集計しているアカウンティング情報を HPCI アカウントおよび

HPCI課題グループ毎に集計するための方式を検討すること。 
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(2) 各資源提供機関において実施するもの 

 HPCI アカウンティング情報の収集・集計に関して，各資源提供機関は以下の内容

を満たすドキュメントを作成する。 

 各資源提供機関が独自に収集・集計しているアカウンティング情報について 

 HPCI 向けに提供できる情報項目の一覧とそれらの情報項目の定義を明

確に説明したドキュメント 

 HPCI 向けに提供できる情報項目に関し，収集・集計した結果から利用者

および管理者がそれらを取得するためのコマンドや API 等の使い方を説

明したドキュメント 
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3.1.13 今後の検討課題 

ユーザ管理支援に関する基本仕様として，ここまでに示した内容において今後の検討課

題としたものを，ここにまとめておく。 

3.1.13.1 HPCI-ID に関するもの 

 HPCI-IDの一意性を確保するために用いる個人識別番号として，e-Rad研究者

番号を想定するが，e-Rad研究者番号が取得できない場合の代替個人認識番

号について検討する 

 HPCI利用資格の有無を確認する方法、および HPCI-IDの申請時に登録した個

人識別情報が確かに申請者の所有するものであることを確認する方法につい

て検討する 

 e-Rad 研究者番号を取得しているときに，HPCI-ID を取得した者が e-Rad 研究

者番号を失効させたときの取り扱い，および e-Rad研究者番号を取得できない

者が HPCI-ID を取得し，その後 e-Rad 研究者番号を取得した場合の取り扱い

を検討する。 

 HPCI-IDの失効処理に関する手続きについて検討する。 

 HPCI-ID の有効期限と更新手続き，および有効期限内に HPCI-ID の属性情報

に変更が生じた場合の手続きに関する規則の検討を行う。 

 HPCI-IDの具体的なフォーマット・生成規則などの検討を行う。 

 HPCI-ID の属性変更・更新・廃止申請において，本人による申請であることを確

認する手順について検討を行う。 

 HPCI-IDに関する緊急時対応について，さらに検討を行う。 

 Webポータル上での処理の自動化案の詳細について，さらに検討を行う。 

 

3.1.13.2 HPCI 利用課題申請に関するもの 

 利用課題申請フローにおいて，HPCI 事務局，プライマリセンター，資源提供機

関のそれぞれが行う利用資格審査・本人確認のために必要な書類，および具

体的な確認内容について検討を行う(Shibboleth認証を用いる資源提供機関

の場合)。 

 OpenID を認証に用いる資源提供機関の場合の，利用資格審査・本人確認手

続きについて検討を行う。 

 HPCI利用課題 IDの付与，統一グループ名採用の可否，複数の利用課題に含

まれる利用者に対するローカルアカウントとグループとの関係，についてそれ

ぞれ検討を行う。 

 Webポータル上での処理の自動化案の詳細について，さらに検討を行う。 
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3.1.13.3 ヘルプフロー・障害フローに関するもの 

 ヘルプデスクおよび情報共有 CMS を用いた障害あるいは問い合わせ対応に関

する業務フローの詳細について検討を行う。 

 セキュリティ・インシデントが発生したときの HPCI としての対応手順について検

討を行う。 

 HPCI としてのネットワーク・セキュリティ監査基準について検討する。 

 開発チームの組織・運営に関して検討を行う。 

 

3.1.13.4 その他 

 提供資源管理業務について引き続き検討を行う。 
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4 事務局，資源提供基本仕様  

本節では，事務局および提供組織が提供しなければならない計算機環境仕様，提供資源

連携のための委員会仕様を決める。資源提供組織は，資源提供連携ネットワーク委員会（仮

称）の一員とする。 

 

4.1 事務局運用仕様 

 

4.1.1 想定する利用者数，利用課題数，提供資源数 

HPCI 事務局の運用仕様を検討するために，HPCI 利用者数，HPCI 利用課題数および HPCI

提供資源数として表 4.1 に示すものを想定した。 

表 4.1 想定する HPCI利用者数および HPCI利用課題数 

HPCI利用者数 HPCI利用課題数 HPCI提供資源数 

800人 60課題 20資源 

 

ここで，HPCI 利用者数および HPCI 利用課題数は平成 23 年当初の資源提供機関として想

定される情報基盤センター群(9 機関)へのアンケート結果から見積もった数値である。平成

22 年度 2 月の実績で，9 機関の合計は 50 名未満の小規模グループが 662 件，50 名以上の大

規模グループが 16 件であった。また，グループ当たりの平均登録者数は，中小規模グルー

プが 7.1 名，大規模グループが 130.1 名であった。 

「京」供用開始前の試行運用において，中小規模グループの内，複数センターに登録し

ている割合を 3 割，さらにその内の 3 割が HPCI 経由での登録に移行することを想定すると，

およそ 60 グループ，400 名の登録が見込まれる。また，大規模グループの内，2 割が応募

すると想定すると，3 グループ，400 名の登録が見込まれる。これを合算して，当面の HPCI

利用課題数を 60 課題，HPCI 利用者数を 800 名と見積もっている。HPCI 提供資源数は 9 機

関からそれぞれおよそ 2 個の資源が提供されるものとした。 

また HPCI-ID 管理簿，HPCI 利用課題管理簿，HPCI 提供資源管理簿に登録し，管理する

データの件数は表 4.2 に示す件数を想定した。 

 

表 4.2 各管理簿に登録される件数 

HPCI-ID管理簿 HPCI利用課題管理簿 HPCI提供資源管理簿 

3000件 120件 20件 

 

ここで，HPCI-ID の有効期限を 10 年間，失効から 3 年間保存するものとし，毎年 20%程

度の利用者が入れ替わると仮定して HPCI-ID 管理簿の件数を見積もった。また，HPCI 利用

課題管理簿は年度末に旧年度分，新年度分それぞれ 60 件のデータを管理するものを仮定し

た。 
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4.1.2 構成要員 

 

4.1.2.1 事務系職員 

申請窓口業務を執り行う事務系職員の要員数を以下のように見積もっている。 

- 申請期間を 1ヶ月と想定して、HPCI-IDの申請数を 800件と見積もると、平滑化して毎日

40 件の処理 (HPCI-ID 管理簿への入力、重複確認、発行通知) を行わなくてはならな

い。 

- 書面による申請でも、専任して 2 名があたれば処理可能な業務量であるが、将来、

HPCI-IDの申請数に応じた非常勤職員の手配が必要となることが予想される。 

- さらに、HPCI-ID は、利用課題申請に先立って取得しておかなければならないので、実

際は、より短期間に迅速に発行処理を行う必要がある。 

- また、発行に際しては、e-Rad 研究者番号による重複確認を行うが、重複が検出された

場合は、申請者に対する個別の確認業務が発生し、この例外対処にどれだけの要員を

必要とするか、現時点で見積もることは非常に困難である。 

 

利用課題申請を 60 件と見積もると、申請段階で HPCI-ID 発行業務はほぼ完了しているこ

とが想定できるので、上述の専任 2 名の要員で、〆切日前後 1 週間ずつの期間があれば利

用課題管理簿への入力を行う事が可能であると想定できる (3 件/人日)。ただし、課題従事

者が HPCI-ID を取得した有資格者か否かを逐一確認し、記載ミスや重複が検出された場合

の例外対応業務が頻出した場合に、どれだけの要員が必要となるか、現時点で見積もるこ

とは非常に困難である。 

 

採択後の通知業務は，1 件当たり 1 人時とすれば 60 課題で 60 人時なので，2 名の要員で

1 週間で処理可能な業務量である。 

 

以上から、書面による申請を行うとすると、表 4.1 および表 4.2 で想定している応募数を

処理するためには、登録受付期間内およびその後の 2 週間 (課題審査期間を除く) に、最低

専任 2 名、予備 1 名の合計 3 名の事務職員で対応が可能であると推定できる。ただし、例

外処理が起こったときの対応業務量を想定することは極めて難しく、また、HPCI-ID 申請数

や課題数に応じた要員が必要となり、想定する量を超える応募があった場合に遅延を見積

もることも難しい。 

 

これに対して、Web 申請を導入すれば、管理簿への転記業務は必要なくなり、さらに申

請時に申請者自身による例外対処を求めることで、例外対処要員数の不確定性を押さえる

ことができる。表 4.1 および表 4.2 で想定している応募数を処理するためには、専任 1 名、
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予備 1 名の合計 2 名の最低限の事務職員要員数で対応が可能であると推定でき、かつ、想

定以上の申請があっても対応できると考えられる。 

 

表 4.3 に上記の事務系職員の要員数に関する見積もり結果をまとめて示す。 

 

表 4.3 事務系職員の要員数の見積もり 

 800名/60件 1,600名/120件 

書面申請の場合 専任 2名，予備 1名 専任 4名，予備 2名 

Web申請の場合 専任 1名，予備 1名 専任 1名，予備 1名 

 

4.1.2.2 技術系職員 

技術系職員の要員数の見積もりは以下の通り。 

- SE委託 

 登録受付期間と課題審査期間は常時 1名派遣 

 それ以外は遠隔対応で可 

 

4.1.3 その他 

- 個人情報の取扱基準を定め，関連機関に遵守を促すこと。 
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4.2 計算機環境必須項目 

4.2.1 事務局 

本節では HPCI 事務局において HPCI-ID，HPCI 利用課題，HPCI 提供資源の管理，利用者

向け Web サーバ，および資源提供計算資源との対応のために必要となるサーバ群一式の仕

様を説明する。 

 

4.2.1.1 管理簿サーバシステム 

管理簿サーバシステムは HPCI-ID 管理簿，HPCI 利用課題管理簿，HPCI 提供機関管

理簿を管理するためのシステムである。 

以下の仕様をみたす管理簿サーバシステムを提供すること 

1. 耐障害性を確保するため 2台以上のサーバで冗長化し，Active・Stanby 構成

とすること 

2. サーバの障害時には必要に応じて自動的にフェールオーバーし，運用を継続

できること 

3. それぞれのサーバは Intel Xeon E5503プロセッサ相当以上の性能・機能を有

するプロセッサを搭載していること 

4. それぞれのサーバは 16GB以上の容量のメモリを有すること 

5. それぞれのサーバは DVD-ROMを利用可能なドライブを 1台以上有すること 

6. それぞれのサーバは 2 ポート以上の 1000Base-T ネットワークインターフェース

を有すること。 

7. それぞれのサーバの内蔵ストレージは冗長化構成をサポートし，冗長化後の容

量が 500GB以上であること。 

8. 管理簿データを格納するデータ用領域はサーバ間で共有あるいは常時複製さ

れ，それぞれのサーバ上で同一の内容となる設定とすること 

 

4.2.1.2 利用者向け Web サーバシステム 

利用者向け Web サーバシステムは，利用者向けの Web サーバを提供するためのシス

テムである。ヘルプデスクシステムおよび情報共有 CMS は利用者向けサーバシステム

上で動作するものとする。また，DNS サーバとしても使用する。 

以下の仕様をみたす利用者向け Web サーバシステムを提供すること 

1. 耐障害性を確保するため 2台以上のサーバで冗長化し，Active・Stanby 構成

とすること 

2. サーバの障害時には必要に応じて自動的にフェールオーバーし，運用を継続

できること 

3. それぞれのサーバは Intel Xeon E5620 プロセッサ×2CPU 相当以上の性能・

機能を有するプロセッサを搭載していること 
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4. それぞれのサーバは 8GB以上の容量のメモリを有すること 

5. それぞれのサーバは DVD-ROMを利用可能なドライブを 1台以上有すること 

6. それぞれのサーバは 2 ポート以上の 1000Base-T ネットワークインターフェース

を有すること。 

7. それぞれのサーバの内蔵ストレージは冗長化構成をサポートし，冗長化後の容

量が 300GB以上であること。 

8. Web コンテンツデータを格納するデータ用領域はサーバ間で共有あるいは複製

され，それぞれのサーバ上で同一の内容となる設定とすること 

 

4.2.1.3 資源提供機関向け連携サーバシステム 

資源提供機関向け連携サーバシステムは，資源提供機関が HPCI アカウントの作成や

grid-mapfile による認可情報を更新する際に必要となる情報を，管理簿サーバシステム

に格納されている情報と連携しながら，適宜かつ安全に配信するためのシステムであ

る。 

以下の仕様をみたす資源提供機関向け連携サーバシステムを提供すること 

1. 耐障害性を確保するため 2台以上のサーバで冗長化し，Active・Stanby 構成

とすること 

2. サーバの障害時には必要に応じて自動的にフェールオーバーし，運用を継続

できること 

3. それぞれのサーバは Intel Xeon E5503プロセッサ相当以上の性能・機能を有

するプロセッサを搭載していること 

4. それぞれのサーバは 16GB以上の容量のメモリを有すること 

5. それぞれのサーバは DVD-ROMを利用可能なドライブを 1台以上有すること 

6. それぞれのサーバは 2 ポート以上の 1000Base-T ネットワークインターフェース

を有すること。 

7. それぞれのサーバの内蔵ストレージは冗長化構成をサポートし，冗長化後の容

量が 100GB以上であること。 

8. 資源提供機関の連携データを格納するデータ用領域はサーバ間で共有あるい

は常時複製され，それぞれのサーバ上で同一の内容となる設定とすること 

 

4.2.1.4 事務職員用端末システム 

以下の仕様を満たす事務職員用端末システムを提供すること 

4.2.1.4.1 事務職員用端末 

以下の要件を満たす事務職員用端末を 3台提供すること(←事務職員の人数分) 

1. x86-64アーキテクチャの CPUを搭載すること 

2. 1台あたりのCPUは1以上，コア数は2以上とし，2GHz以上の性能を有すること。 
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3. メモリ容量は 4GB以上であること。 

4. 300GB以上の容量を持つ内蔵ストレージを有すること。 

5. DVD-ROM ドライブを有すること。 

6. 日本語キーボードおよびマウスを有すること。 

7. 1台あたり 1つ以上の 1000Base-Tネットワークインターフェースを有すること。 

8. 1台あたり 22インチ以上で 1,920x1,080以上の解像度を持つ液晶ディスプレイ

を有すること。 

9. 端末のオペレーティングシステムとして Windows 7 Professional Edition 以

上を提供すること。 

10. マイクロソフト Office Home and Business 2010相当以上を提供すること 

11. ウィルス対策ソフトウェアを提供すること 

12. 後述するカラープリンタのドライバを提供すること 

 

4.2.1.4.2 カラープリンタ 

以下の要件を満たすカラープリンタを 1台提供すること 

1. フルカラーモード毎分 30枚以上の印刷が可能なこと 

2. 両面印刷機能を有すること 

3. A3，A4自動切り替え機能を有すること 

4. ネットワーク経由で IPPを利用して印刷可能なこと 

 

4.2.1.5 ネットワークシステム 

以下の仕様を満たすネットワークシステムを提供する 

1. ネットワークシステムは， 

 利用者へのインターフェースを提供する公開系， 

 資源提供機関へのインターフェースを提供する公開系， 

 認証局へのインターフェースを提供するプライベート系 

で構成される。 

2. 公開系のネットワークにおいても個人情報が流通するために，SSLによって暗号

化された通信を行う必要がある。 

3. プライベート系のネットワークにおいては，認証基盤サブシステムのマッピング

情報管理システムがユーザ管理支援サブシステムの管理簿サーバシステムに

格納された情報を参照する必要があり，より強固な秘匿性を提供できる VPNによ

る通信が必要である。 

詳細なネットワーク構成は，事務局の開設場所が決まってから改めて検討する。 
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4.2.2 資源提供計算資源提供機関 

資源提供機関における計算機環境や体制などに関する要件は，平成 23 年度に検討を行う。 

 

4.3 資源提供利用規則必須項目 

各資源提供機関より HPCI に提供される資源の利用規則は，各資源提供機関の利用規則を

参考に平成 23 年度に検討する。 

 

 

4.4 資源提供連携ネットワーク委員会基本仕様 

4.4.1 資源提供ネットワーク委員会規則 

資源提供連携ネットワーク委員会規則は，別途定めるが，以下の仕様を満たさなければ

ならない。 

- 定例委員会：年 1回程度開催 

- 臨時委員会：必要に応じて開催 

- 委員の構成：資源提供機関の代表者（センター長），教員 1名および職員 

- 委員長：互選により決める 

- 事務局：HPCIコンソーシアム事務局 

4.4.2 ミッション 

- HPCIに提供する資源の運営責任を持つ。 

- 下部組織に資源提供連携ネットワーク運営・作業部会を設置し，当委員会で決定される

方針に基づき，運営・作業部会に対して作業を依頼する。 

- 運営・作業部会からの報告を受け，運営を決定する。 

 

 

4.5 資源提供連携ネットワーク運営・作業部会基本仕様 

4.5.1 資源提供連携ネットワーク運営・作業部会規則 

資源提供連携ネットワーク運営・作業部会規則は，別途定めるが，以下の仕様を満たさ

なければならない。 

- 定例委員会：定例委員会の開催回数については引き続き検討する 

- 臨時委員会：不測の事態が生じた時に適宜開催する。 

- 委員の構成：資源提供機関の教員若干名および職員 

- 委員長：互選により決める 

- 事務局：専任技術補佐員を 2名程置き，HPCI基盤運用に当たるとともに事務局も兼ねる。

不測事態が生じた時は，不測事態が生じた機関が事務局をつとめる。詳細は引き続き検

討する 
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4.5.2 ミッション 

- 運用状況の把握 

- 下記の議論に基づき規則を作成する 

 アカウント管理に関する議論 

 システム変更に関する議論 

 セキュリティに関する議論 

 HPCI ストレージ運用に関する議論 
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4.6 今後の検討課題 

事務局，資源提供基本仕様に関する，今後の検討課題は以下の通り。 

 HPCI 事務局の計算機環境におけるネットワーク構成は，事務局の開設場所が

決定した後に，改めて検討する。 

 資源提供機関における計算機環境および体制に関する要件を検討する。 

 各資源提供機関よりHPCIに提供される資源の利用規則は，各資源提供機関の

利用規則を参考に検討する。 
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5 ドキュメント＆システム開発整備（発注仕様） 

以下に整備するドキュメントにおいての共通仕様を記載する。 

 

1. ソフトウェアのバージョンアップ等によりマニュアルの改版があった場合にも，遅延なくそ

れぞれのマニュアルの改版を行い提供すること。また，改版内容につて報告し，承認を受

けること。 

2. 機能毎のマニュアルには機能を分かりやすく説明した機能概要の章を設けること。 

3. 各マニュアルには目次および牽引をつけること。 

4. 各マニュアルに用いる用語は統一されていなければならない。資源提供機関毎に用いる

用語・概念に差異がある場合など，必要に応じて用語集を付録としてつけること。 

5. マニュアルに記載されたそれぞれの処理を実行したときに発生しうるエラーについて漏れ

なく記載すること。エラー発生時の対処についても記載すること。 

6. 利用シナリオに従い，それぞれの処理に対して使用例を示すこと。 

7. 図表等を活用し，色使いにも配慮して視覚的に分かりやすい記述にすること。 

8. 各マニュアルは極力外部参照を避け，当該マニュアル内で完結する記述とすること。 

9. それぞれのマニュアルの構成，書式および記述レベルは統一されていること。 

10. 各マニュアルは HTML形式および PDF形式で提供すること。 

 

5.1 ユーザ利用手引き発注仕様 

HPCI 基本仕様書の内容を踏まえ，以下の項目を含んだユーザ向け利用手引き書を作成す

ること。 

 

5.1.1 クイックスタートガイド 

利用者が短時間で HPCI 全体の構成と機能およびそれらを操作する方法を把握する

ために必要なドキュメントとしてクイックスタートガイドを作成する。 

- 以下の内容を含むクイックスタートガイドを作成すること。 

 HPCI環境の目的 

 HPCI環境を利用するために理解しておかなければならない概念 

 HPCI環境に含まれる以下の各機関とそれぞれの役割 

 HPCI事務局 

 資源提供機関 

 HPCIアカウント IdP運用機関 

 認証局運用機関 

 認証ポータル運用機関 

 HPCI環境の代表的な利用シナリオと実行例 

 HPCI環境を利用するまでに必要な手続き 
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- その他の詳細な記載内容については発注者と協議の上，決定すること 

 

5.1.2 各種ユーザーズマニュアル 

以下の機能別ユーザマニュアルを作成する。 

5.1.2.1 HPCI ポータルユーザマニュアル 

- HPCIポータルユーザマニュアルは以下の内容を記載すること。 

 HPCIポータルの機能概要 

 非 HPCIアカウントによる HPCIポータルの初回認証について 

 HPCI IDの登録・変更・廃止申請について 

 HPCI IDおよび HPCI-ID照合コードの照会と照合コードの再生成について 

 HPCI利用課題の新規・変更・継続申請について 

 HPCIアカウントの管理について 

- その他の詳細な記載内容については発注者と協議の上，決定すること 

 

5.1.2.2 ヘルプデスクユーザマニュアル 

- ヘルプデスクユーザマニュアルは以下の内容を記載すること。5.4 ヘルプデスクおよび情

報共有 CMS詳細設計発注仕様に基づき発注された成果物の内容を反映すること。 

 ヘルプデスクで行う業務の概要について 

 案件の登録について 

 案件の状況確認について 

 登録した案件に対する問い合わせ対応について 

- その他の詳細な記載内容については発注者と協議の上，決定すること 

 

5.1.2.3 情報共有 CMS ユーザマニュアル 

- 情報共有 CMS ユーザマニュアルには以下の内容を記載すること。5.4 ヘルプデスクおよ

び情報共有CMS詳細設計発注仕様に基づき発注された成果物の内容を反映すること。 

 情報共有 CMSで行う業務の概要について 

 運用管理者向け 

 研究者向け 

 開発者向け 

 利用者向け 

 情報共有 CMSへの情報登録について 

 情報共有 CMSへ登録した情報の変更について 

- その他の詳細な記載内容については発注者と協議の上，決定すること。 
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5.1.2.4 資源提供機関ごとのユーザマニュアル 

- すべての資源提供機関についてユーザマニュアルを作成すること。 

- 資源提供機関ごとのユーザマニュアルは以下の内容を記載すること。 

 システム構成の概要について 

 利用できるハードウェア・ソフトウェア資源について 

 ユーザ利用環境について 

 GSI-SSHによる GSI ログインについて 

 ローカルアカウントによる直接ログインについて 

 利用課題とグループ管理について 

 プログラム開発環境について 

 ジョブ実行について 

 HPCI共有ストレージの使い方について 

 資源提供機関特有の環境（可視化ツールなど）の使い方 

- ユーザマニュアルは各資源提供機関から提供された情報にもとづいて記載すること 

- その他の詳細な記載内容については発注者と協議の上，決定すること 

 

5.1.2.5 緊急時対応ユーザマニュアル 

- 緊急時対応ユーザマニュアルは以下の内容を記載すること。 

 パスワード・パスフレーズを亡失した場合の手続きについて 

 HPCIアカウントのパスワードの場合 

 資源提供機関ごとのローカルアカウントのパスワードの場合 

 証明書のパスフレーズの場合 

 パスワード・パスフレーズの漏洩が疑われる場合の手続きについて 

 HPCIアカウントのパスワードの場合 

 資源提供機関ごとのローカルアカウントのパスワードの場合 

 証明書のパスフレーズの場合 

 システムの脆弱性やセキュリティ・インシデントの報告について 

 報告手順について 

 報告すべき内容について 

 報告に必要な記録の作成について 

 報告先について 

- その他の詳細な記載内容については発注者と協議の上，決定すること 
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5.2 事務局，資源提供運用手引き発注仕様 

HPCI 基本仕様書の内容を踏まえ，以下の項目を含んだ運用手引き書を作成する。 

 

5.2.1 HPCI 事務局向け 

5.2.1.1 HPCI ポータルシステム管理マニュアル 

- HPCIポータルシステム管理マニュアルには以下の内容を記載すること。 

 HPCIポータルシステムで行う業務の概要について 

 HPCIポータルシステムのシステム構成について 

 HPCIポータルシステムの導入方法について 

 HPCI-ID管理簿について 

 HPCI利用課題管理簿について 

 HPCI提供資源管理簿について 

 システムバックアップや障害発生時の復旧手順について 

- その他の詳細な記載内容については発注者と協議の上，決定すること。 

 

5.2.1.2 ヘルプデスクシステム管理マニュアル 

- ヘルプデスクシステム管理マニュアルには以下の内容を記載すること。5.4 ヘルプデスク

および情報共有 CMS 詳細設計発注仕様に基づき発注された成果物の内容を反映する

こと。 

 ヘルプデスクシステムで行う業務の概要について 

 ヘルプデスクシステムのシステム構成について 

 ヘルプデスクシステムの導入方法について 

 システムバックアップや障害発生時の復旧手順について 

- その他の詳細な記載内容については発注者と協議の上，決定すること。 

 

5.2.1.3 情報共有 CMS 管理マニュアル 

- 情報共有 CMS管理マニュアルには以下の内容を記載すること。5.4ヘルプデスクおよび

情報共有 CMS詳細設計発注仕様に基づき発注された成果物の内容を反映すること。 

 情報共有 CMSで行う業務の概要について 

 情報共有 CMSのシステム構成について 

 情報共有 CMSの導入方法について 

 システムバックアップや障害発生時の復旧手順について 

- その他の詳細な記載内容については発注者と協議の上，決定すること。 

 

5.2.1.4 ヘルプデスク対応フローマニュアル 

- ヘルプデスク対応フローマニュアルには以下の内容を記載すること。各対応フローの詳
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細については5.4ヘルプデスクおよび情報共有CMS詳細設計発注仕様に基づき発注さ

れた成果物を反映すること。 

 障害対応について 

 バグ報告対応について 

 セキュリティ報告対応について 

 FAQについて 

 その他の問い合わせ対応について 

- その他の詳細な記載内容については発注者と協議の上，決定すること。 

 

5.2.1.5 セキュリティ・インシデント対応マニュアル 

- セキュリティ・インシデント対応マニュアルには以下の内容を記載すること。 

 セキュリティ・インシデントの発見について 

 チェックするログファイルについて 

 インシデントの検出方法について 

 セキュリティ・インシデントが発生したときの報告について 

 報告すべき内容について 

 連絡体制について 

 連絡手順について 

 セキュリティ・インシデントが発生したときの対応手順について 

 記録の作成について 

 復旧作業について 

- その他の詳細な記載内容については発注者と協議の上，決定すること。 

 

 

5.2.1.6 HPCI ポータルシステムユーザマニュアル（管理者向け） 

- HPCIポータルユーザマニュアル（管理者向け）は以下の内容を記載すること。 

 HPCIポータルの機能概要 

 非 HPCIアカウントによる HPCIポータルの初回認証について 

 HPCI IDの登録・変更・廃止申請について 

 HPCI IDおよび HPCI-ID照合コードの照会と照合コードの再生成について 

 HPCI利用課題の新規・変更・継続申請について 

 HPCIアカウントの管理について 

 HPCI提供資源の管理について 

- その他の詳細な記載内容については発注者と協議の上，決定すること 
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5.2.1.7 ヘルプデスクユーザマニュアル（管理者向け） 

- ヘルプデスクユーザマニュアル（管理者向け）は以下の内容を記載すること。5.4 ヘルプ

デスクおよび情報共有 CMS 詳細設計発注仕様に基づき発注された成果物の内容を反

映すること。 

 ヘルプデスクで行う業務の概要について 

 案件の登録について 

 案件に対する問い合わせ対応について 

 チケットの発行について 

 チケットの担当割り当てについて 

 チケットの処理と処理内容の記録について 

 チケットのステータス変更について 

 チケットのクローズについて 

- その他の詳細な記載内容については発注者と協議の上，決定すること 

 

5.2.1.8 情報共有 CMS ユーザマニュアル（管理者向け） 

- 情報共有 CMS ユーザマニュアルには以下の内容を記載すること。5.4 ヘルプデスクおよ

び情報共有CMS詳細設計発注仕様に基づき発注された成果物の内容を反映すること。 

 情報共有 CMSで行う業務の概要について 

 運用管理者向け 

 研究者向け 

 開発者向け 

 利用者向け 

 情報共有 CMSへの情報登録について 

 情報共有 CMSへ登録した情報の変更について 

- その他の詳細な記載内容については発注者と協議の上，決定すること。 

 

5.2.2 資源提供機関向け 

5.2.2.1 ヘルプデスクユーザマニュアル 

- ヘルプデスクユーザマニュアルは以下の内容を記載すること。5.4 ヘルプデスクおよび情

報共有 CMS詳細設計発注仕様に基づき発注された成果物の内容を反映すること。 

 ヘルプデスクで行う業務の概要について 

 案件の登録について 

 案件の状況確認について 

 登録した案件に対する問い合わせ対応について 

- その他の詳細な記載内容については発注者と協議の上，決定すること 
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5.2.2.2 障害対応マニュアル 

- 障害対応マニュアルには以下の内容を記載すること。 

 障害発生の報告について 

 提供資源に対する障害調査依頼への対応について 

 計画停止スケジュールの報告について 

 復旧後の報告について 

- その他の詳細な記載内容については発注者と協議の上，決定すること。 

 

 

5.2.2.3 セキュリティ・インシデント対応マニュアル 

- セキュリティ・インシデント対応マニュアルには以下の内容を記載すること。 

 セキュリティ・インシデントの発見について 

 チェックするログファイルについて 

 インシデントの検出方法について 

 セキュリティ・インシデントが発生したときの報告について 

 報告すべき内容について 

 連絡体制について 

 連絡手順について 

 セキュリティ・インシデントが発生したときの対応手順について 

 記録の作成について 

 復旧作業について 

- その他の詳細な記載内容については発注者と協議の上，決定すること。 

 

 

5.2.3 認証局運用機関向け 

5.2.3.1 障害対応マニュアル 

- 障害対応マニュアルには以下の内容を記載すること。 

 障害発生の報告について 

 提供資源に対する障害調査依頼への対応について 

 計画停止スケジュールの報告について 

 復旧後の報告について 

- その他の詳細な記載内容については発注者と協議の上，決定すること。 
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5.2.4 認証ポータル運用機関向け 

5.2.4.1 障害対応マニュアル 

- 障害対応マニュアルには以下の内容を記載すること。 

 障害発生の報告について 

 提供資源に対する障害調査依頼への対応について 

 計画停止スケジュールの報告について 

 復旧後の報告について 

- その他の詳細な記載内容については発注者と協議の上，決定すること。 

 

 

5.2.5 HPCI アカウント IdP 運用機関向け 

5.2.5.1 障害対応マニュアル 

- 障害対応マニュアルには以下の内容を記載すること。 

 障害発生の報告について 

 提供資源に対する障害調査依頼への対応について 

 計画停止スケジュールの報告について 

 復旧後の報告について 

- その他の詳細な記載内容については発注者と協議の上，決定すること。 
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5.3 事務局，資源提供機関規則集発注仕様 

 

HPCI 基本仕様書に基づいて，HPCI 事務局準備室（仮称）？による関係機関との協議・

調整および事務局と資源提供機関に関する規則を明文化する作業を支援し，ドキュメント

としてまとめること。その他の詳細な記載内容については発注者と協議の上，決定するこ

と。 

 

5.3.1.1 HPCI-ID 運用規約 

5.3.1.2 HPCI 利用課題番号およびグループについて 

5.3.1.3 資源提供機関ごとの HPCI 向けアカウンティング情報について 

5.3.1.4 HPCI 向けネットワーク・セキュリティ監査基準 

5.3.1.5 障害発生時の対応について 

5.3.1.6 セキュリティ・インシデント・レスポンスについて 
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5.4 ヘルプデスクおよび情報共有 CMS 詳細設計発注仕様 

 

- HPCI基本仕様の 3.1.8ヘルプデスク基本仕様および 3.1.9情報共有 CMS基本仕様に

基づき，ヘルプデスクの運用に関する詳細設計を行なうこと。 

- ヘルプデスクの業務フローを詳細化し，それぞれの業務フローにおける HPCI 事務局，

資源提供機関などが果たすべき役割を明確にすること。 

- ヘルプデスクの運用に必要なハードウェア・ソフトウェアの仕様を明確にすること。 

- 不明な点がある場合は発注者と協議の上，決定すること。 
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5.5 ユーザ管理支援ツール発注仕様 

 

5.5.1 アカウンティング集計ソフトウェア詳細設計発注仕様 

- HPCI 基本仕様の 3.1.12.2 アカウンティング集計ソフトウェアに基づき，アカウンティング

集計ソフトウェアの詳細設計を行なうこと。 
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6 整備計画 

本節では、ユーザ管理支援における整備計画について記載する。 

1 平成 23 年度 

1.1 HPCI 事務局ソフトウェアの設計と開発 

1.1.1 HPCI-ID 発行・管理システム 

1.1.2 HPCI 課題申請・管理システム 

1.1.3 資源提供機関との情報連携 

1.2 ヘルプデスクの詳細設計と構築 

1.3 ドキュメント整備 

1.3.1 ユーザマニュアル 

1.3.2 HPCI 事務局・資源提供機関運用手引き 

1.3.3 HPCI 事務局・資源提供機関規則 

1.4 HPCI 事務局計算機環境整備 

2 平成 24 年度 

2.1 HPCI 事務局ソフトウェアの設計と開発 (継続) 

2.1.1 HPCI-ID 発行・管理システム 

2.1.2 HPCI 課題申請・管理システム 

2.1.3 資源提供機関との情報連携 

2.2 ヘルプデスクの運用 (コンサル含む) 

2.3 アカウンティング集計ツールの詳細設計と開発 

HPCI事務局の要員確保 (非常勤事務補佐員と SE常駐および派遣) 

 

 

 

  

H23年度 H24年度

ヘルプデスク設計

ヘルプデスク運

アカウント集計ツール設計

アカウント集計ツール運

ドキュメント作成

HPCI事務局ソフトウェア設計・開発※

HPCI事務局ソフトウェア運

※HPCI事務局ソフトウェアの設計・開発は、認証基盤ソフトウェアの設計・開発と⼀⼀体的に⾏⾏⾏う 
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7 必要経費 

7.1 ユーザ管理支援 

ユーザ管理支援に関する必要費用について表 7.1 および表 7.1 に示す。 

表 7.1 必要経費一覧 (H23年度) 

項目 費用見積 [千円] 備考 

ドキュメント整備 13,835  

(内訳)   

ユーザマニュアル 6,289 5 人月 

事務局・資源提供機関運用手引き 3,773 3 人月 

事務局・資源提供機関規則 3,773 3 人月 

詳細仕様検討 2,767  

(内訳)   

ヘルプデスク詳細設計 2,767 基本設計+運用設計 (既存

AP を想定) 

設備 1,568  

(内訳)   

HPCI 事務局計算機環境 1,568 HPCI-ID 発行・管理システ

ム、HPCI 課題申請・管理

システム、ヘルプデスクシ

ステム、アカウント集計ツ

ールのサーバ構築 (H/W、

S/W 費用別) 

合計 18,170  

※HPCI 事務局ソフトウェアの設計・開発は、認証基盤ソフトウェアの設計・開発と一体

的に行うため、認証基盤編にて計上 
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表 7.2必要経費一覧 (H24年度) 

項目 費用見積 [千円] 備考 

ドキュメント整備 5,000  

(内訳)   

ドキュメント整備 5,000 H23 年度分の改訂および

追加 

詳細仕様検討 4,300  

(内訳)   

アカウンティング集計ツール詳細

設計 

4,300  

開発 14,289  

(内訳)   

アカウンティング集計ツール開発 14,289 10 人月 

導入，運用・保守 46,139  

(内訳)   

HPCI 事務局事務補佐員 4,639 2 人×12 ヶ月 

非常勤事務補佐員雇用 

保険込み，交通費なし 

ヘルプデスク運用（コンサル含む） 34,000 2 人×12 ヶ月 

HPCI 事務局計算機環境 7,500 HPCI-ID 発行・管理システ

ム、HPCI 課題申請・管理

システム、ヘルプデスクシ

ステム、アカウント集計ツ

ールのサーバ構築 (H/W

冗長化と保守) 

合計 69,728  
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1 利用 TCP ポート，UDP ポート 

HPCI ポータルに関する利用ポートは HPCI 事務局のネットワーク構成も含め，平成 23 年

に検討を行う。 
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2 調査結果 

2.1 現状情報基盤センター群アカウント情報 

別紙１を参照 

2.2 E-Rad との連携 

別紙２を参照 

 

  



104 

 

3 用語集 

 

[1] HPCI事務局 

HPCI利用の課題審査を行う組織 

[2] HPCIアカウント IdP運用機関 

HPCI環境に（シングル）サインオンするためのアカウントを発行・管理する組織（例：

情報基盤センター，国研，商用プロバイダ） 

[3] 資源提供機関 

HPCI のユーザに対して計算機やストレージ等の資源を提供する組織（例：情報基盤セ

ンター，国研） 

[4] 認証ポータル運用機関 

HPCI 環境に（シングル）サインオンするための認証ポータルを運用する組織（例：情

報基盤センター，国研） 

[5] 認証局運用機関 

HPCI環境上で利用される電子証明書を発行する組織 

[6] HPCI-ID 

HPCI 利用者に配布されるユニークな ID 番号。HPCI 上の資源を利用するためのアカウ

ントではない。HPCIを利用するユーザ毎に発行されるユニークな ID。所属組織が変わ

っても HPCI-IDは変わらない。 

[7] HPCIアカウント 

HPCI 環境に（シングル）サインオンするためのアカウント（OpenID や Shibboleth な

ど） 

[8] ローカルアカウント 

資源提供機関の資源を利用するためのローカルアカウント（UNIXアカウント） 

[9] クライアント証明書 

ユーザ毎に認証局から発行される証明書（GSI認証を行う場合に必要）NAREGI-CA 

[10]HPCIストレージ 

HPCIで整備する共有ストレージ（分散ファイルシステム）を指す 

[11]ログインノード 

各拠点スパコンにユーザがログインするノード（会話処理部）を指す。 
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